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はじめに 
 

・ このたびは、しんきん法人インターネットバンキングサービス（以下「法人 IB サービス」とい

います）を利用いただき、まことにありがとうございます。 

・ 本マニュアルは、法人 IB サービスをご利用いただく上での留意事項、各業務の操作手順につい

て記述しています。 

・ 本資料で使用する画面は、色・ボタンの形状、各種メニュー押下時のリスト出力の形状などが

実際の画面表示とは異なる場合がありますので、ご了承ください。 

・ システム入力可能文字 
ファイル入力・データ入力で入力可能な文字は、下表のとおりです。 

タイプ 入力可能な文字列 

数字 半角の 0～9 

英数字 数字と半角の a～z、A～Z 

英数カナ ＜オンライン取引＞ 

英数字、半角空白、半角カナ、半角の下記の特殊記号 

ﾞ ﾟ ( ) .(ピリオド) –(ハイフン) ¥ / ｢ ｣ 

 

 ＜ファイル伝送＞ 

英数字、半角空白、半角カナ、半角の下記の特殊記号 

ﾞ ﾟ ( ) .(ピリオド) –(ハイフン) / 

 

全角文字 全角文字。ただし、下記の範囲の S-JIS 漢字コードで規定された漢字コードのみとします。 

・第一水準の漢字コード 

・第二水準の漢字コード 

・S-JIS コードの｢ED40～EDFC｣(NEC 選定 IBM 拡張文字) 

・S-JIS コードの｢EE40～EEFC｣(NEC 選定 IBM 拡張文字) 

・S-JIS コードの｢F040～F9FC｣(ｴﾝﾄﾞﾕｰｻﾞ定義文字) 

・S-JIS コードの｢FA40～FC4B｣(IBM 拡張文字) 

 
・ 安全にご利用いただくために 

※パスワードや暗証番号は、厳重に管理してください。また、類推されやすいパスワードを避け、

適宜変更してください。 

※セキュリティソフト（ウィルス対策ソフト）の導入と最新版へのアップデートをおこなってく

ださい。また、ＯＳやブラウザも最新版へのアップデートをおこなってください。 

※パスワードの入力は、キーボードからの直接入力を避けて、ソフトウェアキーボートを利用し

てください。 

※ネットカフェ等、不特定多数の方が利用できるパソコンからは、本サービスを利用しないでく

ださい。 

※身に覚えのないメールに記載されているＵＲＬのクリックや、金融機関を偽装して郵送される

ＣＤ－ＲＯＭの読み込みを行わないでください。 

 

・ 連絡先について 
法人 IB サービスに関するお問合せは、下記の窓口までお願いいたします。 

●●信用金庫××係 TEL： xxx-xxx-xxxx 
FAX： yyy-yyy-yyyy 
E-mail： zzz@zzz.zzz 
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第 1 章 

「法人 IB サービス」の概要 
 
この章では、「法人 IB サービス」の概要について説明します。 

  

1.1 「法人 IB サービス」の特徴 ············································ 1-2 
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(2) 「法人 IB サービス」でできること ··································· 1-2 
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(2) 利用者画面のメニュー構成 ·············································· 1-5 

(3) ソフトウェアキーボードについて ····································· 1-6 
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1.1 「法人 IB サービス」の特徴 
 

(1) 「法人 IB サービス」とは 

「法人 IB サービス」は、インターネットを経由してお客様のお手持ちのパソコンと当金庫とをオン

ラインで結び、インターネット閲覧用（ブラウザ）ソフトからご利用口座にかかる各種取引をしてい

ただき、また、各種情報を参照していただけるサービスです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2) 「法人 IB サービス」でできること 

● インターネットに接続されているパソコンなら利用可能 

インターネットに接続されているパソコンなら利用が可能です。ご自宅のパソコンでも会社のパソコ

ンでも利用することができますし、社内 LAN からも利用が可能なので、別途専用の回線を引くよう

なことはありません。 

 

● 法人 IB サービスの本人確認方式 

法人 IB サービスをご利用になる際の本人確認方式として、以下の 2 種類を用意しています。 

補足 
 
◆ いずれか 1 種類のみの提供となる場合もあります。 

 

・ 電子証明書方式 
お客様のパソコンにあらかじめ取得した電子証明書とパスワードにより、お客様本人であるこ

とを確認する方式です。 
電子証明書の設定が必要です。 

・ ID・パスワード方式 
ID とパスワードによりお客様本人であることを確認する方式です。 

 

当金庫システム当金庫ホームページ 

お客様のパソコン 

お客様のパソコン  
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● 利用者および権限設定・管理機能 

お客様によって、「法人 IB サービス」を利用する組織、部署や体制にあわせて、複数の利用者を登録

することができます。この「利用者」には個別に権限を設定することができます。 

参照 
 
◆ 登録可能な利用者数は、「利用者情報選択」画面で確認できます。 

 

具体的には以下の 2 つを設定することで、お客様のビジネスにフィットした設定をすることができま

す。 

・ 取引・機能の利用可否 

・ 取引金額の上限 

また、人事異動や入退社にあわせて、利用者を追加／削除することができます。 

 

● マスタデータの保存 

お客様がご利用になる振込先などのマスタデータは、すべて法人 IB センターに登録することが可能

です。法人 IB センター（※）では万全のバックアップ機能を備えていますので、お客様側でバック

アップすることなく、安心してご利用いただくことができます。 

補足 
 
※ 「法人 IB センター」とは、法人 IB サービスを提供するシステムセンターです。 

 

● 金融機関情報のご提供 

法人 IB センターでは、常に最新の金融機関情報をご提供します。そのため、お客様による更新作業

などは必要なく、常に最新のデータをご利用いただくことができます。 

補足 
 
◆ 登録済の振込先口座の金融機関名称、支店名は更新されません。 

 

● 万全のセキュリティ 

大切なお客様のデータを、インターネット上で安全に授受するために数種類の最新セキュリティ機能

を施しています。これにより安心してお取引いただくことができます。 

 

● 汎用ソフトの利用 

法人 IB サービスは、Microsoft Internet Explorer などの無償のブラウザソフトを通じて利用すること

ができます。FB ソフトのような専用ソフトを導入する手間やコストがかかりません。また、インタ

ーネットを閲覧する操作感でご利用いただくことが可能です。 

 

● 既存データの利用、他ソフト作成データの利用 

今まで FB ソフトをご利用のお客様は、振込先などのマスタデータを全銀フォーマットに変換するこ

とにより、法人 IB サービスでも利用することが可能となります。また、その他ソフトで作成したデ

ータについても、全銀フォーマットや CSV 形式ファイルにすることで利用が可能となります。 

 

● EVSSL サーバ証明書を採用 

Internet Explorer 8.0 等の高セキュリティのブラウザからインターネットバンキングのログオン画面

へアクセスした際に、ブラウザのアドレスバーが緑に変わり、フィッシングサイトとの判別が視覚的

にできるようになります。 
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1.2 基本操作 
ここでは、管理者および利用者のメニュー構成について説明します。 

 

(1) 管理者画面のメニュー構成 

管理者メニューは 2 階層になっています。メインメニューを選択すると、選択したメニューのサブメ

ニューが表示されます。 

 

 

 

 

メインメニュー サブメニュー 参照先（節番号）

ご契約先認証情報変更 ご契約先暗証番号変更 5.2 

ご契約先確認暗証番号変更 5.2 

ご契約先 E メールアドレス変更 5.2 

ご契約先管理情報変更 利用者情報登録／変更 

※マスタデータの一括削除も、このメニューから行います。 

5.4, 5.8 

契約口座情報変更 5.3 

ファイル伝送契約情報変更／参照 5.5 

ご契約先限度額変更 5.6 

振込手数料マスタ登録／変更／参照 5.7 

ご契約先情報照会 操作履歴照会 5.9 

ご契約先ステータス表示 5.9 

 

メインメニュー 

サブメニュー 
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(2) 利用者画面のメニュー構成 

利用者メニューは 2 階層になっています。メインメニューを選択すると、選択したメニューのサブメ

ニューが表示されます。 

 

 

 

 

メインメニュー サブメニュー 参照先（節番号）

オンライン取引 残高照会 7.2 

入出金明細照会 7.3 

資金移動 7.4 

資金移動予約取消 7.4 

取引履歴照会 7.5 

資金移動先口座情報（都度指定）編集 7.6 

ファイル伝送 総合振込 8.2 

給与・賞与振込 8.3 

預金口座振替 8.4 

入出金明細 8.5 

外部ファイル送受信 8.6, 8.7 

収納サービス 税金・各種料金の払込み 7.7 

収納サービス取引履歴照会 7.7 

利用者情報変更 利用者暗証番号変更 10.1 

確認暗証番号変更 10.1 

E メールアドレス変更 10.1 

利用者情報照会 利用者ステータス表示 10.2 

 

メインメニュー 

サブメニュー 
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(3) ソフトウェアキーボードについて 

ソフトウェアキーボードとは、画面上にキーボードを表示してマウスで画面上のキーをクリックする

ことで、パスワードなどを入力するソフトです。キーボードからの入力情報を盗むキーロガー型のス

パイウェアに効果がありますので、ご利用をお勧めします。 

なお、キーロガー型以外のスパイウェアやその他の悪意をもったソフトウェアなどもありますので、

ソフトウェアキーボードのご利用に加え、セキュリティ・ソフトの導入や、Windows の Update など、

十分なセキュリティ対策を実施されることをお勧めします。 

補足 
 
◆ スパイウェアとは 

利用者の知らないうちにパソコンに侵入し、ID やパスワードなどの情報を盗み出すプログラムで

す。E メールの添付ファイルを開いたり、無料のソフトウェアのインストールなどにより、スパ

イウェアがパソコンに侵入することがあります。 
スパイウェアの主な機能としては、キーボードから入力を盗み取るキーロガー型のものや、操作

画面を画像ファイルとして記録して外部に送信する画面キャプチャー型のものなど、いろいろな

型のものがあります。 

 

● ソフトウェアキーボードの使い方 

ソフトウェアキーボードは、「ご契約先暗証番号」および「利用者暗証番号」の入力にご利用いただ

けます。 

補足 
 
◆ 画面は、「利用者暗証番号」の入力例を示しています。 

 

 

① 「利用者ログオン」画面などで、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリック

します。 

⇒ ソフトウェアキーボードが起動します。 

 

 

 

② 入力用キーボードで、ご契約先暗証番号また

は利用者暗証番号をクリックします。 

※ 入力した最後の 1 文字を削除する場合は、 

1 文字クリアをクリックします。 

※ 入力したすべての文字を削除する場合は、 

すべてクリアをクリックします。 

※ 暗証番号の入力を取り止めてソフトウェアキーボード

を閉じる場合は、閉じるをクリックします。この場合、

入力した文字は「ご契約先暗証番号」や「利用者暗証

番号」入力欄に反映されません。 

※ 暗証番号入力時に、「この Web ページがクリップボー

ドへアクセスするのを許可しますか」というメッセー

ジが表示される場合は、「アクセスを許可する」を選択

することにより、引き続き入力が可能となります。 

 

③ OK をクリックします。 

⇒ ソフトウェアキーボードが閉じます。 
入力した文字がインターネットバンキングの「ご契約

先暗証番号」または「利用者暗証番号」入力欄に反映

されます。 

 

入力用キーボード 
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システム利用前の準備作業 
 
この章では、システム利用前の準備作業について説明します。 
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2.1 準備作業の流れ 
準備作業の流れは、以下のとおりです。 

 

 

パソコン 

インターネット接続回線 

当金庫からの送付物 

→ 2.2-(1)

→ 2.2-(2)

→ 2.2-(4)

必要なものを用意する → 2.2 

E メールアドレス → 2.2-(3)

Cookie の設定を行う 

Java の設定を有効にする（ファイル伝送をご契約の場合） 

→ 2.3-(1) 

→ 2.3-(2) 

電子証明書方式の場合の設定を行う → 2.3-(3) 

パソコンの設定をする → 2.3 

ポップアップブロックの設定を行う → 2.3-(4) 
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2.2 必要なものを用意する 
ここでは、本サービスをご利用いただくために必要なものについて説明します。 

 

(1) パソコン 

次の動作環境を満たすパソコンが必要です（推奨環境）。 

補足 
 
◆ Macintosh はご利用いただけません。 

◆ 帳票を印刷する場合は、プリンタを用意していただく必要があります。 

● 電子証明書方式 

OS Internet Explorer 

Windows XP SP3 8.0 

Windows Vista SP2 8.0、9.0 

Windows 7※1 8.0※２、9.0※２ 

Windows 7 SP1※1 8.0※２、9.0※２ 

※１ Windows 7 のみ、32bit 版に加えて 64bit 版もサポートしています。 

   Windows7 (SP なし)につきましては、セキュリティ向上のため、SP1 を適用することをお薦

めいたします。 

※２ Internet Explorer8.0(32bit)、Internet Explorer9.0(32bit)をご利用ください。 

● ID・パスワード方式 

OS Internet Explorer 

Windows XP SP3 8.0 

Windows Vista SP2※1 8.0、9.0 

Windows 7※1 8.0、9.0 

Windows 7 SP1※1 8.0、9.0 

※1 Windows 7 のみ、32bit 版に加えて 64bit 版もサポートしています。Windows 7 (SP なし) につき

ましては、セキュリティ向上のため、SP1 を適用することをお薦めいたします。 

補足 
 
◆ 電子証明書方式の場合は、この他にも Windows ユーザー権限などの設定が別途必要です。 

◆ ブラウザについて、以下の設定が別途必要です。 
・Cookie（クッキー）の設定 
・Java の設定（ファイル伝送をご契約の場合） 
・セキュリティレベルの設定（電子証明書方式の場合） 

◆ 本サービスは 128 ビット SSL の暗号通信方式を採用しております。128 ビット SSL に対応して

いないブラウザをご利用の場合は、SSL セキュアページにアクセスできません。 

◆ 会社などの社内 LAN において、FireWall を通じてインターネットに接続している場合、FireWall
の設定によって SSL による通信を利用できないことがあります。 

参照 
 
◆ ブラウザの設定については、「2.3 パソコンの設定をする」参照 

◆ 電子証明書方式の場合に必要な設定については、 
2.3「(3) 電子証明書方式の場合の設定を行う」参照 

※ 上記は動作確認済みの環境ですが、動作を保証するものではありません。 

※ Internet Explorer は米国 Microsoft Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

※ Java は、Oracle Corporation の米国およびその他の国における登録商標または商標です。 

※ 最新の推奨環境につきましては、当金庫までお問い合わせください。 
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(2) インターネット接続回線 

インターネットへ接続できる環境であれば、回線の種類に制限はありません。 
インターネット上のホームページが閲覧できること、および E メールが受信できることを確認して

ください。 

 

(3) E メールアドレス 

「管理者機能」利用時におけるセキュリティ向上のため、管理者宛に E メールを送信します。 
管理者が利用できる E メールアドレスを用意してください。 

 

(4) 当金庫からの送付物 

以下のものが、当金庫から到着していることを確認してください。 

・ 法人 IB 申込書（控） ＜申込書例＞ 

・ お客様カード 
法人 IB サービスをご契約いただいたお客様に送付さ

れるカードです。カードには、お客様の本人確認に

利用する「利用者番号（ご契約先 ID）」と「確認用パ

スワード（ワンタイムパスワード）」が記載されてい

ます。  

 

補足 
 
◆ 「お客様カード」は、法人 IB サービスを利用する上で重要なカードです。不正に利用されない

よう、管理者の方は厳重に管理するようお願いいたします。 
また、お客様カードを紛失された場合には、すみやかに当金庫へご連絡ください。 
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2.3 パソコンの設定をする 
本サービスをご利用いただくには、以下の設定が必要になります。 

 

Cookie の設定 

・ブラウザのセキュリティ設定の確認 

・ログオンユーザーのユーザー権限の確認

・ネットワーク環境の確認 

・パーソナルファイアウォールの確認 

Java の設定（ファイル伝送をご契約の場合） 

電子証明書方式の場合 ID・パスワード方式の場合

ログオンユーザーの確認 

ActiveX コンポーネントの 
ダウンロード／インストールの設定

ポップアップブロックの設定 
 

 

(1) Cookie の設定を行う 

ブラウザの Cookie について、受け入れを有効に設定する必要があります。 
ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を解説します。 

 

① ブラウザの「ツール」→「インターネットオ

プション」をクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」ダイアログが表示され

ます。 

 

② 「プライバシー」タブを選択し、「すべての

Cookie をブロック」または「高」以外に設定

されていることを確認します。 

※ 「すべての Cookie をブロック」または「高」に設定さ

れている場合、正常に動作しません。スライダのつま

みを移動して、設定を変更してください。 

 

③ 適用をクリックし、OK をクリックします。 

※ 設定を変更していない場合は、OK のみクリックしま

す。 

※ 設定を取り止める場合は、キャンセルをクリックしま

す。 



 

 2-6

２ 

シ
ス
テ
ム
利
用
前
の
準
備
作
業 

(2) Java の設定を有効にする（ファイル伝送をご契約の場合） 

ファイル伝送業務で Java アプレットを使用するため、ブラウザの Java の設定を有効にする必要が

あります。 
ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

 

<Windows Vista、XP のクラシック表示の場合> 

 

① 「スタート」をクリックし、「コントロール

パネル」をクリックします。 

⇒ 「コントロールパネル」が表示されます。 

 

● Java がインストールされている場合 

 

② 「Java」のアイコンが表示されているかどう

かを確認します。 

※ 「Java（Sun)」が表示されている場合は、Java のイン

ストールが完了しています。この先の手順は不要です。 

※ 「Java（Sun)」が表示されていない場合は、手順③に

進んでください。 

 ③ http://www.java.com/ja/ にアクセスします。 

④ 「無料 Java のダウンロード」をクリックし

ます。 

⇒ ダウンロードのページが表示されます。 
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⑤ 「Java ソフトウェアをダウンロード」のペー

ジが自動表示された後、「セキュリティの警

告」ダイアログが表示されます。 

⑥ 実行および実行するをクリックします。 

⇒ 「Java セットアップ‐ようこそ」ダイアログが表示

されます。 

⑦ インストールをクリックします。 

⇒ インストールが開始されます。インストールが終了す

ると、完了メッセージが表示されます。 

 

⑧ 閉じるをクリックします。 
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⑨ 「Java のバージョンの確認」をクリックしま

す。 

⑩ 「Java のバージョンを確認しました。」と表

示されていることを確認します。 

 

<Windows Vista、XP のクラシック表示の場合> 

 

⑪ 「スタート」をクリックし、「コントロール

パネル」をクリックします。 

⇒ 「コントロールパネル」が表示されます。 

 

 

⑫ Java のアイコンが表示されていることを確

認します。 
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(3) 電子証明書方式の場合の設定を行う 

電子証明書方式を選択された方は、ご利用になるパソコンについて、以下の設定を確認してください。 

 

● ログオンユーザーを確認する 

電子証明書方式で法人 IB サービスをご利用になる場合、電子証明書の取得を行ったときと同じユー

ザー名で Windows にログオンする必要があります。 

補足 
 
◆ 電子証明書の取得後に Windows のログオンユーザーを変更すると、電子証明書が使えなくなる

ことがあります。 
その場合は、電子証明書の再発行が必要となります。 
管理者の電子証明書の再発行は、当金庫へご連絡ください。 
利用者の電子証明書の再発行は、管理者が行います。 

参照 
 
◆ 利用者の電子証明書の再発行については、「5.4 (1) 利用者情報（利用者暗証番号の再設定、権限

／利用者限度額など）を変更する」を参照 

 

● ログオンユーザーのユーザー権限を確認する 

Windows ログオンユーザーのユーザー権限が、次のように設定されていることを確認してください。 

OS ユーザー権限 

Windows XP PowerUser、Administrator、コンピュータの管理者 

Windows Vista PowerUser、Administrator、管理者 

Windows 7 PowerUser、Administrator、管理者 

 

補足 
 
◆ 上記のユーザー権限の設定は、電子証明書取得／更新時のみ必要な権限です。取得／更新後は元

の権限に戻しても構いません。 

 

● ネットワーク環境を確認する 

会社などの社内 LAN において、ファイアウォールやプロキシを通じてインターネットに接続してい

る場合、ファイアウォールやプロキシの設定によって ActiveX コンポーネントのダウンロードが制

限されている場合があります。 
詳しくは、ネットワーク管理者に確認してください。 

 

● パーソナルファイアウォールを確認する 

OS やウイルス対策ソフトウェアなどに付属するパーソナルファイアウォール機能によって ActiveX 
コンポーネントのダウンロードが制限されている場合があります。 
その場合は、パーソナルファイアウォール機能をいったん停止させる必要があります。 
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● ActiveX コンポーネントのダウンロード、インストールの設定を行う 

電子証明書の取得を行うには、ActiveX コンポーネントのダウンロードとインストールの設定が必要

です。次の設定を確認してください。 

 

・ ブラウザのセキュリティ設定の確認方法 

ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

① ブラウザの「ツール」→「インターネットオ

プション」をクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 

② 「セキュリティ」タブを選択します。 

 

③ セキュリティレベルが「中高」であることを

確認します。 

※ 「中高」以外に設定されている場合、スライダのつま

みを移動して設定を変更してください。 

 

④ 適用をクリックし、OK をクリックします。 

※ 設定を変更していない場合は、OK のみクリックしま

す。 

※ 設定を取り止める場合は、キャンセルをクリックしま

す。 
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● カスタム設定を行っている場合 

1.「セキュリティ」タブをクリックし、「イン

ターネット」－「レベルのカスタマイズ」

の順にクリックします。 

⇒ 「セキュリティの設定」画面が表示されます。 

2. 「ActiveX コントロールとプラグイン」－

「ActiveX コントロールとプラグインの

実行」が、「有効にする」に設定されてい

ることを確認します。 

3. 「ActiveX コントロールとプラグイン」－

「スクリプトを実行しても安全だとマー

クされている ActiveX コントロールのス

クリプトの実行」が、「有効にする」に設

定されていることを確認します。 

 

4. 「ActiveX コントロールとプラグイン」

－「署名された ActiveX コントロールの

ダウンロード」が、「ダイアログを表示す

る」に設定されていることを確認します。 

5. 「スクリプト」－「アクティブスクリプ

ト」が、「有効にする」に設定されている

ことを確認し、OK をクリックします。 

※ 設定を取り止める場合は、キャンセルをクリック

します。 
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・ブラウザのセキュリティ設定を行う 

ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

① ブラウザの「ツール」→「インターネットオ

プション」をクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 

② 「セキュリティ」タブを選択し、「信頼済み

サイト」－「サイト」の順にクリックします。 

⇒ 「信頼済みサイト」画面が表示されます。 

 

③ 「この Web サイトをゾーンに追加する」の

入力欄に以下の URL を追加します。 

「https://houjin-ra.shinkinbanking.com」 

 

④ 追加をクリックします。 

※ 設定を取り止める場合は、閉じるをクリックします。 
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⑤ 「Web サイト」欄に、入力した URL が追加

されたことを確認し、閉じるをクリックしま

す。 

⑥ OK をクリックします。 

※ 「保護モードを有効にする」にはチェックが入ってい

ないことを確認してください。 

（ただし、Windows XP は除きます） 

 

※ 設定を取り止める場合は、キャンセルをクリック

します。 
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(4) ポップアップブロックの設定を行う 

ご利用になるパソコンについて、以下の設定を行ってください。 

ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

① ブラウザの「ツール」→「インターネットオ

プション」をクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 

② 「プライバシー」タブを選択し、「ポップア

ップブロックを有効にする」にチェックを入

れて、設定をクリックします。 

⇒ 「ポップアップブロックの設定」画面が表示されま

す。 

③ 「許可する Web サイトのアドレス」に、

「www.shinkin.co.jp」の URL を入力し、 

追加をクリックします。 
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④ 「許可されたサイト」に入力した URL が表

示されたことを確認し、閉じるをクリックし

ます。 

⑤ 「インターネットオプション」画面の OK を

クリックします。 

※ 設定を取り止める場合は、キャンセルをクリックしま

す。 
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3.1 サービス利用開始までの流れ 
サービス利用開始までの流れは、以下のとおりです。 

 
ID・パスワード方式の場合 電子証明書方式の場合 

管
理
者 

利
用
者 

管理者の電子証明書を取得する → 3.4

管理者と利用者について 

権限について 

→ 3.2-(1)

→ 3.2-(2)

運用準備をする → 3.2

ご契約先口座情報の設定 

ファイル伝送契約情報の設定（ファイル伝送をご契約の場合） 

ご契約先限度額の設定 

振込手数料マスタの設定 

管理者の開通確認を行う → 3.3

利用者の登録・電子証明書の発行を行う 利用者の登録 

電子証明書の取得 

電子証明書の設定確認 

→ 3.4-(1)

→ 3.4-(2)

利用者へ通知する → 3.8

→ 3.5 → 3.5

利用者の電子証明書を取得する → 4.1

利用者の開通確認を行う → 4.2

受取人／従業員／支払人マスタ登録（ファイル伝送をご契約の場合） → 9.1

ご利用いただける準備が整いました!! 

→ 5.3

→ 5.5

→ 5.6

→ 5.7

契約法人の各種設定を行う（任意） → 3.7

利用者ワンタイムパスワードの発行（利用者ワンタイムパスワード利用の場合） → 3.6
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3.2 運用準備 
 

(1) 管理者と利用者について 

● 1 契約＝管理者（1 名）＝利用者（複数名） 

法人 IB サービスを利用するにあたり、1 契約につき 1 名の管理者が必要になります。 

管理者は複数の利用者を設定することができます。各利用者は各種取引をご利用いただけます。 
利用者ごとに各取引実行の可否や取引金額の上限などを設定することで、業務にもっとも合った形で、

かつ安全に取引することが可能になります。 

 

● 管理者のできること 

管理者は、次の操作を行うことができます。 

① 利用者の管理 

・ 利用者の登録・変更（権限・利用者限度額・利用者暗証番号等） 

・ 利用者の電子証明書の発行・失効・再発行（電子証明書方式の場合） 

・ 利用者の利用者ワンタイムパスワードの発行・再発行・使用中止（利用者ワンタイムパス

ワード利用の場合） 

・ 利用者の操作履歴の照会 

② 各種取引に関する管理 

・ 口座情報の設定・変更（口座限度額等） 

・ ファイル伝送契約情報の設定・変更（ファイル伝送をご契約の場合） 

・ ご契約先限度額の設定・変更 

・ 振込手数料情報の設定・変更 

③ 管理者の管理 

・ ご契約先暗証番号・ご契約先確認暗証番号の変更 

・ ご契約先 E メールアドレスの変更 

・ 管理者の操作履歴の照会 

 

● 利用者のできること 

管理者が設定した範囲の中で、法人 IB サービスに用意されている金融取引サービスを利用できます。

管理者からは次の項目を設定されています。 

・ 各取引権限の有無 

・ 各取引限度額 

・ 利用者番号（ご契約先 ID）、利用者 ID、利用者暗証番号（仮）、および利用者確認暗証番

号（仮） 

管理者から、利用者番号（ご契約先 ID）、利用者 ID、利用者暗証番号（仮）、および利用者確認暗証

番号（仮）の通知を受け、開通確認を行うと、サービスを利用できるようになります。 

補足 
 
◆ 電子証明書方式の場合は、開通確認の前に電子証明書を取得する必要があります。 
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● 利用者の設定例 

法人 IB サービスは、設定によって様々な業務形態に対応します。 

ここでは、いくつか例を挙げてみます。 

 

・ 管理者が業務取引を行う場合（管理者＝利用者） 
管理者が資金移動などの業務取引を行う場合は、管理者自らを「利用者」として設定しま

す。一人で法人 IB サービスを利用している場合も同様です。 
この場合、「管理者」と「利用者」の 2 つの ID を使い分けることになります。 

 

 利用者（信金 太郎）管理者（信金 太郎）

 

 

 

・ 1 つの業務について、付与する「権限」を分けて設定する場合 
1 つの業務について、利用者に付与する権限を分けて設定することができます。 

例）A 社は、社長に全権限がありますが、通常はパート→係長→部長という業務フロー 
で業務が成立するように設定されています。 

 

 総合振込 「登録」権限 

「承認」権限 

「送信」権限 

利用者（パート）  

利用者（係長） 

利用者（部長） 

利用者（社長） 

 ※全権限あり 印

 

 

 

・ 1 つの部門において、取り扱う「業務」を設定する場合 
部門ごとに取り扱う業務を設定することもできます。 

例） B 社は、通常の経理業務は主に経理部門で行っていますが、給与・賞与振込の事務だ

けは人事部門で行っています。 

 

 
「オンライン」「総合振込」権限 

「給与・賞与振込」権限 

利用者 
（経理部門） 

利用者 
（人事部門） 

取扱可能業務：「オンライン」「総合振込」

取扱可能業務：「給与・賞与振込」 

総合振込 

給与・賞与振込 

 

 

管理者用の ID 利用者用の ID 
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(2) 権限について 

管理者が各利用者について、利用権限と取り扱える限度額を設定します。たとえば、ある利用者には

「収納サービス」の「実行」権限を付与し、「1 日の限度額」を「100 万円」までとする、といった

設定ができます。 

利用権限と限度額の登録・変更は「利用者情報登録」画面で行います。 

参照 
 
◆ 「利用者情報登録」画面については、3.5「利用者の登録・電子証明書の発行を行う」参照 

 

● 「オンライン取引」の利用者権限と限度額 

業務ごとに、以下の権限および限度額を設定できます。限度額の設定は当金庫が定める限度額の範囲

で任意です。設定しない場合は、右側の上限限度額が適用されます。 

※：現在、ご利用できません。 
業務名 権限 限度額 

残高照会 照会 - 

入出金明細照会 照会 - 

取引履歴照会 照会 - 

資金移動（振替） 実行 ・1 回の限度額 

・1 日の限度額 

資金移動（振込） 実行 ・事前登録 1 回の限度額※ 

・事前登録 1 日の限度額※ 

・都度指定 1 回の限度額 

・都度指定 1 日の限度額 

資金移動予約取消 実行 - 

収納サービス 実行 ・1 回の限度額 

・1 日の限度額 

収納サービス取引履歴照会 照会 - 

 

● 「ファイル伝送」の利用者権限と承認限度額 

業務ごとに、以下の権限および限度額を設定できます。限度額の設定は当金庫が定める限度額の範囲

で任意です。設定しない場合は、右側の上限限度額が適用されます。 

業務名 権限 限度額 

外部データファイル送信 実行 - 

外部データファイル受信 実行 - 

総合振込 登録／承認／送信 1 回の承認限度額 

給与振込 登録／承認／送信 1 回の承認限度額 

賞与振込 登録／承認／送信 1 回の承認限度額 

預金口座振替 登録／承認／送信 1 回の承認限度額 

預金口座振替結果照会 照会 - 

入出金明細照会 照会 - 
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3.3 管理者の開通確認を行う 
「開通確認」とは、初回ご利用時にお客様と当金庫の法人 IB センターとの間で、今後取引を行って

いく上での確認作業と、管理者が使用する暗証番号の登録作業です。 
初回ご利用時に開通確認をすれば、次回ログオン時からは開通確認は不要となります。 

 

● 開通確認に必要なもの 

・ お客様カード 
「利用者番号（ご契約先 ID）」と「確認用パスワード（ワンタイムパスワード）」が記載され

ています。 

・ 法人 IB 申込書（控） 
「ご契約先登録用暗証番号」が記載されています。 

また、「2.2 必要なものを用意する」に記載されているものがすべて揃っているか確認してください。 

 

● 開通確認で設定すること 

開通確認で以下の項目を設定していただきます。開通確認作業前に登録する暗証番号・Ｅメールアド

レスを決定してから開通確認を行うことをお勧めいたします。 
 

項目名 説明 

1.ご契約先暗証番号 管理者ログオン時に使用します。 6～12 桁の半角英数字 

※ 英字と数字を組み合わせて入

力してください。 2.ご契約先確認暗証番号 各種設定を行う時に使用します。 

3.ご契約先 E メールアドレス 管理情報を設定・変更した場合の変更完了や、電子証明書に関する（電子証

明書方式の場合）メールが送信されます。 

 

補足 
 
◆ 法人 IB 申込書（控）に記載された「ご契約先登録用暗証番号」、開通確認で設定する「ご契約先

暗証番号」「ご契約先確認暗証番号」は同一の暗証番号でも設定することができますが、セキュリ

ティ上別の暗証番号を設定することをお勧めします。 

 

● 開通確認処理を中断した場合 

開通確認を行っている途中で、ブラウザを閉じるなどの理由で開通確認処理を中断した場合、以下の

メッセージが表示され、しばらくの間開通確認を行うことができなくなります。その場合は 15 分ほ

ど経ってから、再度初めから開通確認を行ってください。 

開通確認処理が途中で中断されたため、開通確認ができません。しばらくお待ちい

ただいてから、再度開通確認を行ってください。 

 

補足 
 
◆ 暗証番号などの情報は忘れないように注意してください。また、暗証番号は絶対に他者に知られ

ることのないように注意してください。 

◆ 開通確認は初回ご利用時以外に、暗証番号相違による利用中止の解除後にも行う必要があります。
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● 電子証明書方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の開通確認をクリックし

ます。 

⇒ 「ご契約先ログオン」画面が表示されます。 

 

 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」には、お客様

カードに記載された「利用者番号」を入力し

ます。 

 

④ 「ご契約先暗証番号」には、「法人 IB 申込書

（控）」に記載された「ご契約先登録用暗証

番号」を入力します。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

 

⑤ 入力が完了したら、ログオンをクリックしま

す。 

⇒ 「ご契約先開通確認」画面が表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

※ ログオンを中止する場合は、閉じるをクリックします。 
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⑥ 「登録されているご契約先暗証番号」には、

法人 IB 申込書（控）に記載された「ご契約

先登録用暗証番号」を入力します。 

 
※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑦ 「ご契約先暗証番号」を半角英数字 6～12 桁

で入力し、確認のために「ご契約先暗証番号

再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は管理者ログオン時の暗証番号になります。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑧ 「ご契約先確認暗証番号」を半角英数字 6～

12 桁で入力し、確認のために「ご契約先確認

暗証番号再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は管理者が各種取引を行う際の確認暗証番号

になります。 

⑨ 「ご契約先 E メールアドレス」を入力し、確

認のために「ご契約先 E メールアドレス再入

力」にもう一度入力します。 

※ 「登録されているご契約先 E メールアドレス」に正し

い E メールアドレスが表示されている場合は入力不要

です。 

⑩ 入力が完了したら、次へをクリックします。 

⇒ 「ご契約先ワンタイムパスワード入力」画面が表示さ

れます。 

※ 入力をクリアする場合は、クリアをクリックします。 
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⑪ お客様カードを参照して、画面に表示される

カタカナに該当する欄の「確認用パスワー

ド」を入力します。 

 

たとえば、画面に「オ」と「ウ」が表示され

ている場合は、お客様カードの「オ」と「ウ」

の欄に書いてあるパスワード「55」と「33」

を、画面のそれぞれの欄に入力します。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

⑫ OK をクリックします。 

⇒ 管理者の開通確認が完了し、「電子証明書の取得を促

す」画面が表示されます。 

 

 

⑬ ブラウザの閉じるボタンをクリックして画

面を閉じます。 

 

 

引き続き、電子証明書の取得を行ってください。 

参照 
 
◆ 電子証明書の取得については、3.4「(1) 電子証明書を取得する」参照 
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● ID・パスワード方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「ID・パスワード方式」の→ログオンをクリ

ックします。 

⇒ 「ご契約先ログオン」画面が表示されます。 

 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」には、お客様

カードに記載された「利用者番号」を入力し

ます。 

 

④ 「ご契約先暗証番号」には、「法人 IB 申込書

（控）」に記載された「ご契約先登録用暗証

番号」を入力します。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

 

⑤ 入力が完了したら、ログオンをクリックしま

す。 

⇒ 「ご契約先開通確認」画面が表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

※ ログオンを中止する場合は、閉じるをクリックします。 
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⑥ 「登録されているご契約先暗証番号」には、

法人 IB 申込書（控）に記載された「ご契約

先登録用暗証番号」を入力します。 

 
※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑦ 「ご契約先暗証番号」を半角英数字 6～12 桁

で入力し、確認のために「ご契約先暗証番号

再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は管理者ログオン時の暗証番号になります。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑧ 「ご契約先確認暗証番号」を半角英数字 6～

12 桁で入力し、確認のために「ご契約先確認

暗証番号再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は管理者が各種設定を行う際の確認暗証番号

になります。 

⑨ 「ご契約先 E メールアドレス」を入力し、確

認のために「ご契約先 E メールアドレス再入

力」にもう一度入力します。 

※ 「登録されているご契約先 E メールアドレス」に正し

い E メールアドレスが表示されている場合は入力不要

です。 

⑩ 入力が完了したら、次へをクリックします。 

⇒ 「ご契約先ワンタイムパスワード入力」画面が表示さ

れます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 
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⑪ お客様カードを参照して、画面に表示される

カタカナに該当する欄の「確認用パスワー

ド」を入力します。 

 

たとえば、画面に「オ」と「ウ」が表示され

ている場合は、お客様カードの「オ」と「ウ」

の欄に書いてあるパスワード「55」と「33」

を、画面のそれぞれの欄に入力します。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

⑫ OK をクリックします。 

 

⇒ 管理者の開通確認が完了し、システムが起動します。 
「ご契約先ステータス」画面が表示されます。 
これから利用者登録など、管理者向け機能をご利用い

ただけます。 

参照 「ご契約先ステータス」画面の見方については、5.9
「(1) ご契約先ステータス」参照 

 

引き続き、利用者の登録を行ってください。 

参照 
 
◆ 利用者の登録については、3.5「利用者の登録・電子証明書の発行を行う」参照 
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3.4 管理者の電子証明書を取得する（電子証明書方式の場合） 

電子証明書方式で法人 IB サービスをご利用になる場合は、開通確認後に電子証明書を取得する必要

があります。これにより、ログオンができるようになり、利用者登録などの管理者向け機能がご利用

いただけるようになります。 

電子証明書の取得後は、電子証明書方式で管理者としてログオンしてください。正常にログオンでき

ない場合は、すみやかに当金庫に連絡してください。 

・ 取得可能な期間 
電子証明書の取得は、当金庫からお客様カードを受領後、すみやかに行ってください。 
当金庫に利用申込を行ってから約 80 日を経過すると、電子証明書の取得ができなくなりま

す。 

・ パソコン・ユーザーごとに取得 
電子証明書は、パソコン／Windows ユーザーごとに設定されます。 
このため、電子証明書の取得は、法人 IB サービスをご利用になるパソコンから、ご利用にな

るユーザーで Windows にログオンして行ってください。他のパソコン／ユーザーではご利用

になれません。 

・ 取得に必要な番号 
管理者が電子証明書を取得するためには、以下の番号が必要になります。 

参照 
 
◆ 詳細は「3.3 管理者の開通確認を行う」を参照 

- 利用者番号（ご契約先 ID） 
お客様カードに記載されています。 

- ご契約先暗証番号 
開通確認時に設定した番号です。 

- ご契約先確認暗証番号 
開通確認時に設定した番号です。 

 

補足 
 
◆ 初回ログオン時／再発行時に必要 

電子証明書の取得は、初回ご利用時以外にも、電子証明書の有効期限切れや紛失などによる電子

証明書の再発行後にも必要になります。 

◆ 電子証明書の有効期限は、取得日から 1 年です（有効期限が切れる 30 日前から更新が可能です）。
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(1) 電子証明書を取得する 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の電子証明書取得をクリ

ックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行情報入力」画面が表示されま

す。 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」「ご契約先暗証

番号」「ご契約先確認暗証番号」を入力しま

す。 

参照 「利用者番号（ご契約先 ID）」「ご契約先暗証番号」

「ご契約先確認暗証番号」については、3.3「● 電

子証明書方式の場合」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

④ 入力が完了したら、発行をクリックします。 

⇒ ダイアログが表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

※ 電子証明書の取得を中止する場合は、閉じるをクリッ

クします。 

＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑤ はいをクリックします。 

⇒ 「新しい RSA 交換キーを作成します」ダイアログが

表示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の発行が中止されます。 
ブラウザをいったん閉じ、手順①から操作し直してく

ださい。 
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⑥ セキュリティレベルが「中」であることを確

認し、OK をクリックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行処理中」画面が表示され、電

子証明書の発行処理が始まります。 

※ 発行処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの［中止］

または［更新］をクリックしないでください。 

※ 発行処理速度によっては、「電子証明書発行 発行処理

中」画面が表示されない場合があります。 

＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑦ はいをクリックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行完了」画面が表示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の発行が中止されます。 
この場合は電子証明書の再発行が必要となるため、当

金庫に電子証明書の再発行手続きをしてください。 

 

⑧ 発行された電子証明書の内容を確認します。 

※ 「電子証明書情報」の Common Name が「利用者番号

（ご契約先 ID）」＋当金庫の「金融機関コード」になっ

ていることを確認します。 

⑨ 閉じるをクリックします。 
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(2) 電子証明書の設定を確認する 

電子証明書の取得後、ご利用になるパソコンに正しく電子証明書が設定されたことを確認します。 

ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

※ この画面は参考画面です。 

① ブラウザの「ツール」－「インターネットオ

プション」の順にクリックします。 

⇒ 「インターネット オプション」画面が表示されます。 

② 「コンテンツ」タブをクリックし、証明書を

クリックします。 

⇒ 「証明書」画面が表示され、パソコンに設定されてい

る電子証明書の一覧が表示されます。 

③ 「個人」タブに以下のように電子証明書が表

示されることを確認します。 

項目名 表示 

発行先 「利用者番号（ご契約先 ID）」＋当

金庫の「金融機関コード」 

発行者 「Shinkin HoujinIB CA」 

有効期限 電子証明書を取得した日から 1 年後

の日付 

フレンドリ名 ＜なし＞ 

 

④ 閉じるをクリックします。 

引き続き、電子証明書方式の管理者ログオンを行う必要があります。 

管理者としてログオン後、利用者登録を行ってください。 

参照 
 
◆ 管理者のログオンについては、「5.1 ログオン／ログオフ」参照 

◆ 利用者の登録については、「3.5 利用者の登録・電子証明書の発行を行う」参照 

 

⑥ 
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3.5 利用者の登録・電子証明書の発行を行う 
業務取引を行うための「利用者」を登録・設定します。電子証明書方式の場合は電子証明書の発行も

行います。 
登録後、利用者が電子証明書取得、開通確認を行い、その後ログオンしてから資金移動などの業務取

引を行うこととなります。 

利用者は複数名登録することができます。お客様の業務内容に合わせて自由に設定してください。 

利用者 ID については、お客様の任意の文字列に設定することができますが、利用者 ID は重複して登

録できませんので、登録作業前に利用者 ID の体系を決定してから、作業を行うことをお勧めします。 
また、利用者暗証番号（仮）および利用者確認暗証番号（仮）についても、任意の文字列を設定する

ことができます。 

補足 
 
◆ 登録可能な利用者数は以下のとおりです。 

・電子証明書方式 
 「利用者情報選択画面」で確認します。 
・ID・パスワード方式 
 最大 99 名まで登録できます。 

◆ セキュリティ向上のため、サービスを利用しなくなった利用者 ID は速やかに削除することをお勧

めします。また、管理者はどういった利用者を登録したか、常に把握しておいてください。 

◆ 「利用者暗証番号（仮）」と「利用者確認暗証番号（仮）」を設定したら、必ず直接利用者ご本人

に通知するようにしてください。失念されますと、利用者情報の変更により新たな暗証番号を設

定する必要がありますので、十分注意してください。 

 

 

 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

 

② 新規登録をクリックします。 

⇒ 「利用者情報登録」画面が表示されます。 
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③ 利用者情報を設定します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「利用者情報登

録」画面の設定項目」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

④ 業務ごとに利用者権限および限度額を設定

します。 
「権限設定」欄で、利用権限を付与する業務

にチェックを入れ、「限度額設定」および「承

認限度額設定」に限度額を入力します。 

参照 利用者権限および限度額については、3.2「(2) 権限

について」参照 

※ すべてのオンライン取引業務の利用権限を付与する場

合はオンライン取引、すべてのファイル伝送業務の利用

権限を付与する場合はファイル伝送、すべての業務の利

用権限を付与する場合は全指定をクリックします。 

※ すべての利用権限のチェックを外す場合は、クリアを

クリックします。 

※ 利用限度額を設定しない場合は、「上限限度額」欄の金

額が適用されます。 

⑤ 電子証明書方式の場合は「電子証明書発行」

にチェックが入っていることを確認します。 

※ ID パスワード方式の場合は表示されません。 

⑥ 利用者情報と利用者権限を設定したら、開通

確認時に設定した「ご契約先確認暗証番号」

を入力し、OK をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

※ 利用者の登録を取り止める場合はキャンセルをクリッ

クします。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

 

⑦ 利用者が登録できたことを確認します。 

※ 引き続き、利用者を追加登録する場合は、手順②～⑦

を繰り返します。 

 

 



 

 3-19

３ 

管
理
者
の
準
備
作
業 

● 「利用者情報登録」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

利用者 ID 利用者を識別する番号を半角英数字 1～30 桁で設定します。 

 例）shinkintaro999 

利用者名（半角カナ） 利用者名を半角 48 文字以内で設定します。 
使用できる文字は、半角英数字、半角空白、半角カナ（ア～ン／ヲァィゥェォャュョッ）

です。 

利用者名（漢字）* 必要に応じて、利用者名（漢字）を全角 48 文字以内で設定します。 

 例：法人 太郎 

利用者暗証番号（仮） 利用者が開通確認のログオンを行う際に使用します。 

半角英数字 4～12 桁で設定します。 

利用者が開通確認で新しい「利用者暗証番号」に変更しますので、必ず（仮）

の番号を設定してください。 

利用者暗証番号（仮）再入力 確認のために、利用者暗証番号（仮）を再入力します。 

利用者確認暗証番号（仮） 利用者が開通確認を行う際に使用します。 

半角英数字 4～12 桁で設定します。 

利用者が開通確認で新しい「利用者確認暗証番号」に変更しますので、必ず（仮）

の番号を設定してください。 

利用者確認暗証番号（仮）再入力 確認のために、利用者確認暗証番号（仮）を再入力します。 

利用者 E メールアドレス * 利用者 E メールアドレスを設定します。 

※ この項目を設定すると、利用者情報変更時、暗証番号ロック時、電子証明書に関す

るメール（電子証明書方式の場合のみ）が送信されるようになりますので、登録さ

れることをお勧めします。 

利用者 E メールアドレス再入力 * 確認のために、利用者 E メールアドレスを再入力します。 

 

補足 
 
◆ 「利用者暗証番号（仮）」と「利用者確認暗証番号（仮）」は、仮の番号です。利用者自身による

開通確認の際に変更が必要となります。 
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3.6 利用者ワンタイムパスワードを発行する（利用者ワンタ

イムパスワードを利用する場合） 

資金移動取引の都度異なるパスワードによる認証を行う利用者ワンタイムパスワードを利用するこ

とができます。 

利用者ワンタイムパスワードをご利用になる場合は、管理者が以下の手順により、利用者ワンタイム

パスワードを発行します。 
 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

② 利用者ワンタイムパスワードを発行する利

用者の「選択」欄にチェックを入れます。 

 

 

③ 発行／再発行をクリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード発行／再発行」

画面が表示されます。 

④ 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、OK を

クリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード発行／再発行完

了」画面が表示されます。 
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⑤ OK をクリックします。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 
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3.7 契約法人の各種設定を行う（任意） 
管理者は、利用者登録のほか、次のような項目を設定することができます。 

設定項目 説 明 参照先 

ご契約先口座情報の設定 申込書に記載されたご利用口座は、すぐに利用できるよう当

金庫にて登録しています。 
ご利用口座ごとに取引限度額を設けることができます。必要

に応じて設定を変更してください。 

「5.3 契約口座情報の

管理」参照 

ファイル伝送契約情報の

設定 
※ファイル伝送をご契約

の場合 

全銀パスワードと各取引種別のファイルアクセスキーにつ

いて、事前に設定することができます。それにより、それぞ

れのデータ送受信の際に、毎回入力する必要がなくなりま

す。 

「5.5 ファイル伝送契

約情報の管理（ファイ

ル伝送をご契約の場

合）」参照 

ご契約先限度額の設定 お客様全体での取引限度額を設定します。利用者や口座の限

度額は、このご契約先限度額を上限として設定することにな

ります。限度額を超えた設定は無効となりますので、ご注意

ください。 

「5.6 ご契約先限度額

の管理」参照 

振込手数料マスタの設定 通常、振込手数料は、当金庫が設定した値を利用することに

なります。それ以外に、個別に先方負担手数料を設定したい

場合には、事前に設定することができます。これにより、各

業務での手数料表示および計算がスムーズになります。 

「5.7 振込手数料マス

タの管理」参照 

 

補足 
 
◆ その他、以下のマスタデータについては、当金庫にて登録／更新を行います。 

・ 金融機関名称マスタ 
・ 依頼人（委託者）マスタ 

◆ 業務取引で利用する以下のマスタは、利用者が登録／更新を行います。 
・ 受取人マスタ 
・ 従業員マスタ 
・ 支払人マスタ 
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3.8 利用者へ通知する 
利用者登録が終わったら、利用者に登録内容を通知してください。 

通知を受けた各利用者は、電子証明書の取得（電子証明書方式の場合のみ）と開通確認を行うことに

より、各種取引が利用できるようになります。 

 

利用者に通知する項目は以下のとおりです。 

・ 利用者番号（ご契約先 ID） 

・ 本人の利用者 ID 

・ 利用者暗証番号（仮） 
セキュリティ保護の観点から、本人に直接通知し、絶対に他者に知られることのないよう

注意してください。 

・ 利用者確認暗証番号（仮） 
セキュリティ保護の観点から、本人に直接通知し、絶対に他者に知られることのないよう

注意してください。 

・ 利用者ワンタイムパスワード 
セキュリティ保護の観点から、本人に直接通知し、絶対に他者に知られることのないよう

注意してください。 

 

引き続き、利用者の準備作業を行ってください。 

 

 
ID・パスワード方式の場合 電子証明書方式の場合 

利
用
者 

利用者の電子証明書を取得する → 4.1

利用者の開通確認を行う → 4.2

受取人／従業員／支払人マスタ登録（ファイル伝送をご契約の場合） → 9.1

ご利用いただける準備が整いました!! 
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第 4 章 

利用者の準備作業 
 
この章では、利用者の準備作業について説明します。 

  

4.1 利用者の電子証明書を取得する（電子証明書方式の場合） ···· 4-2 

(1) 電子証明書を取得する ···················································· 4-3 

(2) 電子証明書の設定を確認する ··········································· 4-5 

4.2 利用者の開通確認を行う ················································· 4-6 
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4.1 利用者の電子証明書を取得する（電子証明書方式の場合） 
電子証明書方式で法人 IB サービスをご利用になる場合は、電子証明書を取得する必要があります。 
この後、「開通確認」を行うことにより、各種取引がご利用いただけるようになります。 

電子証明書の取得後は、内容を確認し、電子証明書方式で法人 IB サービスにログオンしてください。

正常にログオンできない場合は、すみやかに管理者に連絡してください。 

・ 取得可能な期間 
電子証明書の取得は、管理者から各種番号の通知を受けた後、すみやかに行ってください。 
管理者が電子証明書を発行してから約 80 日を経過すると、電子証明書の取得ができなくな

ります。 

・ パソコン・ユーザーごとに取得 
電子証明書は、パソコンごと／Windows ユーザーごとに設定されます。 
このため、電子証明書の取得は、法人 IB サービスをご利用になるパソコンから、ご利用にな

るユーザーで Windows にログオンして行ってください。他のパソコン／ユーザーではご利用

になれません。 

・ 取得に必要な番号 
利用者が電子証明書を取得するためには、管理者より通知される以下の番号が必要になりま

す。 

- 利用者番号（ご契約先 ID） 

- 利用者 ID 

- 利用者暗証番号（仮）※ 

- 利用者確認暗証番号（仮）※ 

※ 再発行時の電子証明書取得の場合は、（仮）の暗証番号ではなく、利用者が設定した暗証

番号となります。 

 

補足 
 
◆ 初回ログオン時／再発行時に必要 

電子証明書の取得は、初回ご利用時以外にも、電子証明書の有効期限切れや紛失などによる電子

証明書の再発行後にも必要になります。 

◆ 電子証明書の有効期限は、取得日から 1 年です（有効期限が切れる 30 日前から更新が可能です）。
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(1) 電子証明書を取得する 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の電子証明書取得をクリ

ックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行情報入力」画面が表示されま

す。 

 

 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」「利用者 ID」「利

用者暗証番号（仮）」「利用者確認暗証番号

（仮）」を入力します。 

※ これらの番号は、管理者より通知されます。 

※ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」については、

開通確認が完了している場合は（仮）ではなく、利用

者自身の設定した番号を入力します。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

④ 入力が完了したら、発行をクリックします。 

⇒ ダイアログが表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

※ 電子証明書の取得を中止する場合は、閉じるをクリッ

クします。 

＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑤ はいをクリックします。 

⇒ 「新しい RSA 交換キーを作成します」ダイアログが表

示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の発行が中止されます。 
ブラウザをいったん閉じ、手順①から操作し直してく

ださい。 
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⑥ セキュリティレベルが「中」であることを確

認し、OK をクリックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行処理中」画面が表示され、電

子証明書の発行処理が始まります。 

※ 発行処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの［中止］

または［更新］をクリックしないでください。 

※ 発行処理速度によっては、「電子証明書発行 発行処理

中」画面が表示されない場合があります。 

＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑦ はいをクリックします。 

⇒ 「電子証明書発行 発行完了」画面が表示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の発行が中止されます。 
この場合は電子証明書の再発行が必要となるため、管

理者に電子証明書の再発行を依頼してください。 

 

⑧ 発行された電子証明書の内容を確認します。 

※ 「電子証明書情報」の Common Name が「利用者番号

（ご契約先 ID）」＋「利用者 ID」＋当金庫の「金融機

関コード」になっていることを確認します。 

⑨ 閉じるをクリックします。 
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(2) 電子証明書の設定を確認する 

電子証明書の取得後、ご利用になるパソコンに正しく電子証明書が設定されたことを確認します。 

ここでは、例として Internet Explorer 8.x（IE 8.x）の場合の手順を記載しています。 

※ この画面は参考画面です。 

① ブラウザの「ツール」－「インターネットオ

プション」の順にクリックします。 

⇒ 「インターネット オプション」画面が表示されます。 

② 「コンテンツ」タブをクリックし、証明書を

クリックします。 

⇒ 「証明書」画面が表示され、パソコンに設定されてい

る電子証明書の一覧が表示されます。 

③ 「個人」タブに以下のように電子証明書が表

示されることを確認します。 

項目名 表示 

発行先 「利用者番号（ご契約先 ID）」＋「利用

者 ID」＋当金庫の「金融機関コード」

発行者 「Shinkin HoujinIB CA」 

有効期限 電子証明書を取得した日から 1 年後の

日付 

フレンドリ名 ＜なし＞ 

 

④ 閉じるをクリックします。 

引き続き、電子証明書方式の利用者の開通確認を行ってください。 

参照 
 
◆ 「4.2 利用者の開通確認を行う」参照 
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4.2 利用者の開通確認を行う 
「開通確認」とは、初回ご利用時にお客様と当金庫の法人 IB センターとの間で、今後取引を行って

いく上での確認作業と、利用者が使用する暗証番号の登録作業です。 
初回ご利用時に開通確認をすれば、次回ログオン時からは開通確認は不要となります。 

 

● 開通確認に必要なもの 

管理者から通知された以下の番号が必要です。 

・ 利用者番号（ご契約先 ID） 

・ 利用者 ID 

・ 利用者暗証番号（仮） 

・ 利用者確認暗証番号（仮） 

 

● 開通確認で設定すること 

開通確認で以下の項目を設定していただきます。開通確認作業前に登録する暗証番号・Ｅメールアド

レスを決定してから開通確認を行うことをお勧めします。 

 

項目名 説明 
1.利用者暗証番号 利用者ログオン時に使用します。 6～12 桁の半角英数字 

※ 英字と数字を組み合わせて入力して

ください。 2.利用者確認暗証番号 各種取引を行う時に使用します。 

3.利用者Ｅメールアドレス 利用者情報を設定・変更した場合の変更完了や、電子証明書に関する（電子証明書

方式の場合）メールが送信されます。 

 

補足 
 
◆ 開通確認で設定する「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」は、管理者から通知されたそれぞ

れの暗証番号（仮）と同一の暗証番号を設定することはできません。 

◆ 開通確認で設定する「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」は同一の暗証番号を設定すること

はできません。 

 

● 開通確認処理を中断した場合 

開通確認を行っている途中で、ブラウザを閉じるなどの理由で開通確認処理を中断した場合、以下の

メッセージが表示され、しばらくの間、開通確認を行うことができなくなります。その場合は 15 分

ほど経ってから、再度初めから開通確認を行ってください。 

開通確認処理が途中で中断されたため、開通確認ができません。しばらくお待ちい

ただいてから、再度開通確認を行ってください。 

 

補足 
 
◆ 暗証番号などの情報は忘れないように注意してください。また、暗証番号は絶対に他者に知られ

ることのないように注意してください。 

◆ 電子証明書方式の場合は、開通確認の前に電子証明書の取得が必要です。 
参照 「4.1 利用者の電子証明書を取得する（電子証明書方式の場合）」参照 
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● 電子証明書方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の→ログオンをクリック

します。 

⇒ 「デジタル証明書の選択」ダイアログが表示されます。 

※ ダイアログが表示されずに、前回ログオン時に利用し

た電子証明書が自動的に選択される場合があります。

前回と異なる電子証明書を利用する場合は、一度すべ

てのブラウザを閉じてから手順①の操作を行ってくだ

さい。 

 

③ 電子証明書を選択し、OK をクリックします。 

※ 次の内容が表示されていることを確認します。 
「利用者番号（ご契約先 ID）」＋「利用者 ID」＋「金

融機関コード」 

⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

 

※ 「キーを使用するためのアクセス許可の要求」画面が

表示された場合は、「アクセス許可の付与」にチェック

を入れ、OK をクリックします。 

 

④ 管理者より通知された「利用者暗証番号

（仮）」はソフトウェアキーボードを開くを

クリックして入力します。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

※ キーボードで入力する場合は、 
「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

⑤ 入力が完了したら、ログオンをクリックしま

す。 

⇒ 「利用者開通確認」画面が表示されます。 

※ 入力をクリアする場合は、クリアをクリックします。 
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※ ログオンを中止する場合は、閉じるをクリックします。 

 

 

 

⑥ 「管理者が登録した利用者暗証番号（仮）」

を入力します。 
※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑦ 「新しい利用者暗証番号」を半角英数字 6～

12 桁で入力し、確認のために「新しい利用者

暗証番号再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は、利用者ログオン時の暗証番号になります。 

※ 「新しい利用者暗証番号」は、管理者から通知された

「利用者暗証番号（仮）」とは異なる番号を必ず入力し

てください。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

 
⑧ 「管理者が登録した利用者確認暗証番号

（仮）」を入力します。 

⑨ 「新しい利用者確認暗証番号」を半角英数字

6～12 桁で入力し、確認のために「新しい利

用者確認暗証番号再入力」にもう一度入力し

ます。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は、利用者の取引認証時の暗証番号になりま

す。 

※ 「新しい利用者確認暗証番号」は、管理者から通知さ

れた「利用者確認暗証番号（仮）」とは異なる番号を必

ず入力してください。 

※ 「利用者暗証番号」と「利用者確認暗証番号」は、セ

キュリティレベル向上のため、別番号を設定すること

をお勧めします。 

⑩ 「利用者 E メールアドレス」を入力し、確認

のために「利用者 E メールアドレス再入力」

にもう一度入力します。 
※ 管理者が登録した E メールアドレスを変更する必要が

ない場合は、入力不要です。 

※ 「利用者 E メールアドレス」を登録すると、セキュリ

ティに関する取引を行った場合や、電子証明書の更新

時期に関するお知らせが送信されるようになりますの

で、登録をお勧めします。 

⑪ 入力が完了したら、次へをクリックします。 

⇒ 「利用者のログオン」が完了し、「利用者ステータス」

が表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 
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⑫ 「利用者ステータス」画面が表示されたら、

現在の設定状況を確認します。 
以下の情報が表示されます。 

項目名 表示 

ご契約先名、利

用者名 
ご契約先名およびログオン処理を行っ

た利用者名が表示されます。 

前 回 ロ グ オ ン

日時 
前回ログオンを行った日時が表示され

ます。 

ご利用履歴 管理者・利用者のご利用履歴が過去 3
回分まで表示されます。 

承認待・送信待

案件数 
（ フ ァ イ ル 伝

送 を ご 契 約 の

場合） 

ファイル伝送ご利用業務の承認待・送

信待の件数が表示されます。 

E メールアドレ

ス 
登録されている E メールアドレスが表

示されます。 

 次の項目は、当金庫が表示する設定にしてい

る場合のみ表示されます 

項目名 表示 

代 表 口 座 残 高

情報 
ご契約先代表口座の現時点の残高が表

示されます。 

代 表 口 座 入 出

金明細情報 
ご契約先代表口座の直近 5 件の入出金

明細が表示されます。 
 

 

● ID・パスワード方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「ID・パスワード方式」の→ログオンをクリ

ックします。 

⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

 

③ 管理者より通知された「利用者番号（ご契約

先 ID）」「利用者 ID」「利用者暗証番号（仮）」

を入力します。 

※ これらの番号は、管理者より通知されます。 

※ 「利用者暗証番号（仮）」は、ソフトウェアキーボード

を開くをクリックして入力します。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

※ 「利用者暗証番号（仮）」をキーボードで入力する場合

は、「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

④ 入力が完了したら、ログオンをクリックしま

す。 

⇒ 「利用者開通確認」画面が表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

※ ログオンを中止する場合は、閉じるをクリックします。 
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⑤ 「管理者が登録した利用者暗証番号（仮）」

を入力します。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑥ 「新しい利用者暗証番号」を半角英数字 6～

12 桁で入力し、確認のために「新しい利用者

暗証番号再入力」にもう一度入力します。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は、利用者ログオン時の暗証番号になります。 

※ 「新しい利用者暗証番号」は、管理者から通知された

「利用者暗証番号（仮）」とは異なる番号を必ず入力し

てください。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑦ 「管理者が登録した利用者確認暗証番号

（仮）」を入力します。 

⑧ 「新しい利用者確認暗証番号」を半角英数字

6～12 桁で入力し、確認のために「新しい利

用者確認暗証番号再入力」にもう一度入力し

ます。 

※ 英字と数字を組み合わせて入力してください。 

※ この番号は、利用者の取引認証時の暗証番号になりま

す。 

※ 「新しい利用者確認暗証番号」は、管理者から通知さ

れた「利用者確認暗証番号（仮）」とは異なる番号を必

ず入力してください。 

※ 「利用者暗証番号」と「利用者確認暗証番号」は、セ

キュリティレベル向上のため、別番号を設定すること

をお勧めします。 

⑨ 「利用者 E メールアドレス」を入力し、確認

のために「利用者 E メールアドレス再入力」

にもう一度入力します。 

※ 管理者が登録した E メールアドレスを変更する必要が

ない場合は、入力不要です。 

※ 「利用者 E メールアドレス」を登録すると、セキュリ

ティに関する取引を行った場合や、電子証明書の更新

時期に関するお知らせが送信されるようになりますの

で、登録をお勧めします。 

⑩ 入力が完了したら次へをクリックします。 

⇒ 「利用者のログオン」が完了し、「利用者ステータス」

が表示されます。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 
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⑪ 「利用者ステータス」画面が表示されたら、

現在の設定状況を確認します。 
以下の情報が表示されます。 

項目名 表示 

ご契約先名、利

用者名 
ご契約先名およびログオン処理を行っ

た利用者名が表示されます。 

前 回 ロ グ オ ン

日時 
前回ログオンを行った日時が表示され

ます。 

ご利用履歴 管理者・利用者のご利用履歴が過去 3
回分まで表示されます。 

承認待・送信待

案件数 
（ フ ァ イ ル 伝

送 を ご 契 約 の

場合） 

ファイル伝送ご利用業務の承認待・送

信待の件数が表示されます。 

E メールアドレ

ス 
登録されている E メールアドレスが表

示されます。 

 次の項目は、当金庫が表示する設定にしてい

る場合のみ、表示されます 

項目名 表示 

代 表 口 座 残 高

情報 
ご契約先代表口座の現時点の残高が表

示されます。 

代 表 口 座 入 出

金明細情報 
ご契約先代表口座の直近 5 件の入出金

明細が表示されます。 
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第 5 章 

管理業務 
 
この章では、管理者の行う業務について説明します。 
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5.1 ログオン／ログオフ 
ここでは、管理者でのシステムへのログオン／ログオフについて説明します。 

 

(1) システムにログオンする 
管理者でシステムにログオンします。電子証明書方式の場合と ID・パスワード方式の場合では、

ログオン方法が異なります。 

(2) システムからログオフする 
システムの使用が終了したら、ログオフします。 
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(1) システムにログオンする 

管理者でシステムにログオンします。電子証明書方式の場合と ID・パスワード方式の場合では、ロ

グオン方法が異なります。 

 

● 電子証明書方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の→ログオンをクリック

します。 

⇒ 電子証明書の選択画面が表示されます。 

 

③ 管理者の電子証明書を選択し、OK をクリッ

クします。 

 

※ 電子証明書の番号として、「利用者番号（ご契約先 ID）」

＋「金融機関コード」が表示されています。 

 

⇒ 「ご契約先ログオン」画面が表示されます。 

 

※ 「キーを使用するためのアクセス許可の要求」画面が

表示された場合は、「アクセス許可の付与」にチェック

を入れ、OK をクリックします。 
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④ 「ご契約先暗証番号」を入力し、ログオンを

クリックします。 

⇒ 「ご契約先ワンタイムパスワード入力」画面が表示さ

れます。 

※ 「ご契約先暗証番号」は、開通確認時に設定したご契

約先暗証番号です。 

参照 開通確認については、「3.3 管理者の開通確認

を行う」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックしま

す。 

※ 「ご契約先暗証番号」の入力値をクリアする場合は、

クリアをクリックします。 

 

⑤ お客様カードを参照して、画面に表示される

カタカナに該当する欄の確認用パスワード

を入力します。 

 
たとえば、画面に「オ」と「ウ」が表示され

ている場合は、お客様カードの「オ」と「ウ」

の欄に書いてあるパスワード「55」と「33」

を、画面のそれぞれの欄に入力します。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

⑥ OK をクリックします。 

 

⇒ 管理者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「ご契約先ステータス」画面が表示されます。 

参照 「ご契約先ステータス」画面の見方について

は、5.9「(1) ご契約先ステータス」参照 
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補足 
 
◆ 手順④で入力した「利用者番号（ご契約先 ID）」で既にログオン中の場合、または前回ログオン

時にブラウザを閉じてしまったなどの理由で正常にログオフされていない場合、「ご契約先再ログ

オン」画面が表示されます。 

 

 
 

この場合は、「ご契約先暗証番号」を入力してログオンをクリックしてください。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

 ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方については、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」

参照 

◆ 「ご契約先暗証番号」「ご契約先確認暗証番号」の有効期限は 90 日間です。設定してから 90 日

を経過すると、ログオン直後の「ご契約先ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表

示されます。 

ご契約先暗証番号とご契約先確認暗証番号が長期間変更されていません。画面上段の「ご契

約先認証情報変更」メニューから、変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお

勧めします。 

参照 
 
◆ 「ご契約先暗証番号」「ご契約先確認暗証番号」の変更方法については、「5.2 ご契約先情報の管

理」参照 
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● ID・パスワード方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「ID・パスワード方式」の→ログオンをクリ

ックします。 

⇒ 「ご契約先ログオン」画面が表示されます。 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」を入力します。 

※ 「利用者番号（ご契約先 ID）」は、お客様カードに記載

されています。 

④ 「ご契約先暗証番号」を入力します。 

※ 「ご契約先暗証番号」は、開通確認時に設定した番号

です。 

参照 開通確認については、「3.3 管理者の開通確認

を行う」参照 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方について

は、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについ

て」参照 

⑤ ログオンをクリックします。 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックしま

す。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

⇒ 「ご契約先ワンタイムパスワード入力」画面が表示さ

れます。 

 

⑥ お客様カードを参照して、画面に表示される

カタカナに該当する欄の確認用パスワード

を入力します。 

 
たとえば、画面に「オ」と「ウ」が表示され

ている場合は、お客様カードの「オ」と「ウ」

の欄に書いてあるパスワード「55」と「33」

を、画面のそれぞれの欄に入力します。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

⑦ OK をクリックします。 
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⇒ 管理者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「ご契約先ステータス」画面が表示されます。 

参照 「ご契約先ステータス」画面の見方について

は、5.9「(1) ご契約先ステータス」参照 

 

 

補足 
 
◆ 手順③で入力した「利用者番号（ご契約先 ID）」で既にログオン中の場合、または前回ログオン

時にブラウザを閉じてしまったなどの理由で正常にログオフされていない場合、「ご契約先再ログ

オン」画面が表示されます。 

 

 
 

この場合は、「利用者番号（ご契約先 ID）」「ご契約先暗証番号」を入力してログオンをクリック

してください。 
※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

 ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方については、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」

参照 

◆ 「ご契約先暗証番号」「ご契約先確認暗証番号」の有効期限は 90 日間です。設定してから 90 日

を経過すると、ログオン直後の「ご契約先ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表

示されます。 

ご契約先暗証番号とご契約先確認暗証番号が長期間変更されていません。画面上段の「ご契

約先認証情報変更」メニューから、変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお

勧めします。 

参照 
 
◆ 「ご契約先暗証番号」「ご契約先確認暗証番号」の変更方法については、「5.2 ご契約先情報の管

理」参照 
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(2) システムからログオフする 

システムの使用が終了したら、ログオフします。 

補足 
 
◆ 取引終了時には、必ずログオフしてください。 

 

 

① 管理者メニュー右上のログオフをクリック

します。 

⇒ 「ご契約先ログオフ」画面が表示されます。 

 

 

② OK をクリックします。 

※ ログオフを取り止める場合は、キャンセルをクリック

します。 

 

③ 閉じるをクリックします。 

⇒ ブラウザが閉じます。 
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5.2 ご契約先情報の管理 
ここでは、ご契約先情報の管理について説明します。 

 

(1) ご契約先暗証番号を変更する 
「ご契約先暗証番号」を変更します。 
セキュリティ向上のため、定期的に変更することをお勧めします。 

(2) ご契約先確認暗証番号を変更する 
「ご契約先確認暗証番号」を変更します。 
セキュリティ向上のため、定期的に変更することをお勧めします。 

(3) ご契約先 E メールアドレスを変更する 
ご契約先の E メールアドレスを変更します。 
人事異動による管理者の変更、プロバイダの変更などにより、管理者の E メールアドレスが変

更となった場合に設定してください。 
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(1) ご契約先暗証番号を変更する 

「ご契約先暗証番号」を変更します。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先認証情報変更－

ご契約先暗証番号変更をクリックします。 

⇒ 「ご契約先暗証番号変更」画面が表示されます。 

 

 

 

 

② 「現在のご契約先暗証番号」を入力します。 

③ 「新しいご契約先暗証番号」を入力し、確認

のために「新しいご契約先暗証番号再入力」

にもう一度入力します。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方については、 
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「ご契約先暗証番号変更完了」画面が表示されます。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 
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(2) ご契約先確認暗証番号を変更する 

「ご契約先確認暗証番号」を変更します。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先認証情報変更－

ご契約先確認暗証番号変更をクリックしま

す。 

⇒ 「ご契約先確認暗証番号変更」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

② 「現在のご契約先確認暗証番号」を入力しま

す。 

③ 「新しいご契約先確認暗証番号」を入力し、

確認のために「新しいご契約先確認暗証番号

再入力」にもう一度入力します。 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「ご契約先確認暗証番号変更完了」画面が表示されま

す。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 
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(3) ご契約先 E メールアドレスを変更する 

「ご契約先 E メールアドレス」を変更します。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先認証情報変更－

ご契約先 E メールアドレス変更をクリック 
します。 

⇒ 「ご契約先 E メールアドレス変更」画面が表示され

ます。 

 

 

 

 

 

② 「新しいご契約先 E メールアドレス」を入力

し、確認のために「新しいご契約先 E メール

アドレス再入力」にもう一度入力します。 

③ OK をクリックします。 

⇒ 「ご契約先 E メールアドレス変更完了」画面が表示

さ 
れます。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

 



 

 5-13

５ 

管
理
業
務 

 

5.3 契約口座情報の管理 
契約口座ごとに、限度額やコメントなどの変更を行います。 

補足 
 
◆ ご契約先全体の限度額については、「ご契約先限度額変更」画面で変更できます。 

参照 「5.6 ご契約先限度額の管理」 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

契約口座情報変更をクリックします。 

⇒ 「契約口座情報選択」画面が表示されます。 

 

② 契約口座情報を変更する口座の「選択」欄に

チェックを入れ、変更をクリックします。 

⇒ 「契約口座情報変更」画面が表示されます。 

 

③ 変更する情報を入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「契約口座情報

変更」画面の設定項目」参照 

④ 変更する場合は、「ご契約先確認暗証番号」

を入力し、OK をクリックします。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

 

 

● 「契約口座情報変更」画面の設定項目 

設定項目 説 明 

コメント 必要に応じて、コメントを半角 40 文字以内（全角 20 文字以内）で入力します。 
「契約口座情報選択」画面の「コメント」欄に表示されます。 

また、以下の画面の「コメント」欄にも反映されます。 
・総合振込の「振込指定日入力」画面 
・給与・賞与振込の「振込指定日入力」画面 
・預金口座振替の「引落指定日入力」画面 

オンライン限度額 必要に応じて、以下の限度額について、一回単位／一日単位の限度額をそれぞれ半角数字で設定し

ます。 

・振替限度額 
・事前登録振込限度額（使用不可） 
・都度指定振込限度額 
・収納サービス限度額 

ファイル伝送限度額 

（ファイル伝送をご

契約の場合） 

必要に応じて、以下の限度額について、一回単位の限度額をそれぞれ半角数字で設定します。 

・総合振込限度額 
・給与振込限度額 
・賞与振込限度額 
・預金口座振替限度額 
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5.4 利用者の管理 
ここでは、利用者情報の管理について説明します。 

 

(1) 利用者情報（利用者暗証番号の再設定、権限／利用者限度額など）を変更する 
利用者暗証番号の再設定や、権限／利用者限度額などの変更を行います。 

(2) 利用者を削除する 
登録されている利用者を削除します。 
セキュリティ向上のため、システムを利用する必要がなくなった利用者情報は削除してくださ

い。 

(3) 利用者電子証明書の再発行・失効を行う（電子証明書方式の場合） 
登録済利用者の電子証明書の再発行または失効を行います。 

(4) 利用者ワンタイムパスワードの再発行・使用中止を行う 
登録済利用者の利用者ワンタイムパスワードの再発行または使用中止を行います。 

(5) サービス停止／停止解除／暗証番号ロック解除について設定する 
利用者のサービス停止／停止解除／暗証番号ロック解除について設定します。一時的に利用者

のサービスを停止したり、その解除を行うことができます。 
 

補足 
 
◆ システムの利用者が追加になったときは、利用者を追加登録します。 

参照 
 
◆ 利用者の追加登録については、「3.5 利用者の登録・電子証明書の発行を行う」参照 
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(1) 利用者情報（利用者暗証番号の再設定、権限／利用者限度額など）を変

更する 

利用者暗証番号の再設定や、権限／利用者限度額などの変更を行います。 

参照 
 
◆ 利用者情報の登録については、「3.5 利用者の登録・電子証明書の発行を行う」参照 

 

● 電子証明書方式の場合 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

 

 

② 利用者情報を変更する利用者の「選択」欄に

チェックを入れ、変更をクリックします。 

表示項目 説 明 

電子証明書 電子証明書が利用可能な利用者は「○」が

付いています。 
電子証明書が未取得、失効、または有効期

限が切れている利用者は「－」が付いてい

ます。 

※ 電子証明書方式をご契約の場合のみ表

示されます。ID・パスワード方式をご契

約の場合は表示されません。 

利用者ワン

タイムパス

ワード 

利用者ワンタイムパスワードを利用してい

る場合は「○」が付いています。 
利用者ワンタイムパスワードを利用してい

ない場合は「－」が付いています。 

利用中止 暗証番号ロックによりサービスの利用がで

きない利用者は「○」が付いています。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

事故登録 管理者の事故登録により、利用者のサービ

スが停止している利用者は「○」が付いて

います。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

収納サービ

ス封鎖 
番号の入力誤りを繰り返したことにより収

納サービス取引が封鎖している利用者は

「○」が付いています。 
収納サービス取引のご利用ができる利用者

は「－」が付いています。 

収納サービ

ス累積封鎖

収納サービス封鎖を繰り返したことにより

収納サービスの利用ができない利用者は

「○」が付いています。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

 

⇒ 「利用者情報変更」画面が表示されます。 
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③ 利用者情報を修正します。 

参照 利用者情報の設定項目については、「3.5 利用者の登

録・電子証明書の発行を行う」参照 

※ 「利用者 ID」「E メールアドレス」は変更できません。 

※ 電子証明書が発行されている場合は、電子証明書の詳

細情報が表示されます。 

参照 電子証明書の詳細情報については、後述の「(3) 利

用者電子証明書の再発行・失効を行う」参照 

※ 利用者の修正を取り止める場合はキャンセルをクリッ

クします。 

※ クリアをクリックすると、入力した情報がすべてクリ

アされ、変更前の状態に戻ります。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方については、 
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

④ 利用者情報を変更したら、「ご契約先確認暗

証番号」を入力し、OK をクリックします。 

⇒ 利用者情報が変更されます。 

 

 

補足 
 
◆ 利用者が利用者暗証番号を失念した場合 

利用者から、利用者暗証番号を忘れてしまった連絡があった場合は、設定しなおす必要がありま

す。 
設定しなおす場合は、「利用者情報変更画面」で「利用者暗証番号」を新たに入力し、確認のため

に「利用者暗証番号再入力」にもう一度入力します。 
利用者に新しい利用者暗証番号を通知してください。セキュリティ保護の観点から利用者が再度

変更されることをお勧めします。 

参照 10.1「利用者情報の変更」参照 

◆ 利用者が利用者確認暗証番号を失念した場合も上記同様の取扱いとなります。 

◆ 利用者が利用者ワンタイムパスワードを失念した場合 
利用者から、利用者ワンタイムパスワードを忘れてしまった連絡があった場合は、再発行する必

要があります。 
再発行する場合は、「利用者ワンタイムパスワード発行／再発行画面」で行います。 
利用者に新しい利用者ワンタイムパスワードを通知してください。 

参照 5.4「利用者の管理」(4)「利用者ワンタイムパスワードの再発行・使用中止を行う（利用者

ワンタイムパスワードを利用の場合）」参照 
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● ID・パスワード方式の場合 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

② 利用者情報を変更する利用者の「選択」欄に

チェックを入れ、変更をクリックします。 

表示項目 説 明 

利用者ワン

タイムパス

ワード 

利用者ワンタイムパスワードを利用してい

る場合は「○」が付いています。 
利用者ワンタイムパスワードを利用してい

ない場合は「－」が付いています。 

利用中止 暗証番号ロックによりサービスの利用がで

きない利用者は「○」が付いています。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

事故登録 管理者の事故登録により、利用者のサービ

スが停止している利用者は「○」が付いて

います。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

収納サービ

ス封鎖 
番号の入力誤りを繰り返したことにより収

納サービス取引が封鎖している利用者は

「○」が付いています。 
収納サービス取引のご利用ができる利用者

は「－」が付いています。 

収納サービ

ス累積封鎖

収納サービス封鎖を繰り返したことにより

収納サービスの利用ができない利用者は

「○」が付いています。 
サービスのご利用ができる利用者は「－」

が付いています。 

 

⇒ 「利用者情報変更」画面が表示されます。 
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③ 利用者情報を修正します。 

参照 利用者情報の設定項目については、「3.5 利用者の登

録・電子証明書の発行を行う」参照 

※ 「利用者 ID」「E メールアドレス」は変更できません。 

※ 利用者の変更を取り止める場合はキャンセルをクリッ

クします。 

※ クリアをクリックすると、入力した情報がすべてクリ

アされ、変更前の状態に戻ります。 

※ ソフトウェアキーボードを使用する場合は、 

ソフトウェアキーボードを開くをクリックします。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方については、 
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

④ 利用者情報を変更したら、「ご契約先確認暗

証番号」を入力し、OK をクリックします。 

⇒ 利用者情報が変更されます。 

 

 

補足 
 
◆ 利用者が利用者暗証番号を失念した場合 

利用者から、利用者暗証番号を忘れてしまった連絡があった場合は、設定しなおす必要がありま

す。 
設定しなおす場合は、「利用者情報変更画面」で「利用者暗証番号」を新たに入力し、確認のため

に「利用者暗証番号再入力」にもう一度入力します。 
利用者に新しい利用者暗証番号を通知してください。セキュリティ保護の観点から利用者が再度

変更されることをお勧めします。 

参照 10.1「利用者情報の変更」参照 

◆ 利用者が利用者確認暗証番号を失念した場合も上記同様の取扱いとなります。 

◆ 利用者が利用者ワンタイムパスワードを失念した場合 
利用者から、利用者ワンタイムパスワードを忘れてしまった連絡があった場合は、再発行する必

要があります。 
再発行する場合は、「利用者ワンタイムパスワード発行／再発行画面」で行います。 
利用者に新しい利用者ワンタイムパスワードを通知してください。 

参照 5.4「利用者の管理」(4)「利用者ワンタイムパスワードの再発行・使用中止を行う（利用者

ワンタイムパスワードを利用の場合）」参照 
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(2) 利用者を削除する 

登録されている利用者を削除します。 

補足 
 
◆ 削除した利用者 ID は、しばらくの間再登録できません。 

 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

② 削除する利用者の「選択」欄にチェックを入

れ、登録抹消をクリックします。 

⇒ 「利用者情報登録抹消確認」画面が表示されます。 

 

③ 内容を確認します。 

④ 削除する場合は、「ご契約先確認暗証番号」

を入力し、OK をクリックします。 

※ 削除を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

 



 

 5-20

５ 

管
理
業
務 

(3) 利用者電子証明書の再発行・失効を行う 

登録済利用者の電子証明書の再発行または失効を行います。 

補足 
 
◆ 電子証明書の再発行・失効が必要な場合 

以下の場合に必要となります。 

・ 再発行 
パソコンの変更・紛失・盗難などの場合、証明書の更新を失念して無効になってしまった場

合 

・ 失効 
利用者 ID は継続するが、しばらく利用しない場合 

◆ 再発行した場合、再発行前の電子証明書は無効になります。すみやかに（80 日以内）取得の手続

きを行ってください。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

② 電子証明書の再発行または失効を行う利用

者の「選択」欄にチェックを入れ、変更をク

リックします。 

⇒ 「利用者情報変更」画面が表示されます。 
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③ 電子証明書を再発行する場合は「再発行」、

電子証明書を失効する場合は「失効」をクリ

ックします。 

※ 電子証明書が既に取得されている場合は、電子証明書

の詳細情報が表示されます。 
項目 説明 

電子証明書発行

番号 
電子証明書の累積発行枚数が表

示されます。 

電子証明書ステ

ータス 
「取得待」または「有効」が表示

されます。 

電子証明書発行

データ登録日 
電子証明書の発行日が表示され

ます。 

電子証明書シリ

アル番号 
電子証明書ステータスが「有効」

の場合に、取得済電子証明書のシ

リアル番号が表示されます。 

電子証明書有効

期間終了日時 
電子証明書ステータスが「有効」

の場合に、取得済電子証明書の有

効期間が表示されます。 

④ 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、OK を

クリックします。 
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(4) 利用者ワンタイムパスワードの再発行・使用中止を行う 

登録済利用者の利用者ワンタイムパスワードの再発行または使用中止を行います。 

補足 
 
◆ 利用者ワンタイムパスワードの再発行・使用中止が必要な場合 

以下の場合に必要となります。 

・ 再発行 
利用者ワンタイムパスワードを失念してしまった場合 

・ 使用中止 
資金移動時に利用者ワンタイムパスワードを利用しない場合 

◆ 再発行した場合、再発行前の利用者ワンタイムパスワードは無効になります。 

 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

 

● 利用者ワンタイムパスワードを再発行する場合 

② 利用者ワンタイムパスワードの再発行を行う

利用者の「選択」欄にチェックを入れます。 

③ 発行／再発行をクリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード発行／再発

行」画面が表示されます。 

 

④  「ご契約先確認暗証番号」を入力し、OK を

クリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード発行／再発行

完了」画面が表示されます。 
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⑤   OK をクリックします。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリ

ックします。 

 

 ● 利用者ワンタイムパスワードを使用中止する場合 

② 利用者ワンタイムパスワードの使用中止を行

う利用者の「選択」欄にチェックを入れます。 

③ 使用中止をクリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード使用中止」画

面が表示されます。 

④ 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、OK を

クリックします。 

⇒ 「利用者ワンタイムパスワード使用中止完

了」画面が表示されます。 

⑤  OK をクリックします。 
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(5) サービス停止／停止解除／暗証番号ロック解除について設定する 

利用者のサービス停止／停止解除について設定します。 

・ 利用者のサービスを停止する 

・ 利用者のサービス停止を解除する 

・ 暗証番号ロックによりサービスが利用できなくなった利用者のサービス中止を解除する 

・ 収納サービス封鎖により収納サービスが利用できなくなった利用者の収納サービス中止を解除す

る 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

② 対象の利用者を選択して、サービス停止／停

止解除について設定します。 

状況 設定方法 

＜事故登録＞ 
管理者の事故登録により、利

用者のサービスを停止する

場合 

「事故登録理由」と「ご

契約先確認暗証番号」を

入力して事故登録をク

リックします。 

＜事故登録解除＞ 
事故登録を解除して利用者

のサービス停止を解除する

場合 

「ご契約先確認暗証番

号」を入力して 

事故登録解除をクリッ

クします。 

＜利用中止解除＞ 
暗証番号ロックによりサー

ビスの中止を解除する場合 

「ご契約先確認暗証番

号」を入力して 

利用中止解除をクリッ

クします。 

＜収納サービス封鎖＞ 
番号の入力誤りを繰り返し

たことにより収納サービス

の利用ができない場合 

＜収納サービス累積封鎖＞ 
収納サービス封鎖を繰り返

したことにより収納サービ

スの利用ができない場合 

「ご契約先確認暗証番

号」を入力して 

封鎖（累積封鎖）解除

をクリックします。 
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5.5 ファイル伝送契約情報の管理 
（ファイル伝送をご契約の場合） 

ファイル伝送を行う際に必要な情報を変更／参照します。 
全銀パスワードやファイルアクセスキーを登録しておくと、ファイル伝送（送受信）時にその都度入

力する手間が省けます。 

補足 
 
◆ ファイル伝送契約情報は申込書（控）に記載されていますので、参照してください。 

不明点につきましては、当金庫へお問い合わせください。 

 

① 管理者メニューで、 
ご契約先管理情報変更－ 

ファイル伝送契約情報変更／参照をクリッ

クします。 

⇒ 「ファイル伝送契約情報変更」画面が表示されます。 

 

② 必要に応じて、ファイル伝送契約情報を入力

します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「ファイル伝送

契約情報変更」画面の設定項目」参照 

 

③ 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、登録を

クリックします。 

⇒ 登録が完了すると、完了メッセージが出力されます。 

 

 
● 「ファイル伝送契約情報変更」画面の設定項目 

*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

枝番コード 枝番コードを選択します。 

コメント* 必要に応じて、ファイル伝送契約情報の用途などを、コメントとして入力します。 
ここで入力したコメントは、データ受信業務を行う際の契約情報選択画面に表示されます。 

全銀 
パスワード 

申込書に記載されている「全銀パスワード」を、半角数字 6 桁で入力します。 

※ 全銀パスワード未設定の場合、伝送（送受信）時に毎回入力する必要があります。 

ファイル 
アクセスキー 

申込書に記載されている「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で入力します。 
ファイルアクセスキーは、「総合振込」などの業務ごとに設定します。 

※ ファイルアクセスキー未設定の場合、伝送（送受信）時に毎回入力する必要があります。 
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5.6 ご契約先限度額の管理 
ご契約先全体の限度額の変更を行います。 

補足 
 
◆ ご契約口座ごとの限度額は、「契約口座情報選択」画面で変更できます。 

参照 「5.3 契約口座情報の管理」 

 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

ご契約先限度額変更をクリックします。 

⇒ 「ご契約先限度額変更」画面が表示されます。 

 

 

② 変更する情報を入力します。 

参照 設定項目については、5.3「● 「契約口座情報変更」

画面の設定項目」参照 

③ 変更する場合は、「ご契約先確認暗証番号」

を入力し、OK をクリックします。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ クリアをクリックすると、入力した情報がすべてクリ

アされ、変更前の状態に戻ります。 

 

 

⇒ 「ご契約先限度額変更完了」画面が表示されます。 
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5.7 振込手数料マスタの管理 
ここでは、振込手数料テーブルの参照／変更について説明します。手数料計算方法についても併せて

説明します。 

(1) 振込手数料テーブルを参照する 
振込先区分ごとの当方負担手数料または先方負担手数料を参照します。 

(2) 振込手数料テーブルを変更する 
振込手数料を設定します。 

(3) 手数料計算機能について 
手数料計算機能は、オンライン資金移動取引や総合振込のデータ作成時に「先方負担手数料」

を選択した場合に、手数料マスタの情報から差引手数料を算定し、資金移動金額を自動計算す

る機能です。 

 

(1) 振込手数料テーブルを参照する 

振込先区分ごとの当方負担手数料または先方負担手数料を参照します。 
手数料を参照できる振込先区分は、以下のとおりです。 

・ 同金庫 同支店内 

・ 同金庫 他支店内 

・ 他行向け電信扱い 

・ 他行向け文書扱い 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

振込手数料マスタ登録／変更／参照をクリ

ックします。 

⇒ 「振込手数料マスタ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 参照する手数料の種類を選択します。 
「当方負担振込手数料」または「先方負担振

込手数料」のいずれかを選択します。 

※ 総合振込ご利用のお客様の場合のみ「当方負担振込手

数料」のラジオボタンが表示されます。 

③ 実行をクリックします。 

⇒ 「振込手数料マスタ変更／参照」画面が表示されま

す。選択した種類の手数料が、振込先区分ごとに一覧

表示されます。 

 

④ 手数料を確認します。 

⑤ 確認が終了したら、参照終了をクリックしま

す。 

⇒ 「振込手数料マスタ選択」画面が表示されます。 
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(2) 振込手数料テーブルを変更する 

振込手数料の設定や、手数料計算方法の変更を行います。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先管理情報変更－

振込手数料マスタ登録／変更／参照をクリ

ックします。 

⇒ 「振込手数料マスタ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 変更する手数料の種類を選択します。 
「当方負担振込手数料」または「先方負担振

込手数料」のいずれかを選択します。 

※ 総合振込ご利用のお客様の場合のみ「当方負担振込手

数料」のラジオボタンが表示されます。 

③ 実行をクリックします。 

⇒ 「振込手数料マスタ変更／参照」画面が表示されま

す。選択した種類の手数料が、振込先区分ごとに一覧

表示されます。 

 

● 個別に手数料を設定する場合 

1. 個別手数料変更をクリックします。 

⇒ 「個別振込手数料マスタ登録／変更」画面が表示

されます。 

※ 手数料計算出方法を選択する場合は、「手数料計算

方法選択」のプルダウンメニューから、据置型／未

満手数料加算型／以上手数料加算型 を選択しま

す。 

 

 

2. 基準金額の範囲を設定します。 

3. 設定した基準金額について、振込先区分

ごとの振込手数料（差引金額）を入力し

ます。 

※ 標準手数料読込をクリックすると、標準手数料が

読み込まれます。 

※ 手数料計算出方法を選択する場合は、「手数料計算

方法選択」のプルダウンメニューから、据置型／未

満手数料加算型／以上手数料加算型 を選択しま

す。 

4. 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、 

マスタ登録をクリックします。 

⇒ 「振込手数料マスタ変更／参照」画面に戻りま

す。 

※ 個別設定を取り止める場合は、キャンセルをクリ

ックします。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリ

ックします。 



 

 5-29

５ 

管
理
業
務 

 

● 当金庫が定める手数料を使用する場合 

1. 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、 

標準手数料使用をクリックします。 

⇒ 標準手数料が読み込まれます。 

 

● 手数料計算方法を変更する場合 
（先方負担振込手数料のみ） 

1. 「手数料計算方法選択」のプルダウンメ

ニューから、据置型／未満手数料加算型

／以上手数料加算型 を選択します。 

2. 「ご契約先確認暗証番号」を入力し、 

手数料計算方法切替をクリックします。 

⇒ 選択した計算方法による手数料が読み込まれま

す。 

※ 手数料計算方法については、後述の「(3) 手数料計

算方法について」参照 
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(3) 手数料計算方法について 

手数料計算機能は、オンライン資金移動取引や総合振込のデータ作成時に「先方負担手数料」を選択

した場合に、手数料マスタの情報から差引手数料を算定し、資金移動金額を自動計算する機能です。 

補足 
 
◆ 手数料計算機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「資金移動情報入力」画面 
・「振込金額入力」画面 
・「個別入力」画面 
・「受取人マスタ登録」画面 

参照 7.4「(1) 資金移動を行う」、8.2「(3) 振込データを作成する」、9.2「(1) 個別入力で振込

／振替データを作成する」、8.2「(2) 受取人マスタを登録する」 

 

手数料計算には、以下の 3 種類の方法があります。 

・ 据置型 
当システムの初期値は「据置型」になっています。 

・ 未満手数料加算型 
合計金額の差額（差益）が発生する支払金額幅を最小限に抑える手数料計算機能です。 

・ 以上手数料加算型 
合計金額の差額（差損）が発生する支払金額幅を最小限に抑える手数料計算機能です。 

 

● 据置型 

手数料テーブルの金額範囲（計算上区分）を「基準金額」と同一とし、支払金額を比較して先方負担

の手数料を算出します。 

＜例＞ 
支払金額が 30,000 円未満の場合は先方手数料を 420 円、30,000 円以上の場合は 630 円とします。 
この算出方法で計算すると、支払金額が 30,000 円～30,629 円の場合に合計支払金額との間に差益が

発生します。 

支払金額 計算上差引く 
先方負担手数料

資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 支払金額と合計

支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円

30,000 円 630 円 29,370 円 420 円 29,790 円 210 円

30,419 円 630 円 29,789 円 420 円 30,209 円 210 円

30,420 円 630 円 29,790 円 420 円 30,210 円 210 円

30,629 円 630 円 29,999 円 420 円 30,419 円 210 円

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30,630 円   0 円
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● 未満手数料加算型 

手数料テーブルの金額範囲に「基準金額」の未満手数料金額を足したものを新たな手数料テーブル（計

算上区分）とし、その金額範囲と支払金額を比較して先方負担の手数料を算出します。 

＜例＞ 
支払金額が 30,420 円未満の場合は先方手数料を 420 円、30,420 円以上の場合は 630 円とします。 
この算出方法で計算すると、支払金額が 30,420 円～30,629 円の場合に合計支払金額間に差益が発生

します。据置型より差額が発生する支払金額幅を抑えられます。 

支払金額 計算上差引く 
先方負担手数料

資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 支払金額と合計

支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円

30,000 円 420 円 29,580 円 420 円 30,000 円   0 円

30,419 円 420 円 29,999 円 420 円 30,419 円   0 円

30,420 円 630 円 29,790 円 420 円 30,210 円 210 円

30,629 円 630 円 29,999 円 420 円 30,419 円 210 円

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30.630 円   0 円

 

● 以上手数料加算型 

手数料テーブルの金額範囲に「基準金額」の以上手数料金額を足したものを新たな手数料テーブル（計

算上区分）とし、その金額範囲と支払金額を比較して先方負担の手数料を算出します。 

＜例＞ 
支払金額が 30,630 円未満の場合は先方手数料を 420 円、30,630 円以上の場合は 630 円とします。 
この算出方法で計算すると、支払金額が 30,420 円～30,629 円の場合に合計支払金額間に差損が発生

します。据置型より差額が発生する支払金額幅を抑えられます。 

支払金額 計算上差引く先

方負担手数料 
資金移動金額 振込手数料 合計支払金額 支払金額と合計

支払金額の差額

29,999 円 420 円 29,579 円 420 円 29,999 円   0 円

30,000 円 420 円 29,580 円 420 円 30,000 円   0 円

30,419 円 420 円 29,999 円 420 円 30,419 円   0 円

30,420 円 420 円 30,000 円 630 円 30,630 円 －210 円

30,629 円 420 円 30,209 円 630 円 30,839 円 －210 円

30,630 円 630 円 30,000 円 630 円 30.630 円   0 円
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5.8 マスタデータの一括削除 
受取人マスタ／従業員マスタ／支払人マスタデータを一括削除します。 
 

 

① 管理者メニューで、 

ご契約先管理情報変更－ 

利用者情報登録／変更をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面が表示されます。 

 

 

② 一括削除するマスタを選択します。 
「受取人マスタ」「従業員マスタ」「支払人マ

スタ」のいずれかを選択し、削除をクリック

します。 

⇒ マスタ削除確認画面が表示されます。 

※ マスタの種類の選択肢が表示されない場合は、当金庫

の設定により、一括削除ができないようにしています。 

 

 

 

③ 内容を確認し、削除する場合は「ご契約先確認

暗証番号」を入力し、OK をクリックします。 

⇒ 確認ダイアログが表示されます。 

※ 一括削除を取り止める場合はキャンセルをクリック

します。 

 

④ 削除する場合は OK をクリックします。 

⇒ 「利用者情報選択」画面に戻ります。 

※ 一括削除を取り止める場合はキャンセルをクリック

します。マスタ削除確認画面に戻ります。 
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5.9 現在の状況の確認 
現在のシステムの利用状況および操作履歴を確認します。 

 

(1) ご契約先ステータス 

以下のご契約先情報と利用状況を確認できます。利用状況を確認することで、システムが不正に使用

されていないかを確認できます。 

・ ご契約先名 
お客様の法人名称が表示されます。 

・ 前回ログオン日時 
前回ログオン処理を行った日時が表示されます。 

・ ご利用履歴 
管理者・利用者のご利用履歴が過去 3 回分まで表示されます。 

・ Ｅメールアドレス 
登録されているＥメールアドレスが表示されます。 

・ 利用者のご使用状況 
登録してある利用者のご使用状況が表示されます。 

 

① 管理者メニューで、 

ご契約先情報照会－ 

ご契約先ステータス表示をクリックします。 

⇒ 「ご契約先ステータス」画面が表示されます。 

 

 

② ご契約先情報を確認します。 

 

 



 

 5-34

５ 

管
理
業
務 

(2) 操作履歴を照会する 

管理者または利用者の操作履歴を照会します。 

 

① 管理者メニューで、ご契約先情報照会－ 

操作履歴照会をクリックします。 

⇒ 「操作履歴照会選択」画面が表示されます。 

 

 

② 操作履歴を照会するユーザーの「選択」欄を

選択します。 
「管理者」または「利用者名」を選択します。 

③ 「開始範囲」で、照会する開始範囲を設定し

ます。 
プルダウンメニューから、年月日、時、分を

選択します。 

④ 「終了範囲」で、照会する終了範囲を設定し

ます。 
プルダウンメニューから、年月日、時、分を

選択します。 

※ 照会できる範囲は 1 ヶ月、件数は 100 件までです。 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「操作履歴照会結果」画面が表示されます。 

 

⑥ 操作履歴を確認し、OK をクリックします。 

⇒ 「操作履歴照会選択」画面に戻ります。 
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第 6 章 

ログオン／ログオフ 
 
この章では、利用者のログオン／ログオフ方法について説明します。 

  

6.1 システムにログオンする ················································· 6-2 

6.2 システムからログオフする ·············································· 6-7 
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6.1 システムにログオンする 
システムにログオンします。電子証明書方式の場合と ID・パスワード方式の場合では、ログオン方

法が異なります。 

 

● 電子証明書方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「電子証明書方式」の→ログオンをクリック

します。 

⇒ 電子証明書の選択画面が表示されます。 

 

③ 電子証明書を選択し、OK をクリックします。 

⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

※ 電子証明書の番号として、「利用者番号（ご契約先 ID）」

＋「利用者 ID」＋「金融機関コード」が表示されてい

ます。 

 

 

 

※ 「キーを使用するためのアクセス許可の要求」画面が

表示された場合は、「アクセス許可の付与」にチェック

を入れ、OK をクリックします。 
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④ 「利用者暗証番号」は、ソフトウェアキーボ

ードを開くをクリックして入力し、ログオン

をクリックします。 

※ 「利用者暗証番号」は、開通確認時に設定した番号です。 

参照 開通確認については、「4.2 利用者の開通確認

を行う」参照 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、

1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」

参照 

※ キーボードで入力する場合は、 
「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックします。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

 

⇒ 利用者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「利用者ステータス」画面が表示されます。 

参照 「利用者ステータス」画面の見方については、

10.2「(1) 利用者情報を照会する」参照 
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補足 
 
◆ 手順④で入力した「利用者暗証番号」で既にログオン中の場合、または前回ログオン時にブラウ

ザを閉じてしまったなどの理由で正常ログオフされていない場合、「利用者再ログオン」画面が表

示されます。 

 

 
 

この場合は、「利用者暗証番号」はソフトウェアキーボードを開くをクリックして入力して、ロ

グオンをクリックしてください。 

参照  ソフトウェアキーボードの使い方ついては、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

※ キーボードで入力する場合は、「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の有効期限は 90 日間です。設定してから 90 日を経

過すると、ログオン直後の「利用者ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表示され

ます。 

利用者暗証番号と利用者確認暗証番号が長期間変更されていません。画面上段の「利用者情

報変更」メニューから、変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお

勧めします。 

◆ 電子証明書の有効期限は、取得後 1 年間です。有効期限の 30 日前になると、ログオン直後の「利

用者ステータス」画面に、更新案内のメッセージが表示されます。 

参照 
 
◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の変更方法については、「10.1 利用者情報の変更」参

照 

◆ 電子証明書の更新については、11.1「(2)電子証明書を更新する」参照 
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● ID・パスワード方式の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 「ID・パスワード方式」の→ログオンをクリ

ックします。 

⇒ 「利用者ログオン」画面が表示されます。 

 

③ 「利用者番号（ご契約先 ID）」と「利用者 ID」

を入力します。 

④ 「利用者暗証番号」はソフトウェアキーボー

ドを開くをクリックして入力し、ログオンを

クリックします。 

※ 「利用者暗証番号」は、開通確認時に設定した番号で

す。 

参照 開通確認については、「4.2 利用者の開通確認を

行う」参照 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、 
1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

※ キーボードで入力する場合は、 
「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

※ ログオンを取り止める場合は、閉じるをクリックしま

す。 

※ 入力値をクリアする場合は、クリアをクリックします。 

 

⇒ 利用者のログオンが完了し、システムが起動します。 
「利用者ステータス」画面が表示されます。 

参照 「利用者ステータス」画面の見方については、

10.2「(1) 利用者情報を照会する」参照 
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補足 
 
◆ 手順③で入力した「利用者 ID」で既にログオン中の場合、または前回ログオン時にブラウザを閉

じてしまったなどの理由で正常ログオフされていない場合、「利用者再ログオン」画面が表示され

ます。 

 

 
 

この場合は、「利用者番号（ご契約先 ID）」「利用者 ID」を入力して、「利用者暗証番号」はソフ

トウェアキーボードを開くをクリックして入力してログオンをクリックしてください。 

参照  ソフトウェアキーボードの使い方ついては、1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」参照 

※ 「利用者暗証番号」をキーボードで入力する場合は、「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の有効期限は 90 日間です。設定してから 90 日を経

過すると、ログオン直後の「利用者ステータス」画面に、有効期限超過のメッセージが表示され

ます。 

利用者暗証番号と利用者確認暗証番号が長期間変更されていません。画面上段の「利用者情

報変更」メニューから、変更してください。 

 変更しなくても引き続きご利用いただけますが、セキュリティ向上のためには変更することをお

勧めします。 

参照 
 
◆ 「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」の変更方法については、「10.1 利用者情報の変更」参

照 
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6.2 システムからログオフする 
システムの使用が終了したら、ログオフします。 

補足 
 
◆ 取引終了時には、必ずログオフしてください。 

 

 

① 利用者メニュー右上のログオフをクリック

します。 

⇒ 「利用者ログオフ」画面が表示されます。 

 

 

② OK をクリックします。 

⇒ 「利用者ログオフ完了」画面が表示されます。 

※ ログオフを取り止める場合は、キャンセルをクリック

します。 

 

③ 閉じるをクリックします。 
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第 7 章 

日常業務（オンライン取引） 
 
この章では、オンライン取引について説明します。 

  

7.1 オンライン取引の種類 ············································· 7-2 

7.2 残高照会 ······························································· 7-3 

(1)   残高照会を行う ······················································ 7-3 

7.3 入出金明細の照会 ··················································· 7-4 

(1)   入出金明細を照会する ············································· 7-4 

7.4 資金移動（振込、振替） ·········································· 7-6 

(1)   資金移動を行う ······················································ 7-7 

(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合 ·················· 7-7 

(1)-2 未登録の当庫の口座を指定する場合 ························· 7-12 

(1)-3 登録済の口座を指定する場合 ·································· 7-13 

(1)-4 総合振込、給与・賞与振込で利用の口座を指定する場合

 ········································································ 7-14 

(1)-5 口座情報を指定して口座を検索する場合 ··················· 7-15 

(2)   資金移動予約を取り消す ········································ 7-17 

7.5 取引履歴照会 ······················································· 7-18 

(1)   取引履歴を照会する ·············································· 7-18 

7.6 資金移動先口座情報（都度指定）編集······················ 7-20 

(1)   資金移動先口座情報（都度指定）を新規登録する ······ 7-20 

(2)   登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を修正する 7-22 

(3)   登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を削除する 7-23 

7.7 税金・各種料金の払込み（収納サービス／ペイジー） 7-24 

(1)   税金・各種料金を払込む ········································ 7-25 

(2)   収納サービス取引履歴を照会する ···························· 7-31 
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7.1 オンライン取引の種類 
オンライン取引には、以下の業務があります。 

 

業務 説明 節番号 
残高照会 代表口座、利用口座のうち、指定された口座の残高照会を行います。

複数口座を照会することもできます。 
7.2 

入出金明細の照会 代表口座、利用口座のうち、指定された口座の入出金明細照会を行い

ます。複数口座は照会できません。 
7.3 

資金移動（振込、振替） 代表口座、利用口座から資金移動先口座に、資金移動（振込、振替）

を指定した日付に行います。 

・ 資金移動を行う 

・ 資金移動予約を取り消す 

7.4 

取引履歴照会 資金移動および資金移動予約取消の履歴を照会します。 7.5 

資金移動先口座情報 
（都度指定）編集 

口座情報を編集します。 

・ 資金移動先口座情報（都度指定）を新規登録する 

・ 資金移動先口座情報（都度指定）を修正する 

・ 資金移動先口座情報（都度指定）を削除する 

7.6 

税金・各種料金の払込み 
（収納サービス／ペイジー）

代表口座、利用口座から収納機関に、税金や各種料金の払込みを行い

ます。また、払込みの取引履歴を照会することもできます。 

・ 税金・各種料金を払い込む 

・ 収納サービス取引履歴を照会する 

7.7 

 

● 「口座名義人」の入力時の注意事項 

・ 半角カタカナ、半角英数字大文字、スペース、記号で入力してください。 
使用できる記号は以下のとおりです。 
. (ピリオド)、/、-、( )、「 」、ｰ、¥ 

 

・ 上記以外の文字が入力された場合、以下のように変換されます。 

全角 → 半角 

カタカナ小文字（ッ、ャ、ュ、ョ） → カタカナ大文字（ツ、ヤ、ユ、ヨ） 

英小文字（a、 b、 c、 d） → 英大文字（A、 B、 C、 D） 

「ｰ（長音）」 → 「‐（ハイフン）」 
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7.2 残高照会 
代表口座、利用口座のうち、指定された口座の残高照会を行います。1 回の操作で複数口座を照会す

ることもできます。 

 

■ 画面遷移 

 

[実行] 

残高照会口座選択画面 ・口座の選択

残高照会結果画面 

利用者メニュー 

[残高照会] 

[オンライン取引]  

 

 

(1) 残高照会を行う 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－残高照会をクリックしま

す。 

⇒ 「残高照会口座選択」画面が表示されます。 

 

 

② 照会する口座の「選択」欄にチェックを入れ

ます。 

※ 複数選択も可能です。 

※ 一覧のすべての口座を選択する場合は、全選択をクリ

ックします。 

③ 実行をクリックします。 

 

⇒ 「残高照会結果」画面が表示されます。 
選択した口座について、以下の情報が表示されます。 

・口座情報 

・残高 

・支払可能残高 

・前日残高 

・前月末残高 

※ 照会結果を印刷する場合は、ブラウザの印刷機能を利

用してください。 
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7.3 入出金明細の照会 
代表口座、利用口座のうち、指定された口座の入出金明細照会を行います。1 回の操作で複数口座は

照会できません。 

 

■ 画面遷移 

 利用者メニュー 

[オンライン取引]  

[実行] 

・口座の選択 
・照会範囲の指定 

入出金明細口座 
照会結果画面 

入出金明細口座 
選択画面 

[入出金明細照会]  

 

 

(1) 入出金明細を照会する 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－入出金明細照会をクリッ

クします。 

⇒ 「入出金明細口座選択」画面が表示されます。 

 

 

 

② 「口座選択」で、照会する口座の「選択」欄

にチェックを入れます。 

※ 1 口座しか選択できません。 

③ 「照会範囲指定」で、照会する範囲について

指定します。 

・ 照会可能なすべての入出金明細を対象とする場合は

「指定なし」を選択します。 

・ 照会する範囲を指定する場合は、「日指定」を選択し、

「開始（From）」と「終了（To）」で年月日をそれぞれ

選択します。 

※ 照会できる範囲は、当日も含めて過去 62 日以内です。 

④ 実行をクリックします。 
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⇒ 「入出金明細照会結果」画面が表示されます。 
画面上部には、前画面で選択した口座情報と照会範囲

が表示されます。 
画面下部には、選択した口座について、以下の情報が

表示されます。 

・お取引日 

・お取引内容 

・お支払金額 

・お預り金額 

・お預り残高 

※ 照会可能件数は 100 件です。明細数が 100 件を超過し、

照会したい明細結果が表示されない場合は、前画面に

戻り、「照会範囲」の「日設定」の条件で絞り込みを行

ってください。 

 

補足 
 
◆ 照会結果を印刷する場合 

印刷をクリックします。 

◆ 照会結果を CSV 形式で出力する場合 

ファイル出力をクリックします。この場合、入出金照会結果の全明細がファイルに出力されます。
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7.4 資金移動（振込、振替） 
代表口座、利用口座から資金移動先口座に、資金移動（振込、振替）を行います。 

(1) 資金移動（振込、振替）を行う 

(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合 

(1)-2 未登録の当庫の口座を指定する場合 

(1)-3 登録済の口座を指定する場合 

(1)-4 総合振込、給与・賞与振込で利用の口座を指定する場合 

(1)-5 口座情報を指定して口座を検索する場合 

(2) 資金移動予約を取り消す 

■ 画面遷移 

利用者メニュー 

[資金移動] 
[オンライン取引]  

資金移動 

[予約取消] 

・照会範囲の指定 

[資金移動予約取消] 

資金移動予約の取消

資金移動予約取消 
明細範囲指定画面 

・資金移動明細の選択

[取消] 

・確認暗証番号 

[送信] 

[了解] 

[次へ] 

・支払元口座の選択 支払元口座選択画面 

・資金移動先口座の選択

[次へ] 

「未登録の資金移動先

口座(当庫)」 
「未登録の資金移動先 
口座(他金融機関)」 

[次へ] 

「総合振込，給与・賞与 
振込で利用の口座」 

[口座検索] 

資金移動先口座 
検索条件入力画面 

・口座番号 
・口座名義人 
・検索対象 

[検索] 

・対象マスタ 
・検索種別 
・条件 

[次へ] 

口座マスタ検索条件 
入力画面 

・資金移動先口座の選択 

・金融機関種類 
・頭文字 

・金融機関の選択 

[次へ] 

・頭文字 

資金移動先支店名 
検索画面 

・支店名の選択 資金移動先支店名 
選択画面 

[次へ] 

・資金移動先口座の情報の入力資金移動先口座情報 
入力画面 

[次へ] 

・金額など 
資金移動情報入力画面

[入力完了] 

資金移動確認画面 

・確認暗証番号 
[送信] 

資金移動先 
金融機関名選択画面 

[資金移動先 
口座登録] 

[了解] 

資金移動先口座情報 
（都度指定） 

利用者メニュー 

[オンライン取引]  

[次へ] [次へ] 

[次へ] 

資金移動先 
金融機関名検索画面 

[次へ] 

資金移動予約取消 
確認画面 

資金移動予約取消 
明細選択画面 

資金移動予約取消 
完了画面 

資金移動送信完了画面

資金移動先口座 
選択画面 

資金移動先口座 
選択画面 

[登録済

口座] 
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(1) 資金移動を行う 

支払元口座、資金移動先口座、支払金額、資金移動指定日などを指定して、資金移動を行います。 
また、資金移動指定日を先日付にすることで、資金移動の予約をすることもできます。 

(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－資金移動をクリックしま

す。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

 

 

② 「支払元口座の選択」で、資金移動の支払元

となる口座の「選択」欄にチェックを入れま

す。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。画面下

部には、登録済の資金移動先口座が一覧表示されま

す。 

 

④ 資金移動先口座を指定します。 

1. 画面上部の「資金移動先口座の選択」で、

「未登録の資金移動先口座(他金融機関)」

を選択し、次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先金融機関名検索」画面が表示され

ます。 

2. 金融機関種類と頭文字で絞り込んで選択

します。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2）金

融機関・支店名称を検索する」手順②③参照 

⇒ 「資金移動先支店名検索」画面が表示されます。 

3. 支店名を頭文字で絞り込んで選択しま

す。 

参照 支店名称の検索については、9.1「(2）金融機

関・支店名称を検索する」手順⑤⑥参照 

 

 

4. 「資金移動先口座情報入力」画面で、資

金移動先の口座情報を設定します。 

設定項目 説 明 

科目 プルダウンメニューから、以下のいずれか

を選択します。 

 普通／当座／納税準備／貯蓄 

口座番号 口座番号を半角数字で入力します。 

補足 納税準備預金への資金移動は、当金庫宛ての場合のみ

可能です。 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動情報入力」画面が表示されます。 
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⑥ 資金移動情報を設定します。 

*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

支払金額 支払金額を半角数字で入力します。 

先 方 負 担 手

数料 
先方負担による資金移動金額の自動計算

を行う場合は「設定する」、行わない場合

は「設定なし」を選択します。 

参照 自動計算については、5.7「(3) 手数

料計算方法について」参照 

資 金 移 動 指

定日 
資金移動を行う日を指定します。 

※ 指定した日が当金庫の休業日の場合

などは、実際の振込予定日がずれる

場合があります。振込予定日は、こ

の後表示される「資金移動確認」画

面で確認してください。 

EDI 情報* 現在使用できません。 

※ 入力した場合は、振込依頼人の前に

表示されます。 

振込依頼人* 必要に応じて、振込依頼人名を 30 桁以内

で入力します。 

入力しない場合は、支払元口座名義人が設

定されます。 

コメント欄* コメントがあれば、半角英数字の大文字、

半角カナ、全角文字で半角 30 桁（全角 15
桁）以内で入力します。 
なお、コメントは取引履歴照会に反映され

ます。資金移動先口座には送信されませ

ん。お客様の覚え書きとしてお使いくださ

い。 

⑦ 入力完了をクリックします。 

⇒ 「資金移動確認」画面が表示されます。 

※ 入力した内容をクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

※ エラーが表示された場合は、資金移動情報を入力しな

おしてください。 

参照 資金移動情報の再入力については、後述の「● 資

金移動情報の再入力について」参照 

 

⑧ 内容を確認します。 

※ 特に「資金移動予定日」を確認してください。 
指定した「資金移動指定日」が当金庫の休業日の場合

などは、実際の振込は「資金移動予定日」に処理され

ます。 

 
表示項目 説 明 

支払金額 相手に支払う金額です。 

先方負担手数料 相手が負担する場合の手数料です。 

資金移動金額 「支払金額」から「先方負担手数料」

を差し引いた、実際に振り込まれる金

額です。 

資金移動手数料 資金移動取引にかかる手数料です。 

合計支払金額 支払元口座から引き落とされる金額

です。 

「資金移動金額」と「資金移動手数料」

の合計金額です。 

 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 
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ａ．利用者ワンタイムパスワードを利用している場合 

送信する場合は、「確認暗証番号」および「利

用者ワンタイムパスワード」を入力し、送信

をクリックします。 

⇒ 「資金移動送信完了」画面が表示されます。 

※ 画面に表示されるカタカナに該当する欄の「利用者ワ

ンタイムパスワード」を入力します。 

※ 送信を取り止めて「支払元口座選択 」画面に戻る場合

は、キャンセルをクリックします。 

※ エラーが表示された場合は、資金移動情報を入力しな

おしてください。 

参照 資金移動情報の再入力については、後述の「● 資

金移動情報の再入力について」参照 

 

ｂ．利用者ワンタイムパスワードを利用していない場合 

送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

⇒ 「資金移動送信完了」画面が表示されます。 

※ 送信を取り止めて「支払元口座選択 」画面に戻る場合

は、キャンセルをクリックします。 

※ エラーが表示された場合は、資金移動情報を入力しな

おしてください。 

参照 資金移動情報の再入力については、後述の「● 資

金移動情報の再入力について」参照 

 

 

⑨ 受付番号、「状態」欄が「処理完了」（予約の

場合は「受付完了」）となっていることを確

認します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⑩ 引き続き資金移動を行う場合は了解をクリ

ックします。 
資金移動先の口座を登録する場合は 

資金移動先口座登録をクリックします。 

※ 登録しようとした資金移動先口座情報が既に登録され

ていた場合は、「ご指定の口座はすでに登録されていま

す。」のメッセージが表示され、登録できません。 

※ 登録しようとした資金移動先口座情報が未登録で、か

つ受取人マスタに登録済であった場合は、上書き確認

のメッセージが表示されます。 

 

 
上書きする場合は登録、登録を取り止める場合はキャ

ンセルをクリックします。 

※ 登録しようとした資金移動先口座情報が未登録の場合

は、登録完了のメッセージが表示されます。 
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● 資金移動情報の再入力について 

「資金移動情報入力」画面で、入力値に関するエラーがあった場合、エラー画面が表示されます。こ

の場合は、エラーになった項目を入力しなおす必要があります。 

 

① 再入力をクリックします。 

⇒ 「資金移動情報再入力」画面が表示されます。 

 

 

② エラーになった項目を修正します。 

a 資金移動先口座が存在しない場合 
「資金移動先科目」「資金移動先口座番号」「資金移

動先口座名義」を修正します。 

設定項目 説 明 

資 金 移 動 先

科目 
プルダウンメニューから、以下のいずれか

を選択します。 

 普通／当座／納税準備／貯蓄 

資 金 移 動 先

口座番号 
口座番号を半角数字で入力します。 

資 金 移 動 先

口座名義人 
口座名義人を入力します。 

参照口座名義人の入力文字列について

は、7.1「● 「口座名義人」の入力時の

注意事項」参照 

補足 納税準備預金への資金移動は、当金庫宛ての場合のみ

可能です。 

 

b 口座名義人が取得できなかった場合 
「資金移動先口座名義」を修正します。 

設定項目 説 明 

資 金 移 動 先

口座名義人 
口座名義人を入力します。 

参照口座名義人の入力文字列について

は、7.1「● 「口座名義人」の入力時の

注意事項」参照 

 

c 残高不足／限度額超過などの場合 
「支払金額」と「先方負担手数料」を修正します。

設定項目 説 明 

支払金額 支払金額を半角数字で入力します。 

先 方 負 担 手

数料 
先方負担による資金移動金額の自動計算

を行う場合は「設定する」、行わない場合

は「設定なし」を選択します。 

参照 自動計算については、5.7「(3) 手数

料計算方法について」参照 

 

d 資金移動指定日が誤っている場合 
「資金移動指定日」を修正します。 

設定項目 説 明 

資 金 移 動 指

定日 
資金移動を行う指定日を選択します。 

 

※ 資金移動を取り止める場合は、キャンセルをクリック

します。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動確認」画面が表示されます。 

 

a 

b 

c 

d 
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以降の操作は、資金移動情報の入力と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合」の手順⑧以

降を参照 
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(1)-2 未登録の当庫の口座を指定する場合 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－資金移動をクリックしま

す。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

 

② 「支払元口座の選択」で、資金移動の支払元

となる口座の「選択」欄にチェックを入れま

す。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。画面下

部には、登録済の資金移動先口座が一覧表示されま

す。 

 

④ 資金移動先を指定します。 

1. 画面上部の「資金移動先口座の選択」で、

「未登録の資金移動先口座(当庫)」を選択

し、次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先支店名検索」画面が表示されます。 

2. 支店名を頭文字で絞り込んで選択し、 

次へをクリックします。 

参照 金融機関と支店名称の検索については、9.1
「(2)金融機関・支店名称を検索する」参照 

 

 

3. 「資金移動先口座情報入力」画面で、資

金移動先の口座情報を設定します。 

設定項目 説 明 
科目 プルダウンメニューから、以下のいず

れかを選択します。 

 普通／当座／納税準備／貯蓄 

口座番号 口座番号を半角数字で入力します。 

補足 納税準備預金への資金移動は、当金庫宛ての場合のみ

可能です。 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動情報入力」画面が表示されます。 

 

以降の操作は、未登録の他金融機関の口座を指定する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合」の手順⑥以

降を参照 
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(1)-3 登録済の口座を指定する場合 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－資金移動をクリックしま

す。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

 

② 「支払元口座の選択」で、資金移動の支払元

となる口座の「選択」欄にチェックを入れま

す。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。画面下

部には、登録済の資金移動先口座が一覧表示されま

す。 

 

④ 資金移動先口座を指定します。 
画面下部の一覧から口座を選択します。 

※ 「状態」欄に「利用不可」と表示されている口座情報

は選択できません。金融機関コード、金融機関名、支

店コード、支店名のいずれかが変更されている場合が

あります。その場合は、資金移動先口座変更情報（都

度指定）編集メニューより修正してください。 

※ 口座情報の並び順は、検索用カナ名称（50 音順）、金

融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号の

昇順になります。 

※ 検索用カナ名称は、カ)、ユ)などの法人略語を除いたカ

ナ名称の昇順となります。 

※ 口座情報が 50 件を超える場合は、次ページ／ 

前ページで表示を切り替えます。 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動情報入力」画面が表示されます。 

 

以降の操作は、未登録の他金融機関の口座を指定する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合」の手順⑥以

降を参照 
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(1)-4 総合振込、給与・賞与振込で利用の口座を指定する場合 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－資金移動をクリックしま

す。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

 

② 「支払元口座の選択」で、資金移動の支払元

となる口座の「選択」欄にチェックを入れま

す。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。画面下

部には、登録済の資金移動先口座が一覧表示されま

す。 

 

④ 資金移動先を指定します。 

1. 「総合振込，給与・賞与振込で利用の口

座」を選択し、次へをクリックします。 

⇒ 「口座マスタ検索条件入力」画面が表示されま

す。 

 

 

2. 受取人マスタまたは従業員マスタに登録

されているデータから、口座を検索しま

す。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2)マスタを

呼び出す」参照 

 

3. 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示され、該当

する口座情報が一覧表示されます。 

 

4. 選択する口座の「選択」欄にチェックを

入れます。 

 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動情報入力」画面が表示されます。 

 

以降の操作は、未登録の他金融機関の口座を指定する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合」の手順⑥以

降を参照 
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(1)-5 口座情報を指定して口座を検索する場合 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－資金移動をクリックしま

す。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

 

② 「支払元口座の選択」で、資金移動の支払元

となる口座の「選択」欄にチェックを入れま

す。 

③ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。画面下

部には、登録済の資金移動先口座が一覧表示されま

す。 

 

④ 資金移動先を指定します。 

1. 口座検索をクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座検索条件入力」画面が表示さ

れます。 

 

 

 

2. 検索する「口座番号」、「口座名義人」を

入力します。 

※ 「口座番号」は完全一致の口座番号のみ検索されま

す。「口座名義人」は一部入力も可能です。 

※ 「口座番号」と「口座名義人」は、少なくともいず

れか一方は入力必須となります。 

※ 「口座番号」と「口座名義人」のいずれか一方を指

定して検索することもできます。 

※ 「口座番号」と「口座名義人」の両方を指定して検

索すると、指定した両方に合致する口座のみ検索さ

れます。 

参照 口座名義人の入力文字列については、7.1「● 
「口座名義人」の入力時の注意事項」参照 

3. 検索対象として「資金移動、総合振込で

利用の口座」または「給与・賞与振込で

利用の口座」を選択します。 

4. 検索をクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座選択」画面が表示されます。

画面下部に、検索した結果絞り込まれた口座が

一覧表示されます。 

※ 該当する口座が 0 件の場合、メッセージが表示され

ます。その場合は、検索条件を変更して検索しなお

してください。 

※ 該当する口座が 50 件以上ある場合は、50 件までし

か表示されません。表示されない口座については、

検索条件を変更して検索しなおしてください。 

※ 口座検索を取り止める場合は、キャンセルをクリ

ックします。 
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5. 選択する口座の「選択」欄にチェックを

入れます。 

 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「資金移動情報入力」画面が表示されます。 

 

以降の操作は、未登録の他金融機関の口座を指定する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(1)-1 未登録の他金融機関の口座を指定する場合」の手順⑥以

降を参照 
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(2) 資金移動予約を取り消す 

予約した資金移動を取り消します。 

補足 
 
◆ 取消できるのは、まだ資金移動が実行されていない先日付の資金移動予約のみです。 

 

 

① 利用者メニューで、 
オンライン取引－資金移動予約取消をクリ

ックします。 

⇒ 「資金移動予約取消明細範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

 

② 資金移動日の範囲を指定する場合は、「開始

日」と「終了日」の年月日をそれぞれ選択し

ます。 

③ 予約取消をクリックします。 

⇒ 「資金移動予約取消明細選択」画面が表示されます。 

※ この画面で範囲を指定した場合は、指定した範囲内の

明細のみ表示されます。 

 

④ 資金移動予約を取り消す明細の「選択」欄に

チェックを入れ、取消をクリックします。 

※ 明細が 100 件を超える場合は、次ページ／ 

前ページで表示を切り替えます。 

⇒ 「資金移動予約取消確認」画面が表示されます。 

 

 

⑤ 資金移動予約を取り消す明細の内容を確認

します。 

※ 資金移動予約取消を取り止める場合は、キャンセルを

クリックします。 

※ 表示されている明細の内容を印刷する場合は、印刷を

クリックします。 

⑥ 資金移動予約の取消を実行する場合は、「確

認暗証番号」を入力し、送信をクリックしま

す。 

⇒ 資金移動予約の取消が完了され、「資金移動予約取消

完了」画面が表示されます。 

 

 

⑦ 了解をクリックします。 

※ 表示されている明細の内容を印刷する場合は、印刷を

クリックします。 

⇒ 「資金移動予約取消明細選択」画面に戻ります。 
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7.5 取引履歴照会 
資金移動および資金移動予約取消の履歴を照会します。 

 

■ 画面遷移 

 

[実行] 

取引履歴照会 
範囲選択画面 

・照会範囲の指定 

取引履歴照会結果画面 

利用者メニュー 

[取引履歴照会] 

[オンライン取引]  

 

 

(1) 取引履歴を照会する 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－取引履歴照会をクリック

します。 

⇒ 「取引履歴照会範囲選択」画面が表示されます。 

 

 

② 「照会範囲指定」で照会する範囲を指定しま

す。 

・ 当月のある 1 週間分の履歴を照会する場合は、「週単位

の指定」を選択して何週目の履歴を照会するかを選択

します。 

※ 「週」は、月～日曜日を基準とします。ただし、第

1 週については、月初から最初の日曜日までとしま

す。 

・ 当月または先月の 1 ヶ月分の履歴を照会する場合は、

「月単位指定」を選択して「当月」または「先月」を

選択します。 

・ 日付を指定して履歴を照会する場合は、「日付指定」を

選択して操作日を基準に選択します。 

③ 実行をクリックします。 

⇒ 「取引履歴照会結果」画面が表示されます。 
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④ 取引履歴を照会します。 

※ 表示されている履歴を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

※ 明細が 100 件を超える場合は、次ページ／前ページで

表示を切り替えます。 
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7.6 資金移動先口座情報（都度指定）編集 
資金移動先の口座情報を新規登録します。また、登録済の資金移動先の口座情報を修正／削除するこ

ともできます。 

補足 
 
◆ 資金移動先口座は、受取人マスタと合わせて、最大 9999 件まで登録できます。 

 

(1) 資金移動先口座情報（都度指定）を新規登録する 

(2) 登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を修正する 

(3) 登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を削除する 

 

■ 画面遷移 

 利用者メニュー 

[資金移動先口座情報（都度指定）編集] 

[オンライン取引]  

[登録] 

[登録] 

[登録] 

・口座の選択 

・金融機関名 
・支店名 
・科目 
・口座番号 
・口座名義人 

資金移動先口座情報 
（都度指定）修正 

・口座の選択 

資金移動先口座情報 
（都度指定）削除完了

[修正] [削除] 

資金移動先口座情報 
（都度指定）編集 

資金移動先口座情報 
（都度指定） 
上書き確認 

新規登録 修正 削除 

資金移動先口座情報 
（都度指定）登録 

新規登録 登録済 

 

 

(1) 資金移動先口座情報（都度指定）を新規登録する 

資金移動先の口座情報を新規登録します。 

補足 
 
◆ ここで新規登録した資金移動先は、資金移動時に移動先口座の候補として一覧に表示されるよう

になります。 
参照 詳細は、7.4「(1) 資金移動を行う」参照 

 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－ 

資金移動先口座情報（都度指定）編集をクリ

ックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）編集」画面が表示

されます。 
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② 登録をクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）登録」画面が表示

されます。 

 

③ 資金移動先として登録する口座情報を設定

します。 

設定項目 説 明 

金融機関名 検索をクリックして、金融機関を指定し

ます。 

支店名 検索をクリックして、支店名を指定しま

す。 

科目 プルダウンメニューから、以下のいずれか

を選択します。 

 普通／当座／納税準備／貯蓄 

口座番号 口座番号を入力します。 

口座名義人 口座名義人を入力します。 

参照口座名義人の入力文字列について

は、7.1「● 「口座名義人」の入力時の

注意事項」参照 

補足 納税準備預金への資金移動は、当金庫宛ての場合のみ

可能です。 

④ 登録をクリックします。 

※ 登録しようとした資金移動先口座情報が既に登録され

ていた場合、上書き確認のメッセージが表示されます。 

上書きする場合は登録、登録を取り止める場合は 

キャンセルをクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）編集」画面に戻り

ます。 

 

参照 
 
◆ 金融機関および支店名の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 
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(2) 登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を修正する 

登録済の資金移動先の口座情報を修正します。 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－ 

資金移動先口座情報（都度指定）編集をクリ

ックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）編集」画面が表示

されます。 

 

 

② 修正する口座情報の「選択」欄をクリックし、

修正をクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）修正」画面が表示

されます。 

 

③ 口座情報を修正します。 

参照 口座情報の設定については、前述の「(1) 資金移動

先口座情報（都度指定）を新規登録する」参照 

 

④ 登録をクリックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）編集」画面に戻り

ます。 

 

補足 
 
◆ 上書き確認について 

登録しようとした資金移動先口座情報が既に登録されていた場合、上書き確認のメッセージが表

示されます。 

 

 
上書きする場合は登録、登録を取り止める場合はキャンセルをクリックします。 

登録済の口座情報の口座名義人（カナ）と上書きする口座名義人（カナ）が異なる場合、口座名

義人（漢字）は空白で設定されます。 
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(3) 登録済の資金移動先口座情報（都度指定）を削除する 

登録済の資金移動先の口座情報を削除します。 

 

① 利用者メニューで、 

オンライン取引－ 

資金移動先口座情報（都度指定）編集をクリ

ックします。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）編集」画面が表示

されます。 

 

 

② 削除する口座情報の「選択」欄をクリックし、

削除をクリックします。 

※ 複数選択も可能です。 

※ 「状態」欄に「利用不可」と表示されている口座情報

は資金移動を行えませんので、修正をするか削除を行

ってください。 

※ 口座情報が 50 件を超える場合は、次ページ／ 

前ページで表示を切り替えます。 

⇒ 「資金移動先口座情報（都度指定）削除完了」画面が

表示されます。 
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7.7 税金・各種料金の払込み（収納サービス／

ペイジー） 
代表口座、利用口座から収納機関に、税金や各種料金の払込みを行います。また、払込みの取引履歴

を照会することもできます。 

(1) 税金・各種料金を払込む 

(2) 収納サービス取引履歴を照会する 

 

■ 画面遷移 

 

[払込継続]

収納機関が 
地方公共団体の場合

収納機関が 
国の場合 

[実行] 

収納サービス 
取引履歴 

照会結果画面 

収納サービス 
取引履歴照会 
範囲選択画面 

収納サービス取引履歴の照会 

[次へ] 

支払元口座選択画面 

税金・各種料金の払込み 

・支払元口座の選択 

・収納機関番号の入力 

[次へ] 

収納機関番号入力画面

民間企業 地方公共団体 国

・お客様番号

・確認番号 

 

・納付番号 
・確認番号 
・納付区分 

 

・納付番号 
・確認番号 
・納付区分 
（国税庁宛のみ）

利用者メニュー 

[収納サービス取引履歴照会] 

[収納サービス]  

利用者メニュー 

[税金・各種料金の払込み] 

[収納サービス]  

・照会範囲指定 

請求確認情報入力画面

[次へ] 

[次へ] 

[送信]

払込確認画面 

払込完了画面 

払込内容照会画面 

収納機関が 
民間企業の場合 

[次へ] [次へ] [次へ] 

[次へ]

[了解]

請求情報選択画面

金額入力画面 

請求情報選択画面払込内容照会画面

 

※収納機関ホームページからア

クセスした場合には利用者メニ

ューの操作は不要です。 



 

 7-25

７ 

日
常
業
務
（
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
） 

(1) 税金・各種料金を払込む 

代表口座、利用口座から収納機関に、税金や各種料金の払込みを行います。 

※ 収納機関ホームページからアクセスした場合は、②の手順から始めてください。お取引に必要な

情報が記載された払込書／納付書がお手元にある場合には、①の手順から始めてください。 

 

① 利用者メニューで、 

収納サービス－税金・各種料金の払込みをク

リックします。 

⇒ 「支払元口座選択」画面が表示されます。 

※ 収納機関ホームページからアクセスした場合、本操作

は不要です。 

 

② 支払元口座の「選択」欄をチェックして、 
次へをクリックします。 

⇒ 「収納機関番号入力」画面が表示されます。 

※ 収納機関ホームページからアクセスした場合は、「払込

内容照会」画面が表示されます。 

参照 後述の「● 収納機関ホームページからアクセスされ

た場合（「払込内容照会」画面） 

 

③ 収納機関より送付された払込書／納付書に

記載された「収納機関番号」を入力します。 

④ 次へをクリックします。 

⇒ 「請求確認情報入力」画面が表示されます。 

 

⑤ 収納機関より送付された払込書／納付書に

記載された情報を入力します。 

※ 入力する情報は、収納機関によって以下のように異な

ります。 

・ 民間企業の場合 
「お客様番号」「確認番号」 

・ 地方公共団体の場合 
「納付番号」「確認番号」「納付区分」 

・ 国の場合 
「納付番号」「確認番号」「納付区分（国税庁宛のみ）」 

※ お客様番号については、払込書に記載されている番号

から「-（ハイフン）」を除いて入力してください。 

⑥ 次へをクリックします。 

※ 以降の画面は、収納機関により異なります。 

●収納機関が国の場合・・・・・・・・・・・・・・・P7-25 

●収納機関が民間企業の場合・・・・・・・・・・・・P7-26 

●収納機関が地方公共団体の場合・・・・・・・・P7-27, P7-28 
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● 収納機関が国の場合（「払込内容照会」画面） 

 

 

① 払込先、納付番号、お名前、払込内容などを

確認し、次へをクリックします。 

⇒ 「払込確認」画面が表示されます。 

※ 「金額入力」画面が表示された場合には、払込金額を

入力し、次へをクリックすると、「払込確認」画面が表

示されます。 

 

 

 

② 払込内容を確認します。 

③ 送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

※ 払込みを取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⇒ 「払込完了」画面が表示されます。 

 

 

④ 受付番号や払込内容を確認します。また、「状

態」が「支払完了」になっていることを確認

します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。印刷して保管しておくことをお勧めします。 

※ お問い合わせの際に必要となりますので、「受付番号」

はお控えください。 

⑤ 了解をクリックします。 

⇒ 「支払元口座選択」画面に戻ります。 
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● 収納機関が民間企業の場合（「請求情報選択」画面） 

 

 

① 払込先、お名前、お客様番号、払込内容など

を確認します。 

※ 未払いの請求情報が最大 3 明細まで表示されます。 

② お支払いいただく請求情報の「選択」欄にチ

ェックを入れます。 

※ 複数選択も可能です。 

③ 払込内容、払込金額などを確認し、次へをク

リックします。 

⇒ 「払込確認」画面が表示されます。 

 

 

④ 払込内容を確認します。 

 

⑤ 送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

※ 払込みを取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⇒ 「払込完了」画面が表示されます。 

 

 

⑥ 受付番号や払込内容を確認します。また、「状

態」が「支払完了」になっていることを確認

します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。印刷して保管しておくことをお勧めします。 

※ お問い合わせの際に必要となりますので、「受付番号」

はお控えください。 

⑦ 了解をクリックします。 

⇒ 「支払元口座選択」画面に戻ります。 

参照 複数の請求情報を選択した場合は、後述の「◆複数の

払込について」参照 

 



 

 7-28

７ 

日
常
業
務
（
オ
ン
ラ
イ
ン
取
引
） 

● 収納機関が地方公共団体の場合（「払込内容照会」画面） 

 

 

① 払込先、納付番号、お名前、払込内容などを

確認し、次へをクリックします。 

⇒ 「金額入力」画面が表示されます。 

 

 

② 払込金額を入力し、次へをクリックします。 

⇒ 「払込確認」画面が表示されます。 

 

 

③ 払込内容を確認します。 

④ 送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

※ 払込みを取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⇒ 「払込完了」画面が表示されます。 

 

 

⑤ 受付番号や払込内容を確認します。また、「状

態」が「支払完了」になっていることを確認

します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。印刷して保管しておくことをお勧めします。 

※ お問い合わせの際に必要となりますので、「受付番号」

はお控えください。 

⑥ 了解をクリックします。 

⇒ 「支払元口座選択」画面に戻ります。 
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● 収納機関が地方公共団体の場合（「請求情報選択」画面） 

 

① 払込先、お名前、納付番号、払込内容などを

確認します。 

※ 未払いの請求情報が最大 3 明細まで表示されます。 

② お支払いいただく請求情報の「選択」欄にチ

ェックを入れます。 

※ 複数選択も可能です。 

③ 払込内容、払込金額などを確認し、次へをク

リックします。 

⇒ 「払込確認」画面が表示されます。 

 

 

④ 払込内容を確認します。 

⑤ 送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

※ 払込みを取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⇒ 「払込完了」画面が表示されます。 

 

⑥ 受付番号や払込内容を確認します。また、「状

態」が「支払完了」になっていることを確認

します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。印刷して保管しておくことをお勧めします。 

※ お問い合わせの際に必要となりますので、「受付番号」

はお控えください。 

⑦ 了解をクリックします 

⇒ 「支払元口座選択」画面に戻ります。 

参照 複数の請求情報を選択した場合は、後述の「◆複数の

払込について」参照 
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● 収納機関ホームページからアクセスされた場合（「払込内容照会」画面） 

 

① 払込先、お名前、払込内容などを確認し、 
次へをクリックします。 

⇒ 「払込確認」画面が表示されます。 

 

 

② 払込内容を確認します。 

③ 送信する場合は、「確認暗証番号」を入力し、

送信をクリックします。 

※ 払込みを取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 

⇒ 「払込完了」画面が表示されます。 

 

 

④ 受付番号や払込内容を確認します。また、「状

態」が「支払完了」になっていることを確認

します。 

※ 表示されている内容を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。印刷して保管しておくことをお勧めします。 

※ お問い合わせの際に必要となりますので、「受付番号」

はお控えください。 

⑤ 了解をクリックします。 

⇒ 「支払元口座選択」画面に戻ります。 

 

補足 
 
◆ 複数の払込について 

「請求情報選択」画面から複数明細を選択いただいた場合、「払込完了」画面の払込継続をクリッ

クすると引き続き払込みいただけます。 

① 払込継続をクリックします。 

⇒ 「払込確認」が表示されます。 

 
◆ 払込みが完了したら、入出金明細や収納サービスの取引履歴などを照会して、取引が正常に終了

していることを確認してください。 
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(2) 収納サービス取引履歴を照会する 

収納機関への払込みの取引履歴を照会します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

収納サービス－収納サービス取引履歴照会

をクリックします。 

⇒ 「収納サービス取引履歴照会範囲選択」画面が表示さ

れます。 

 

 

 

② 「照会範囲指定」で、照会する範囲を指定し

ます。 

・ 当月のある 1 週間分の履歴を照会する場合は、「週単位

の指定」を選択して何週目の履歴を照会するかを選択

します。 

・ 当月または先月の 1 ヶ月分の履歴を照会する場合は、

「月単位指定」を選択して「当月」または「先月」を

選択します。 

・ 期間を指定して履歴を照会する場合は、「日付指定」を

選択し、「開始日」と「終了日」で、操作を行った年月

日をそれぞれ選択します。 

③ 実行をクリックします。 

⇒ 「収納サービス取引履歴照会結果」画面が表示されま

す。 

 

 

④ 取引履歴を照会します。 

※ 明細が 100 件を超える場合は、次ページ／ 

前ページで表示を切り替えます。 

※ 表示されている履歴を印刷する場合は、印刷をクリッ

クします。 
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第 8 章 

日常業務（ファイル伝送） 
 
この章では、ファイル伝送の機能について説明します。 
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8.1 ファイル伝送の種類 
ファイル伝送には、以下の業務があります。 

 

業務 説明 節番号 
総合振込 振込に必要となる「受取人マスタ」を登録し、振込データを作成します。作成した振

込データは、承認処理を行った上で、送信します。 
8.2 

給与・賞与振込 振込に必要となる「従業員マスタ」を登録し、振込データを作成します。作成した振

込データは、承認処理を行った上で、送信します。 
8.3 

預金口座振替 振替に必要となる「支払人マスタ」を登録し、振替データを作成します。作成した振

替データは、承認処理を行った上で、送信します。また、預金口座振替結果データを

受信します。 

8.4 

入出金明細データの受信 利用口座の入出金明細データの受信／照会／印刷／ダウンロードを行います。 8.5 

外部ファイルの送信 送信テーブルを作成し、他のアプリケーションで作成した全銀フォーマットの振込・

振替データを送信します。 
8.6 

外部ファイルの受信 受信テーブルを作成し、結果データを全銀フォーマットで受信します。 8.7 
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● ファイル伝送ご利用確認画面について（電子証明書方式の場合） 

 

① ファイル伝送をクリックします。 

⇒ 「ファイル伝送ご利用確認」画面が表示されます。 

② OK をクリックします。 

⇒ 「ファイル伝送画面」への切替え画面が表示されま

す。 

 

 

③ ID・パスワードモードへ、自動的に切り替わ

ります。 

⇒ 「利用者ステータス」画面が表示されます。 

 

④ ファイル伝送をクリックします。 

 

⑤ お取引を行う業務のボタンをクリックしま

す。 

⇒ 選択した業務のトップ画面が表示され、お取引が可能

になります。 
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8.2 総合振込 
振込に必要となる「受取人マスタ」を登録し、振込データを作成します。作成した振込データは、承

認処理を行った上で、送信します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 受取人マスタを登録する 

 (2)-1１件ずつ登録する 

 (2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

 (2)-3 受取人マスタを修正／削除する 

 (2)-4 受取人マスタを印刷する 

(3) 振込データを作成する 

 (3)-1 振込データを新規作成する 

 (3)-2 既存の振込データを修正／再利用する 

 (3)-3 既存の振込データを参照／削除する 

 (3)-4 振込データを個別入力する 

(4) 振込データを承認する 

(5) 振込データを送信／再送信する 

 (5)-1 振込データを送信する 

 (5)-2 振込データを再送信する 

(6) 振込データを印刷する 

 (6)-1 振込データの明細を印刷する 

 (6)-2 振込データの送信結果を印刷する 

(7) 依頼人マスタを参照する 
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(1) 業務の流れ 

総合振込業務の流れは以下のとおりです。 

 

新規登録（1 件ずつ登録） 

外部ファイルより一括登録 

新規作成 

既存の振込データを再利用 

個別入力 

修正／削除 

印刷 

→ (2)-1

→ (2)-2

→ (2)-3

→ (2)-4

→ (3)-1

→ (3)-2

→ (3)-4

修正 

参照／削除 

→ (3)-2

→ (3)-3

受取人マスタを登録する 

振込データを作成する 

振込データを承認する 

振込データを印刷する 

振込データの明細を印刷 

振込データの送信結果を印刷 

依頼人マスタを参照する 

→ (2)

→ (3)

→ (4)

→ (5)

→ (6)-1

→ (6)-2

→ (6)

→ (7)

送信 

再送信 

→ (5)-1

→ (5)-2

振込データを送信／再送信する → (5)
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(2) 受取人マスタを登録する 

受取人マスタに受取人情報を登録します。受取人マスタの登録には、以下の方法があります。 

・ 1 件ずつ登録する 
口座情報などを指定して、受取人マスタを登録します。 

・ 外部ファイルを利用して一括登録する 
外部ファイルを読み込んで、受取人マスタを一括登録します。 

補足 
 
◆ 受取人マスタは、資金移動先口座と合わせて、最大 9999 件まで登録できます。 

 

その他の機能として、以下のことも行えます。 

・ 印刷 
登録されている受取人マスタを一覧表示して印刷します。 

・ ファイル出力 
登録されている受取人マスタを CSV 形式のファイルにダウンロードします。 

参照 
 
◆ マスタのダウンロードについては、9.1「(5)マスタを CSV データでダウンロードする」参照 

・ 検索グループ名称の登録 
検索グループ名称を登録しておくと、受取人マスタをグループに分類して登録することができま

す。振込データを作成する際に、対象の受取人を簡単に抽出することができます。 

・ 受取人マスタの修正／削除 
登録されている受取人マスタを修正／削除します。 

 

(2)-1 １件ずつ登録する 

受取人マスタに新規登録します。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

② 「受取人マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「受取人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「受取人マスタ登録」画面が表示されます。 
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④ 受取人情報を入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「受取人マスタ

登録」画面の設定項目」参照 

※ 「受取人マスタ一覧」画面に戻る場合は、一覧表示を

クリックします。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

⑤ 登録をクリックします。 

 

● 「受取人マスタ登録」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

金融機関コード 金融機関コードを入力して検索をクリックすると、「金融機関カナ名称」と「金融機関漢

字名称」が自動表示されます。 

金融機関コードが不明な場合は、検索をクリックすると、金融機関名称を頭文字から検

索することができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

支店コード 支店コードを入力して検索をクリックすると、「支店カナ名称」と「支店漢字名称」が自

動表示されます。 

支店コードが不明な場合は、検索をクリックすると、支店名称を頭文字から検索するこ

とができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

預金種目 プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

・普通 

・当座 

・貯蓄 

・その他 

口座番号 口座番号を半角数字 7 文字以内で入力します。 

受取人カナ名称 受取人カナ名称を、半角カナ／半角英数字 30 文字以内で入力します。 

受取人漢字名称 * 必要に応じて、受取人漢字名称を全角文字 48 文字以内で入力します。受取人漢字名称を

入力すると、「受取人マスタ一覧」画面などに表示されるようになります。 

顧客コード 1*／ 
顧客コード 2 * 

「受取人マスタ一覧」画面などで、受取人を特定の順番で並べたい場合、顧客コードを指

定しておきます。顧客コードを指定する場合は、「顧客コード 1」と「顧客コード 2」の

組み合わせで、重複しない番号を半角数字 10 文字でそれぞれ入力してください。 
顧客コードを登録しておくと、振込データ作成時などに簡単に受取人マスタを抽出するこ

とができます。 

振込指定区分 プルダウンメニューから、「電信振込」または「文書振込」を選択します。 

手数料区分 振込手数料の負担先を設定します。 
プルダウンメニューから、「当方負担」または「先方負担」を選択します。 

参照 手数料の自動計算については、5.7「(3) 手数料計算方法について」参照 

検索用カナ名称 「受取人カナ名称」に入力した名称が、法人略語など（「カ）」「ユ）」など）を除いて自動

表示されます。変更することもできます。変更する場合は、半角カナ／半角英数字 30 文

字以内で入力してください。 

グループ指定 * 指定するグループにチェックを入れます。 

※ 「グループ」とは、振込先を分類するための項目です。グループを設定しておくと、

振込データ作成時などに簡単に受取人マスタを抽出することができます。 

※ 「条件」は複数選択できます。その場合は、AND 検索となります。 

参照 グループの登録については、9.1「(1) 検索グループ名称を登録する」参照 
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(2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルを取り込んで、受取人マスタを一括登録します。 

 

① 登録用データを作成します。 

参照 登録用データの作成については、 
9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括

登録する」参照 

② 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「受取人マスタ登録」をクリ

ックします。 

⇒ 「受取人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 外部ファイル入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 受取人マスタの一括登録についての詳細は、9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する」参照
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(2)-3 受取人マスタを修正／削除する 

既存の受取人データを選択して、修正／削除します。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「受取人マスタ登録」をクリ

ックします。 

⇒ 「受取人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

 

② 修正／削除するマスタを検索します。 

検索種別と表示順を選択し、検索をクリック

します。 

⇒ 画面下部に、該当する受取人データが一覧表示されま

す。 

参照 マスタの検索については、 
9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

 

③ 修正／削除する受取人データの「選択」欄に

チェックを入れます。 

④ 修正する場合は修正、削除する場合は削除を

クリックします。 

 

参照 
 
◆ 受取人マスタの修正／削除についての詳細は、9.1「(3) マスタを修正／削除する」参照 

補足 
 
◆ 受取人マスタの修正可能項目について 

受取人マスタの修正時に修正可能な項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード 
金融機関名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 支店コード 
支店名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 受取人カナ名称 

・ 受取人漢字名称 
受取人漢字名称については、修正できない場合があります。 
参照 「【「資金移動振込先都度指定されている受取人情報」の修正の場合】」 

・ 顧客コード 1／顧客コード 2※ 

・ 振込指定区分※ 

・ 手数料区分※ 

・ 検索用カナ名称※ 

・ グループ指定※ 

 

 【「資金移動振込先都度指定されている受取人情報」の修正の場合】 
「受取人マスタ登録」画面で修正できるのは、※の付いた項目のみです。「受取人漢字名称」を修正する場合

は、オンラインメニューの「資金移動先口座情報（都度指定）編集」で該当の受取人を削除後、ファイル伝

送メニューの「受取人マスタ登録」から修正を行ってください。 

 なお、「資金移動振込先都度指定されている受取人情報」かどうかは、以下の方法で確認できます。 

・ 「受取人マスタ詳細」画面下部に、「この受取人は資金移動取引のために登録された受取人です。」と表示

されます。また、金融機関名や支店名等の受取人漢字名称以外の変更は、オンラインの「資金移動先口座

情報（都度指定）編集」から修正できます。 

 

参照 7.6「資金移動先口座情報（都度指定）編集」参照 
「受取人マスタ登録」画面の設定項目については、前述の「(2)-1 1 件ずつ登録する」参照 
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(2)-4 受取人マスタを印刷する 

受取人マスタを印刷します。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「受取人マスタ登録」をクリ

ックします。 

⇒ 「受取人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

 

② 必要に応じて、検索種別、表示順を選択しま

す。 

③ 印刷をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 受取人マスタの印刷についての詳細は、9.4「(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する」参照 
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(3) 振込データを作成する 

振込データを作成します。振込データの作成には、以下の方法があります。 

・ 新規作成 
受取人マスタに登録されている受取人を指定して、振込データを新規作成します。 

・ 既存のデータ利用 
送信済の振込データを再利用して、新しい振込データを作成します。 

・ 個別入力 
受取人マスタに登録されていない受取人情報を個別に入力して、振込データを作成します。 

・ 外部データによる一括作成 
外部データ（CSV ファイル）を読み込んで振込データを一括作成します。 

参照 
 
◆ 9.2「(3)外部データを利用して振込／振替データを一括作成する」参照 

・ その他の機能 
振込データを全銀フォーマットでダウンロードすることもできます。 
また、作成途中の振込データの修正／削除も行えます。 

補足 
 
◆ 振込データ保持件数は 15 件です。16 件以上の振込データを新規作成または再利用しようとすると、エラ

ーメッセージが表示されます。不要な振込データを削除してから、作成を行ってください。 

参照 
 
◆ ダウンロードについては、9.2「(6)振込／振替データをダウンロードする」参照 

◆ 振込データの削除については、後述の「(3)-3 既存の振込データを参照／削除する」参照 

 

(3)-1 振込データを新規作成する 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「振込指定日入力」画面が表示されます。 
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④ 振込データについて入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「振込指定日入

力」画面の設定項目」参照 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「振込金額入力」画面が表示されます。画面上部には、

依頼人情報が表示されます。 
画面中央に、受取人情報が一覧表示されます。 
 

 

 

⑥ 振込明細を作成します。 
受取人情報の一覧で、支払金額などを、受取

人ごとに入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「振込金額入力」

画面の設定項目」参照 

※ 受取人情報の一覧の表示順を変更できます。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択しま

す。 
 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 
ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 
「入力順」を選択すると、振込明細の作成順に表示さ

れます。 

※ 振込明細が 20 件を超える場合は、プルダウンメニュー

から、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

※ 受取人情報を個別に追加する場合は、個別入力をクリ

ックします。 

※ 「受取人マスタ」または「従業員マスタ」から受取人

を検索して追加する場合は、受取人マスタ呼出をクリ

ックします。 
「受取人マスタ呼出」画面で、指定する受取人の条件

を設定します。 

参照 9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

※  受取人情報を個別入力して、振込データを作成する場

合は、振込データの個別入力を行います。 

参照 後述の「(3)-4 振込データを個別入力する」

参照 
※ 手数料は自動計算された値が表示されますが、手入力

により変更することも可能です。 

 

⑦ 作成完了をクリックします。 

⇒ 「作成完了確認」画面が表示されます。 
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⑧ 振込件数、合計金額、振込指定日などを確認

します。 

⑨ 振込データの作成が完了し、承認待ちとする

場合は「承認待」を選択します。 
振込データが作成途中の場合は「作成中」を

選択します。 

⑩ 確認をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面に戻ります。 

※ 振込金額が 0 円の明細がある場合、「承認待」を選択す

ると、一括削除される旨のメッセージが表示されます。

一括削除する場合は OK をクリックします。 

 
● 「振込指定日入力」画面の設定項目 

*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

振込依頼人 画面上部の依頼人の一覧で、選択する依頼人の「選択」欄にチェックを入れます。 

参照 依頼人マスタに登録されているデータを参照する方法については、後述の「(7) 依

頼人マスタを参照する」参照 

振込指定日 振込指定日を半角数字で入力します。 

データコメント* 必要に応じて、データコメントを入力します。「振込データ選択」画面の「データコメン

ト」にも表示されます。 

表示順 次画面に表示される振込明細の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

※ 「入力順」を選択すると、以下の順番で振込先が表示されます。 
コード 1、コード 2、名称、金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号 

受取人 振込先となる受取人の条件（対象マスタおよび検索種別）を指定します。 
受取人は、受取人マスタまたは従業員マスタに登録されているデータから検索します。 

参照 マスタの登録については、前述の「(2) 受取人マスタを登録する」参照 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

 

● 「振込金額入力」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

依頼人情報 画面上部には、依頼人情報が表示されます。 

受取人情報一覧 画面下部には、受取人情報が一覧表示されます。 

 表示順 受取人情報一覧の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

 受取人名 受取人名が表示されます。 
リンクをクリックすると、受取人詳細情報が表示されます。 

 支払金額 支払金額を入力します。 

 区分 プルダウンメニューから、「電信」または「文書」を選択します。 

※ 取引店によって「文書」扱いができない場合もあります。取引店にお問い合わせく

ださい。 

 手数料 手数料の負担先と金額を設定します。 
プルダウンメニューから、「先方」または「当方」を選択すると、手数料の金額が自動計

算されて表示されます。 

※ 「先方」を選択した場合は、「振込金額」欄に、手数料を差し引いた金額が自動計算

されて表示されます。自動計算された手数料を変更する場合は、金額を直接入力し

てください。 

参照 自動計算の計算方法については、5.7「(3) 手数料計算方法について」 

 EDI 情報 * 必要に応じて、EDI 情報を、半角英数字または半角カナ 20 文字以内で入力します。 
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(3)-2 既存の振込データを修正／再利用する 

未送信の振込データを修正します。また、送信済の振込データを再利用して、新しい振込データを作

成することもできます。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「データ作成」をクリックし

ます。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 修正／再利用する振込データの「選択」欄に

チェックを入れます。 

③ 修正する場合は修正、再利用して新規作成す

る場合は送信済データ利用をクリックしま

す。 

※ 修正できるのは、「状態」が「作成中」「承認待」「送信

待」の振込データのみです。 

※ 再利用できるのは、「状態」が「送信済」の振込データ

のみです。 

 

参照 
 
◆ 既存の振込データの修正／再利用についての詳細は、9.2「(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する」

参照 

補足 
 
◆ 振込データの修正可能項目について 

振込データの修正／再利用時に修正可能な項目は以下のとおりです。 
受取人名や支払金額は前回入力した内容が表示されます。修正の必要がある場合は注意してください。 

 

「振込指定日入力」画面 

・ 振込指定日 

・ データコメント 

・ 表示順 

 

「振込金額入力」画面 

・ 表示順 

・ 件数の表示 

・ 受取人名の追加と削除 

・ 支払金額 

・ 区分 

・ 手数料 

・ EDI 情報 

 

参照 受取人名の追加については、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 

参照 受取人名の削除については、9.2「(5)-2 明細を削除する」参照 

 



 

 8-16

８ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
） 

(3)-3 既存の振込データを参照／削除する 

既存の振込データを参照／削除します。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「データ作成」をクリックし

ます。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 削除する振込データの「データコメント／依

頼人名」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「振込データ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

③ 内容を確認し、削除をクリックします。 

※ 削除せずに「振込データ選択」画面に戻る場合は、 

確認をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

※ 削除しない場合は、キャンセルをクリックします。 

 

参照 
 
◆ 既存の振込データの削除についての詳細は、9.2「(5) 既存の振込／振替データを削除する」参照 



 

 8-17

８ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
） 

(3)-4 振込データを個別入力する 

受取人マスタに登録されていない受取人情報と支払金額情報を個別に入力して、振込データを作成し

ます。また、受取人マスタに個別入力した受取人情報が登録されます。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「データ作成」をクリックし

ます。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 新規をクリックします。 

⇒ 「振込指定日入力」画面が表示されます。 

 

 

③ 振込データについて設定し、次へをクリック

します。 

⇒ 「振込金額入力」画面が表示されます。 

 

④ 個別入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 振込データの個別入力についての詳細は、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 
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(4) 振込データを承認する 

作成した振込データを承認します。 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

 

③ 承認する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、承認をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「承認待」になっている振込データのみ

承認できます。 

⇒ 「承認確認」画面が表示されます。 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

⑤ 承認する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、了解をクリックします。 

※ 承認を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

⇒ 「送信データ選択」画面に戻ります。 
承認処理を行った振込データの「状態」欄が「承認待」

から「送信待」に変わります。 
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(5) 振込データを送信／再送信する 

(5)-1 振込データを送信する 

承認した振込データを送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

 

③ 送信する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信待」になっている振込データのみ

送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振込データが表

示された場合には、送信せずに当金庫までお問い合わ

せください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合は、データ

の修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3「(1) 
事前チェックエラーの詳細を表示する」参照 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号は、送信する際に送信日の伝送の順番を

カウントアップして、送信回数を識別するものです。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

⑥ 送信する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、実行をクリックします。 

※ 送信を取り止めて「送信データ選択」画面に戻る場合

はキャンセルをクリックします。 

※ 実行をクリックした後にセキュリティ警告画面が表示

される場合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 
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 ※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 
法人 IB 申込書（控）に記載されている「全銀パスワー

ド」および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6

桁で入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、送信が開始されま

す。送信が終了すると、「送信結果」画面が表示され

ます。 

※ 送信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。送信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常送信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「送信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 送信が完了し、「送信データ選択」画面に戻ります。 
送信処理を行った振込データの状態欄が「送信済」に

変わります。 

※ 送信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「総合振込」などのファイル伝

送メニューをクリックすると、業務中断メッセージ画

面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 
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(5)-2 振込データを再送信する 

送信済の振込データを再送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

 

③ 再送信する振込データの「選択」欄にチェッ

クを入れ、再送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信済」になっている振込データのみ

再送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振込データが表

示された場合には、再送信せずに当金庫までお問い合

わせください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合はデータの

修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3
「(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する」参

照 

⑤ サイクル番号を入力します。 

※ 再送信の場合、サイクル番号は必須です。 

 

以降の操作は、送信待の振込データを送信する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(5)-1 振込データを送信する」の手順⑥以降を参照 
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(6) 振込データを印刷する 

(6)-1 振込データの明細を印刷する 

振込明細データを印刷します。 

補足 
 
◆ 印刷順は、「振込指定日入力」画面または「振込金額入力」画面で最後に選択した表示順で印刷されます。 

印刷順を変更する場合は、いずれかの画面で表示順を変更してください。 

参照「振込指定日入力」画面または「振込金額入力」画面での表示順の変更については、前述の「(3)-1 振込

データを新規作成する」参照 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

③ 印刷する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、印刷をクリックします。 

 

 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 
 

④ ダウンロードしたファイルを Microsoft Word
またはワードパッドで開いて、印刷します。 
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(6)-2 振込データの送信結果を印刷する 

期間を指定して、送信した振込データの送信履歴を印刷します。 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックし、「通信結果報告書印刷」をク

リックします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

 

② 印刷する範囲を指定して、印刷をクリックし

ます。 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 

 



 

 8-24

８ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
） 

(7) 依頼人マスタを参照する 

登録されている依頼人マスタを参照します。依頼人の情報は、振込データ作成時に必要となります。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送－総合振込

をクリックします。 

 

 

② 「依頼人マスタ参照」をクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 参照する依頼人の「依頼人カナ名称／漢字名

称」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

④ 依頼人マスタの詳細を参照します。 
参照できる項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード/枝番 

・ 金融機関カナ名称 

・ 金融機関漢字名称 

・ 支店コード 

・ 支店カナ名称 

・ 支店漢字名称 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 依頼人コード 

・ 依頼人カナ名称 

・ 依頼人漢字名称 

・ 区分 

・ コメント 

⑤ 確認をクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ一覧」画面に戻ります。 
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8.3 給与・賞与振込 
振込に必要となる「従業員マスタ」を登録し、振込データを作成します。作成した振込データは、承

認処理を行った上で、送信します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 従業員マスタを登録する 

 (2)-1１件ずつ登録する 

 (2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

 (2)-3 従業員マスタを修正／削除する 

 (2)-4 従業員マスタを印刷する 

(3) 振込データを作成する 

 (3)-1 振込データを新規作成する 

 (3)-2 既存の振込データを修正／再利用する 

 (3)-3 既存の振込データを参照／削除する 

 (3)-4 振込データを個別入力する 

(4) 振込データを承認する 

(5) 振込データを送信／再送信する 

 (5)-1 振込データを送信する 

 (5)-2 振込データを再送信する 

(6) 振込データを印刷する 

 (6)-1 振込データの明細を印刷する 

 (6)-2 振込データの送信結果を印刷する 

(7) 依頼人マスタを参照する 
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(1) 業務の流れ 

給与・賞与振込業務の流れは以下のとおりです。 

 

新規登録（1 件ずつ登録） 

外部ファイルより一括登録 

新規作成 

既存の振込データを再利用 

個別入力 

修正／削除 

印刷 

→ (2)-1

→ (2)-2

→ (2)-3

→ (2)-4

→ (3)-1

→ (3)-2

→ (3)-4

修正 

参照／削除 

→ (3)-2

→ (3)-3

従業員マスタを登録する 

振込データを作成する 

振込データを承認する 

振込データを印刷する 

振込データの明細を印刷 

振込データの送信結果を印刷 

依頼人マスタを参照する 

→ (2)

→ (3)

→ (4)

→ (5)

→ (6)-1

→ (6)-2

→ (6)

→ (7)

送信 

再送信 

→ (5)-1

→ (5)-2

振込データを送信／再送信する → (5)
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(2) 従業員マスタを登録する 

従業員マスタに従業員情報を登録します。従業員マスタの登録には、以下の方法があります。 

・ 1 件ずつ登録する 
口座情報などを指定して、従業員マスタを登録します。 

・ 外部ファイルを利用して一括登録する 
外部ファイルを読み込んで、従業員マスタを一括登録します。 

補足 
 
◆ 従業員マスタは、最大 9999 件まで登録できます。 

 

その他の機能として、以下のことも行えます。 

・ 印刷 
登録されている従業員マスタを一覧表示して印刷します。 

・ ファイル出力 
登録されている従業員マスタを CSV 形式のファイルにダウンロードします。 

参照 
 
◆ マスタのダウンロードについては、9.1「(5)マスタを CSV データでダウンロードする」参照 

・ 検索グループ名称の登録 
検索グループ名称を登録しておくと、従業員マスタをグループに分類して登録することができま

す。振込データを作成する際に、対象の従業員を簡単に抽出することができます。 

・ 従業員マスタの修正／削除 
登録されている従業員マスタを修正／削除します。 

 

(2)-1 1 件ずつ登録する 

従業員マスタに新規登録します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

② 「従業員マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「従業員マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「従業員マスタ登録」画面が表示されます。 
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④ 従業員情報を入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「従業員マスタ

登録」画面の設定項目」参照 

※ 「従業員マスタ一覧」画面に戻る場合は、一覧表示を

クリックします。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

⑤ 登録をクリックします。 

 

● 「従業員マスタ登録」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

金融機関コード 金融機関コードを入力して検索をクリックすると、「金融機関カナ名称」と「金融機関漢

字名称」が自動表示されます。 

金融機関コードが不明な場合は、検索をクリックすると、金融機関名称を頭文字から検

索することができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

支店コード 支店コードを入力して検索をクリックすると、「支店カナ名称」と「支店漢字名称」が自

動表示されます。 

支店コードが不明な場合は、検索をクリックすると、支店名称を頭文字から検索するこ

とができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

預金種目 プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

・普通 

・当座 

口座番号 口座番号を半角数字 7 文字以内で入力します。 

従業員カナ名称 従業員カナ名称を、半角カナ／半角英数字 30 文字以内で入力します。 

従業員漢字名称 * 必要に応じて、従業員漢字名称を全角文字 48 文字以内で入力します。従業員漢字名称を

入力すると、「従業員マスタ一覧」画面などに表示されるようになります。 

従業員コード 1 *／ 
従業員コード 2 * 

「従業員マスタ一覧」画面などで、従業員を特定の順番で並べたい場合、従業員コードを

指定しておきます。従業員コードを指定する場合は、「従業員コード 1」と「従業員コー

ド 2」の組み合わせで、重複しない番号を半角数字 10 文字でそれぞれ入力してください。

顧客コードを登録しておくと、振込データ作成時などに簡単に従業員マスタを抽出するこ

とができます。 

検索用カナ名称 「従業員カナ名称」に入力した名称が、法人略語など（「カ）」「ユ）」など）を除いて自動

表示されます。変更することもできます。変更する場合は、半角カナ／半角英数字 30 文

字以内で入力してください。 

グループ指定 * 指定するグループにチェックを入れます。 

※ 「グループ」とは、振込先を分類するための項目です。グループを設定しておくと、

振込データ作成時などに簡単に従業員マスタを抽出することができます。 

※ 「条件」は複数選択できます。その場合は、AND 検索となります。 

参照 グループの登録については、9.1「(1) 検索グループ名称を登録する」参照 
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(2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルを取り込んで、従業員マスタを一括登録します。 

 

① 登録用データを作成します。 

参照 登録用データの作成については、 
9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括

登録する」参照 

② 利用者メニューで、 

ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「従業員マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「従業員マスタ一覧」画面が表示されます。 

③ 外部ファイル入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 従業員マスタの一括登録についての詳細は、9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する」参照
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(2)-3 従業員マスタを修正／削除する 

既存の従業員マスタを選択して、修正／削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「従業員マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「従業員マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

② 修正／削除するマスタを検索します。 

検索種別と表示順を選択し、検索をクリック

します。 

⇒ 画面下部に、該当する従業員マスタが一覧表示されま

す。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを呼び出す」

参照 

③ 修正／削除する従業員マスタの「選択」欄に

チェックを入れます。 

④ 修正する場合は修正、削除する場合は削除を

クリックします。 

 

参照 
 
◆ 従業員マスタの修正／削除についての詳細は、9.1「(3) マスタを修正／削除する」参照 

補足 
 
◆ 従業員マスタの修正可能項目について 

従業員マスタの修正時に修正可能な項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード 
金融機関名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 支店コード 
支店名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 従業員カナ名称 

・ 従業員漢字名称 

・ 従業員コード 1／従業員コード 2 

・ 検索用カナ名称 

・ グループ指定 

参照 「従業員マスタ登録」画面の設定項目については、前述の「(2)-1 1 件ずつ登録する」参照 
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(2)-4 従業員マスタを印刷する 

従業員マスタを印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「従業員マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「従業員マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

② 必要に応じて、検索種別、表示順を選択しま

す。 

③ 印刷をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 従業員マスタの印刷についての詳細は、9.4「(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する」参照 
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(3) 振込データを作成する 

振込データを作成します。振込データの作成には、以下の方法があります。 

・ 新規作成 
従業員マスタに登録されている従業員を指定して、振込データを新規作成します。 

・ 既存のデータ利用 
送信済の振込データを再利用して、新しい振込データを作成します。 

・ 個別入力 
従業員マスタに登録されていない従業員情報を個別に入力して、振込データを作成します。 

・ 外部データによる一括作成 
外部データ（CSV ファイル）を読み込んで振込データを一括作成します。 

参照 
 
◆ 9.2「(3)外部データを利用して振込／振替データを一括作成する」参照 

・ その他の機能 
振込データを全銀フォーマットでダウンロードすることもできます。 
また、作成途中の振込データの修正／削除も行えます。 

補足 
 
◆ 振込データ保持件数は 15 件です。16 件以上の振込データを新規作成または再利用しようとすると、エラ

ーメッセージが表示されます。不要な振込データを削除してから、作成を行ってください。 

参照 
 
◆ ダウンロードについては、9.2「(6)振込／振替データをダウンロードする」参照 

◆ 振込データの削除については、後述の「(3)-3 既存の振込データを参照／削除する」参照 

 

(3)-1 振込データを新規作成する 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「振込指定日入力」画面が表示されます。 
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④ 振込データについて入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「振込指定日入

力」画面の設定項目」参照 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「振込金額入力」画面が表示されます。画面上部には、

依頼人情報が表示されます。 
画面中央には、従業員情報が一覧表示されます。 
 

 

 

⑥ 振込明細を作成します。 
従業員情報の一覧で、振込金額などを、従業

員ごとに入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「振込金額入力」

画面の設定項目」参照 

※ 従業員情報の一覧の表示順を変更できます。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択しま

す。 
 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 
ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 
「入力順」を選択すると、振込明細の作成順に表示さ

れます。 

※ 振込明細が 20 件を超える場合は、プルダウンメニュー

から、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

※ 従業員情報を個別に追加する場合は、個別入力をクリ

ックします。 

※ 「従業員マスタ」から従業員を検索して追加する場合

は、従業員マスタ呼出をクリックします。 

「従業員マスタ呼出」画面で、指定する従業員の条件

を設定します。 

参照 9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

※ 従業員情報を個別入力して、振込データを作成する場

合は、振込データの個別入力を行います。 

参照 振込データの個別入力については、後述の

「(3)-4 振込データを個別入力する」参照 

 

⑦ 作成完了をクリックします。 

⇒ 「作成完了確認」画面が表示されます。 



 

 8-34

８ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
） 

 

⑧ 振込件数、合計金額、振込指定日などを確認

します。 

⑨ 振込データの作成が完了し、承認待ちとする

場合は「承認待」を選択します。 
振込データが作成途中の場合は「作成中」を

選択します。 

⑩ 確認をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面に戻ります。 

※ 振込金額が 0 円の明細がある場合、「承認待」を選択す

ると、一括削除される旨のメッセージが表示されます。

一括削除する場合は OK をクリックします。 

 

● 「振込指定日入力」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

振込依頼人 画面上部の依頼人の一覧で、選択する依頼人の「選択」欄にチェックを入れます。 

参照 依頼人マスタに登録されているデータを参照する方法については、後述の「(7) 依

頼人マスタを参照する」参照 

振込指定日 振込指定日を半角数字で入力します。 

データの種類 「給与振込データ／賞与振込データ」を選択します。 

データコメント* 必要に応じて、データコメントを入力します。「振込データ選択」画面の「データコメン

ト」にも表示されます。 

表示順 次画面に表示される振込明細の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

※ 「入力順」を選択すると、以下の順番で振込先が表示されます。 
コード 1、コード 2、名称、金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号 

従業員 振込先となる従業員の条件（対象マスタおよび検索種別）を指定します。 
従業員は、従業員マスタに登録されているデータから検索します。 

参照 マスタの登録については、前述の「(2) 従業員マスタを登録する」参照 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

 

● 「振込金額入力」画面の設定項目 

設定項目 説 明 

依頼人情報 画面上部には、依頼人情報が表示されます。 

従業員情報一覧 画面下部には、従業員情報が一覧表示されます。 

 表示順 従業員情報一覧の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

 従業員 従業員名が表示されます。 
リンクをクリックすると、従業員詳細情報が表示されます。 

 振込金額 振込金額を入力します。 
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(3)-2 既存の振込データを修正／再利用する 

未送信の振込データを修正します。また、送信済の振込データを再利用して、新しい振込データを作

成することもできます。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 修正／再利用する振込データの「選択」欄に

チェックを入れます。 

③ 修正する場合は修正、再利用して新規作成す

る場合は送信済データ利用をクリックしま

す。 

※ 修正できるのは、「状態」が「作成中」「承認待」「送信

待」の振込データのみです。 

※ 再利用できるのは、「状態」が「送信済」の振込データ

のみです。 

 

参照 
 
◆ 既存の振込データの修正／再利用についての詳細は、9.2「(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する」

参照 

補足 
 
◆ 振込データの修正可能項目について 

振込データの修正／再利用時に修正可能な項目は以下のとおりです。 
従業員名や支払金額は前回入力した内容が表示されます。修正の必要がある場合は注意してください。 

 

「振込指定日入力」画面 

・ 振込指定日 

・ データの種類 

・ データコメント 

・ 表示順 

 

「振込金額入力」画面 

・ 表示順 

・ 件数の表示 

・ 従業員名の追加と削除 

・ 振込金額 

 

参照 従業員名の追加については、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 

参照 従業員名の削除については、9.2「(5)-2 明細を削除する」参照 
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(3)-3 既存の振込データを参照／削除する 

既存の振込データを参照／削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 削除する振込データの「データコメント／依

頼人名」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「振込データ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

③ 内容を確認し、削除をクリックします。 

※ 削除せずに「振込データ選択」画面に戻る場合は、 

確認をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

※ 削除しない場合は、キャンセルをクリックします。 

 

参照 
 
◆ 既存の振込データの削除についての詳細は、9.2「(5) 既存の振込／振替データを削除する」参照 
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(3)-4 振込データを個別入力する 

従業員マスタに登録されていない従業員情報と振込金額情報を個別に入力して、振込データを作成し

ます。また、従業員マスタに個別入力した従業員情報が登録されます。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 新規をクリックします。 

⇒ 「振込指定日入力」画面が表示されます。 

 

 

③ 振込データについて設定し、次へをクリック

します。 

⇒ 「振込金額入力」画面が表示されます。 

 

④ 個別入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 振込データの個別入力についての詳細は、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 
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(4) 振込データを承認する 

作成した振込データを承認します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

 

③ 承認する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、承認をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「承認待」になっている振込データのみ

承認できます。 

⇒ 「承認確認」画面が表示されます。 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

⑤ 承認する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、了解をクリックします。 

※ 承認を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

⇒ 「送信データ選択」画面に戻ります。 
承認処理を行った振込データの「状態」欄が「承認待」

から「送信待」に変わります。 
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(5) 振込データを送信／再送信する 

(5)-1 振込データを送信する 

承認した振込データを送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

③ 送信する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信待」になっている振込データのみ

送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振込データが表

示された場合には、送信せずに当金庫までお問い合わ

せください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合は、データ

の修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3「(1) 
事前チェックエラーの詳細を表示する」参照 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号は、送信する際に送信日の伝送の順番を

カウントアップして、送信回数を識別するものです。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

⑥ 送信する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、実行をクリックします。 

※ 送信を取り止めて「送信データ選択」画面に戻る場合

はキャンセルをクリックします。 

※ 実行をクリックした後にセキュリティ警告画面が表示

される場合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 
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 ※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、送信が開始されま

す。送信が終了すると、「送信結果」画面が表示され

ます。 

※ 送信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。送信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常送信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「送信結果」画面を印刷する場合は、印刷をクリック

します。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 送信が完了し、「送信データ選択」画面に戻ります。 
送信処理を行った振込データの「状態」欄が「送信済」

に変わります。 

※ 送信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「給与・賞与振込」などのファ

イル伝送メニューをクリックすると、業務中断メッセ

ージ画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 
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(5)-2 振込データを再送信する 

送信済の振込データを再送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振込データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振込データは表示されません。 

 

③ 再送信する振込データの「選択」欄にチェッ

クを入れ、再送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信済」になっている振込データのみ

再送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振込データが表

示された場合には、再送信せずに当金庫までお問い合

わせください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

④ 振込データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合はデータの

修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3
「(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する」参

照 

⑤ サイクル番号を入力します。 

※ 再送信の場合、サイクル番号は必須です。 

 

以降の操作は、送信待の振込データを送信する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(5)-1 振込データを送信する」の手順⑥以降を参照 
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(6) 振込データを印刷する 

(6)-1 振込データの明細を印刷する 

振込明細データを印刷します。 

補足 
 
◆ 印刷順は、「振込指定日入力」画面または「振込金額入力」画面で最後に選択した表示順で印刷されます。 

印刷順を変更する場合は、いずれかの画面で表示順を変更してください。 

参照「振込指定日入力」画面または「振込金額入力」画面での表示順の変更については、前述の「(3)-1 振込

データを新規作成する」参照 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

 

③ 印刷する振込データの「選択」欄にチェック

を入れ、印刷をクリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

 

④ 保存をクリックします。 

⑤ ダウンロードしたファイルを Microsoft Word
またはワードパッドで開いて、印刷します。 



 

 8-43

８ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
） 

(6)-2 振込データの送信結果を印刷する 

期間を指定して、送信した振込データの送信履歴を印刷します。 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－給与・賞与振込をクリック

し、「通信結果報告書印刷」をクリックしま

す。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

 

② 印刷する範囲を指定して、印刷をクリックし

ます。 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 
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(7) 依頼人マスタを参照する 

登録されている依頼人マスタを参照します。依頼人の情報は、振込データ作成時に必要となります。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－給与・賞与振込をクリックし

ます。 

 

 

② 「依頼人マスタ参照」をクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 参照する依頼人の「依頼人カナ名称／漢字名

称」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

④ 依頼人マスタの詳細を参照します。 
参照できる項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード（枝番） 

・ 金融機関カナ名称 

・ 金融機関漢字名称 

・ 支店コード 

・ 支店カナ名称 

・ 支店漢字名称 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 依頼人コード 

・ 依頼人カナ名称 

・ 依頼人漢字名称 

・ 区分 

・ コメント 

⑤ 確認をクリックします。 

⇒ 「依頼人マスタ一覧」画面に戻ります。 
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8.4 預金口座振替 
振替に必要となる「支払人マスタ」を登録し、振替データを作成します。作成した振替データは、承

認処理を行った上で、送信します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 支払人マスタを登録する 

 (2)-1 1 件ずつ登録する 

 (2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

 (2)-3 支払人マスタを修正／削除する 

 (2)-4 支払人マスタを印刷する 

(3) 振替データを作成する 

 (3)-1 振替データを新規作成する 

 (3)-2 既存の振替データを修正／再利用する 

 (3)-3 既存の振替データを参照／削除する 

 (3)-4 振替データを個別入力する 

(4) 振替データを承認する 

(5) 振替データを送信／再送信する 

 (5)-1 振替データを送信する 

 (5)-2 振替データを再送信する 

(6) 振替データを印刷する 

 (6)-1 振替データの明細を印刷する 

 (6)-2 振替データの送受信結果を印刷する 

(7) 振替結果データを受信する 

 (7)-1 振替結果データを受信する 

 (7)-2 受信した振替結果データの明細を照会する 

 (7)-3 受信した振替結果データの明細を印刷する 

 (7)-4 受信した振替結果データを元に振替データを作成する 

 (7)-5 受信した振替結果データをダウンロードする 

(8) 委託者マスタを参照する 
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(1) 業務の流れ 

預金口座振替業務の流れは以下のとおりです。 

 

新規登録（1 件ずつ登録） 

外部ファイルより一括登録 

新規作成 

既存の振替データを再利用 

個別入力 

修正／削除 

印刷 

→ (2)-1

→ (2)-2

→ (2)-3

→ (2)-4

→ (3)-1

→ (3)-2

→ (3)-4

修正 

参照／削除 

→ (3)-2

→ (3)-3

支払人マスタを登録する 

振替データを作成する 

振替データを承認する 

振替データを印刷する 

振替データの明細を印刷 

振替データの送受信結果を印刷 

委託者マスタを参照する 

→ (2)

→ (3)

→ (4)

→ (5)

→ (6)-1

→ (6)-2

→ (6)

→ (8)

送信 

再送信 

→ (5)-1

→ (5)-2

振替データを送信／再送信する → (5)

預金口座振替結果データを受信する 

受信 

受信データの明細を照会 

→ (7)-1

→ (7)-2

→ (7)

受信データの明細を印刷 → (7)-3

受信データの明細を再利用 → (7)-4

受信データの明細をダウンロード → (7)-5
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(2) 支払人マスタを登録する 

支払人マスタに支払人情報を登録します。支払人マスタの登録には、以下の方法があります。 

・ 1 件ずつ登録する 
口座情報などを指定して、支払人マスタを登録します。 

・ 外部ファイルを利用して一括登録する 
外部ファイルを読み込んで、支払人マスタを一括登録します。 

補足 
 
◆ 支払人マスタは、最大 9999 件まで登録できます。 

 

その他の機能として、以下のことも行えます。 

・ 印刷 
登録されている支払人マスタを一覧表示して印刷します。 

・ ファイル出力 
登録されている支払人マスタを CSV 形式のファイルにダウンロードします。 

参照 
 
◆ マスタのダウンロードについては、9.1「(5)マスタを CSV データでダウンロードする」参照 

・ 検索グループ名称の登録 
検索グループ名称を登録しておくと、支払人マスタをグループに分類して登録することができま

す。振替データを作成する際に、対象の支払人を簡単に抽出することができます。 

・ 支払人マスタの修正／削除 
登録されている支払人マスタを修正／削除します。 
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(2)-1 1 件ずつ登録する 

支払人マスタに新規登録します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

② 「支払人マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「支払人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「支払人マスタ登録」画面が表示されます。 

 

 

④ 支払人情報を入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「支払人マスタ

登録」画面の設定項目」参照 

※ 「支払人マスタ一覧」画面に戻る場合は、一覧表示を

クリックします。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

⑤ 登録をクリックします。 
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● 「支払人マスタ登録」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

金融機関コード 金融機関コードを入力して検索をクリックすると、「金融機関カナ名称」と「金融機関漢

字名称」が自動表示されます。 

金融機関コードが不明な場合は、検索をクリックすると、金融機関名称を頭文字から検

索することができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

支店コード 支店コードを入力して検索をクリックすると、「支店カナ名称」と「支店漢字名称」が自

動表示されます。 

支店コードが不明な場合は、検索をクリックすると、支店名称を頭文字から検索するこ

とができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

預金種目 プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

・普通 

・当座 

・納税準備 

・その他 

口座番号 口座番号を半角数字 7 文字以内で入力します。 

支払人カナ名称 支払人カナ名称を、半角カナ／半角英数字 30 文字以内で入力します。 

支払人漢字名称 * 必要に応じて、支払人漢字名称を全角文字 48 文字以内で入力します。支払人漢字名称を

入力すると、「支払人マスタ一覧」画面などに表示されるようになります。 

支払人コード 1*／ 
支払人コード 2 * 

「支払人マスタ一覧」画面などで、支払人を特定の順番で並べたい場合、支払人コードを

指定しておきます。支払人コードを指定する場合は、「支払人コード 1」と「支払人コー

ド 2」の組み合わせで、重複しない番号を半角数字 10 文字でそれぞれ入力してください。

検索用カナ名称 「支払人カナ名称」に入力した名称が、法人略語など（「カ)」「ユ)」など）を除いて自動

表示されます。変更することもできます。変更する場合は、半角カナ／半角英数字 30 文

字以内で入力してください。 

グループ指定 * 指定するグループにチェックを入れます。 

※ 「グループ」とは、請求先を分類するための項目です。グループを設定しておくと、

データ作成時などに簡単に支払人マスタを抽出することができます。 

※ 「条件」は複数選択できます。その場合は、AND 検索となります。 

参照 グループの登録については、9.1「(1) 検索グループ名称を登録する」参照 

 

補足 
 
◆ 支払人の口座としてゆうちょ銀行を設定する場合 

集金代行業務を行う場合で、支払人の口座にゆうちょ銀行を設定する場合は、各項目を以下のように設定し

てください。それ以外の項目は、通常どおり支払人情報を入力してください。 

設定項目 説 明 

金融機関コード 「9900（ゆうちょ銀行）」を指定します。 

支店コード 通帳記号（5 桁）のうち、冒頭と末尾の各 1 桁を除いた数字を指定します。 
たとえば、通帳記号が「12345」の場合、「234」を指定します。 

預金種目 「普通」を選択します。 

口座番号 通常貯金の通帳番号について、以下のルールにしたがって 7 桁で入力します。 

・ 通帳番号が 5 桁の場合 
冒頭に「0」を 3 つ追加し、末尾 1 桁を除いた数字を入力します。 
たとえば、通帳番号「12345」の場合は「0001234」と入力します。 

・ 通帳番号が 6 桁の場合 
冒頭に「0」を 2 つ追加し、末尾 1 桁を除いた数字を入力します。 

・ 通帳番号が 7 桁の場合 
冒頭に「0」を 1 つ追加し、末尾 1 桁を除いた数字を入力します。 
たとえば、通帳番号「1234567」の場合は「0123456」と入力します。 

・ 通帳番号が 8 桁の場合 
末尾 1 桁を除いた数字を入力します。 
たとえば、通帳番号「12345678」の場合は「1234567」と入力します。 
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(2)-2 外部ファイルを利用して一括登録する 

全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルを取り込んで、支払人マスタを一括登録します。 

 

① 登録用データを作成します。 

参照 登録用データの作成については、 
9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括

登録する」参照 

② 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「支払人マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「支払人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 外部ファイル入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 支払人マスタの一括登録についての詳細は、9.1「(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する」参照
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(2)-3 支払人マスタを修正／削除する 

既存の支払人データを選択して、修正／削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「支払人マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「支払人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

 

② 修正／削除するマスタを検索します。 

検索種別と表示順を選択し、検索をクリック

します。 

⇒ 画面下部に、該当する支払人データが一覧表示されま

す。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを

呼び出す」参照 

③ 修正／削除する支払人データの「選択」欄に

チェックを入れます。 

④ 修正する場合は修正、削除する場合は削除を

クリックします。 

 

参照 
 
◆ 支払人マスタの修正／削除についての詳細は、9.1「(3) マスタを修正／削除する」参照 

補足 
 
◆ 支払人マスタの修正可能項目について 

支払人マスタの修正時に修正可能な項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード 
金融機関名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 支店コード 
支店名称の検索により修正を行う場合は、入力しているコードをいったんクリアしてください。 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 支払人カナ名称 

・ 支払人漢字名称 

・ 支払人コード 1／支払人コード 2 

・ 検索用カナ名称 

・ グループ指定 

 

参照 「支払人マスタ登録」画面の設定項目については、前述の「(2)-1 1 件ずつ登録する」参照 
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(2)-4 支払人マスタを印刷する 

支払人マスタを印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「支払人マスタ登録」をクリックします。 

⇒ 「支払人マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

 

② 必要に応じて、検索種別、表示順を選択しま

す。 

③ 印刷をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 支払人マスタの印刷についての詳細は、9.4「(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する」参照 
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(3) 振替データを作成する 

振替データを作成します。振替データの作成には、以下の方法があります。 

・ 新規作成 
支払人マスタに登録されている支払人を指定して、振替データを新規作成します。 

・ 既存のデータ利用 
送信済の振替データを再利用して、新しい振替データを作成します。 

・ 個別入力 
支払人マスタに登録されていない支払人情報を個別に入力して、振替データを作成します。 

・ 外部データによる一括作成 
外部データ（CSV ファイル）を読み込んで振替データを一括作成します。 

参照 
 
◆ 9.2「(3) 外部データを利用して振込／振替データを一括作成する」参照 

・ その他の機能 
振替データを全銀フォーマットでダウンロードすることもできます。 
また、作成途中の振替データの修正／削除も行えます。 

補足 
 
◆ 振替データ保持件数は 15 件です。16 件以上の振替データを新規作成または再利用しようとすると、エラー

メッセージが表示されます。不要な振替データを削除してから、作成を行ってください。 

参照 
 
◆ ダウンロードについては、9.2「(6) 振込／振替データをダウンロードする」参照 

◆ 振替データの削除については、後述の「(3)-3 既存の振替データを参照／削除する」参照 

 

(3)-1 振替データを新規作成する 

振替データを新規作成します。支払人は、登録済の「支払人マスタ」から指定します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「引落指定日入力」画面が表示されます。 
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④ 振替データについて入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「引落指定日入

力」画面の設定項目」参照 

⑤ 次へをクリックします。 

⇒ 「振替金額入力」画面が表示されます。画面上部には、

委託者情報が表示されます。画面中央に、支払人情報

が一覧表示されます。 

 

 

⑥ 振替明細を作成します。 
支払人情報の一覧で、引落金額などを、支払

人ごとに入力します。 

参照 設定項目については、後述の「● 「振替金額入力」

画面の設定項目」参照 

※ 支払人情報の一覧の表示順を変更できます。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択しま

す。 
 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 
ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 
「入力順」を選択すると、振替明細の作成順に表示さ

れます。 

※ 振替明細が 20 件を超える場合は、プルダウンメニュー

から、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

※ 支払人情報を個別に追加する場合は、個別入力をクリ

ックします。 

※ 「支払人マスタ」から支払人を検索して追加する場合

は、支払人マスタ呼出をクリックします。 

「支払人マスタ呼出」画面で、指定する支払人の条件

を設定します。 

参照 9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

※ 支払人情報を個別入力して、振替データを作成する場

合は、振替データの個別入力を行います。 

参照 後述の「(3)-4 振替データを個別入力する」

参照 

 

⑦ 作成完了をクリックします。 

⇒ 「作成完了確認」画面が表示されます。 
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⑧ 請求合計件数、請求合計金額、引落指定日な

どを確認します。 

⑨ 振替データの作成が完了し、承認待ちとする

場合は「承認待」を選択します。 
振替データが作成途中の場合は「作成中」を

選択します。 

⑩ 確認をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面に戻ります。 

※ 振替金額が 0 円の明細がある場合、「承認待」を選択す

ると、一括削除される旨のメッセージが表示されます。

一括削除する場合は OK をクリックします。 

 

 

● 「引落指定日入力」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

委託者 画面上部の委託者の一覧で、選択する委託者の「選択」欄にチェックを入れます。 

参照 委託者マスタに登録されているデータを参照する方法については、後述の「(8) 委

託者マスタを参照する」参照 

引落指定日 引落指定日を半角数字で入力します。 

データコメント* 必要に応じて、データコメントを入力します。「振替データ選択」画面の「データコメン

ト」に表示されます。 

表示順 次画面に表示される振替明細の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

※ 「入力順」を選択すると、以下の順番で振替先が表示されます。 
コード 1、コード 2、名称、金融機関コード、店舗コード、科目コード、口座番号 

支払人 振替先となる支払人の条件（対象マスタおよび検索種別）を指定します。 
支払人は、支払人マスタに登録されているデータから検索します。 

参照 マスタの登録については、前述の「(2) 支払人マスタを登録する」参照 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを呼び出す」参照 

 

● 「振替金額入力」画面の設定項目 

設定項目 説 明 

委託者情報 画面上部には、委託者情報が表示されます。 

支払人情報一覧 画面下部には、支払人情報が一覧表示されます。 

 表示順 支払人情報一覧の表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

 入力順／名称順／コード 1／コード 2／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも反映されます。 

 支払人名 支払人名が表示されます。 
リンクをクリックすると、支払人詳細情報が表示されます。 

 引落金額 引落金額を入力します。 
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(3)-2 既存の振替データを修正／再利用する 

未送信の振替データを修正します。また、送信済の振替データを再利用して、新しい振替データを作

成することもできます。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 修正／再利用する振替データの「選択」欄に

チェックを入れます。 

③ 修正する場合は修正、再利用して新規作成す

る場合は送信済データ利用をクリックしま

す。 

※ 修正できるのは、「状態」が「作成中」「承認待」「送信

待」の振替データのみです。 

※ 再利用できるのは、「状態」が「送信済」の振替データ

のみです。 

 

参照 
 
◆ 既存の振替データの修正／再利用についての詳細は、9.2「(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する」

参照 

補足 
 
◆ 振替データの修正可能項目について 

振替データの修正／再利用時に修正可能な項目は以下のとおりです。 
支払人名や引落金額は前回入力した内容が表示されます。修正の必要がある場合は注意してください。 

 

「引落指定日入力」画面 

・ 引落指定日 

・ データコメント 

・ 表示順 

 

「振替金額入力」画面 

・ 表示順 

・ 支払人名の追加と削除 

・ 引落金額 

 

参照 支払人名の追加については、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 

参照 支払人名の削除については、9.2「(5)-2 明細を削除する」参照 
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(3)-3 既存の振替データを参照／削除する 

既存の振替データを参照／削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 削除する振替データの「データコメント／委

託者名」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「振替データ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

③ 内容を確認し、削除をクリックします。 

※ 削除せずに「振替データ選択」画面に戻る場合は、 

確認をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

※ 削除しない場合は、キャンセルをクリックします。 

 

参照 
 
◆ 既存の振替データの削除についての詳細は、9.2「(5) 既存の振込／振替データを削除する」参照 
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(3)-4 振替データを個別入力する 

支払人マスタに登録されていない支払人情報と引落金額情報を個別に入力して、振替データを作成し

ます。また、支払人マスタに個別入力した支払人情報が登録されます。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

 

 

② 新規をクリックします。 

⇒ 「引落指定日入力」画面が表示されます。 

 

 

③ 振替データについて設定し、次へをクリック

します。 

⇒ 「振替金額入力」画面が表示されます。 

 

④ 個別入力をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 振替データの個別入力についての詳細は、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」参照 
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(4) 振替データを承認する 

作成した振替データを承認します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振替データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振替データは表示されません。 

 

③ 承認する振替データの「選択」欄にチェック

を入れ、承認をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「承認待」になっている振替データのみ

承認できます。 

⇒ 「承認確認」画面が表示されます。 

 

④ 振替データの内容を確認します。 

⑤ 承認する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、了解をクリックします。 

※ 承認を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

⇒ 「送信データ選択」画面に戻ります。 
承認処理を行った振替データの「状態」欄が「承認待」

から「送信待」に変わります。 
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(5) 振替データを送信／再送信する 

(5)-1 振替データを送信する 

承認した振替データを送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振替データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振替データは表示されません。 

 

③ 送信する振替データの「選択」欄にチェック

を入れ、送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信待」になっている振替データのみ

送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振替データが表

示された場合には、送信せずに当金庫までお問い合わ

せください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

④ 振替データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合は、データ

の修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3「(1) 
事前チェックエラーの詳細を表示する」参照 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号は、送信する際に送信日の伝送の順番を

カウントアップして送信回数を識別するものです。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

⑥ 送信する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、実行をクリックします。 

※ 送信を取り止めて「送信データ選択」画面に戻る場合

は、キャンセルをクリックします。 

※ 実行をクリックした後にセキュリティ警告画面が表示

される場合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 
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 ※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、送信が開始されま

す。送信が終了すると、「送信結果」画面が表示され

ます。 

※ 送信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。送信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常送信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「送信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 送信が完了し、「送信データ選択」画面に戻ります。 
送信処理を行った振替データの状態欄が「送信済」に

変わります。 

※ 送信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「預金口座振替」などのファイ

ル伝送メニューをクリックすると、業務中断メッセー

ジ画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 
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(5)-2 振替データを再送信する 

いったん送信した振替データを再送信します。 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

② 「データ承認・送信」をクリックします。 

⇒ 「送信データ選択」画面が表示されます。 
承認待／送信待／送信済の振替データが一覧表示さ

れます。 

※ 作成中の振替データは表示されません。 

 

③ 再送信する振替データの「選択」欄にチェッ

クを入れ、再送信をクリックします。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「状態」欄が「送信済」になっている振替データのみ

再送信できます。 

※ 「状態」欄が「送信中」になっている振替データが表

示された場合には、再送信せずに当金庫までお問い合

わせください。 

⇒ 「送信確認」画面が表示されます。 

 

④ 振替データの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合はデータの

修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3
「(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する」参

照 

⑤ サイクル番号を入力します。 

※ 再送信の場合、サイクル番号は必須です。 

 

以降の操作は、送信待の振替データを送信する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(5)-1 振替データを送信する」の手順⑥以降を参照 
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(6) 振替データを印刷する 

(6)-1 振替データの明細を印刷する 

振替明細データを印刷します。 

補足 
 
◆ 印刷順は、「引落指定日入力」画面または「振替金額入力」画面で最後に選択した表示順で印刷されます。 

印刷順を変更する場合は、いずれかの画面で表示順を変更してください。 

参照「引落指定日入力」画面または「振替金額入力」画面での表示順の変更については、前述の「(3)-1 振替

データを新規作成する」参照 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振替データ選択」画面が表示されます。 

 

③ 印刷する振替データの「選択」欄にチェック

を入れ、印刷をクリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

 

④ 保存をクリックします。 

⑤ ダウンロードしたファイルを Microsoft Word
またはワードパッドで開いて、印刷します。 
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(6)-2 振替データの送受信結果を印刷する 

期間を指定して、送受信した振替データの送受信履歴を印刷します。 

 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし、

「通信結果報告書印刷」をクリックします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

 

 

② 印刷する範囲を指定して、印刷をクリックし

ます。 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 
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(7) 振替結果データを受信する 

(7)-1 振替結果データを受信する 

預金口座振替結果データを受信します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

⇒ 「預金口座振替」画面が表示されます。 

 

 

② データ受信をクリックします。 

⇒ 「契約情報選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 受信する契約情報の「選択」欄にチェックを

入れ、受信をクリックします。 

※ 一度受信した情報を再度受信する場合は、再受信をク

リックします。 

⇒ 「受信確認」画面が表示されます。 

 

④ 内容を確認します。 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

※ 手順③で再受信をクリックした場合、サイクル番号に

は受信時と同じ番号を入力する必要があります。サイ

クル番号は、「通信結果報告書」で確認できます。 

参照 「通信結果報告書」の印刷方法については、前述

の「(6)-2 振替データの送受信結果を印刷する」

参照 

⑥ 受信する場合は、実行をクリックします。 

※ 受信を取り止めて「契約情報選択」画面に戻る場合は、

キャンセルをクリックします。 

※ 実行をクリックした後にセキュリティ警告画面が表示

される場合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュリテ

ィ警告を確認する」参照 
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 ※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、受信が開始されま

す。受信が終了すると、「受信結果」画面が表示され

ます。 

※ 受信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。受信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常受信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「受信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 受信が完了し、「契約情報選択」画面に戻ります。 

※ 受信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「預金口座振替」などのファイ

ル伝送メニューをクリックすると、業務中断メッセー

ジ画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面の詳

細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／ファイル

伝送中断結果を確認する」参照 
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(7)-2 受信した振替結果データの明細を照会する 

受信した振替結果データの明細を照会します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

⇒ 「預金口座振替」画面が表示されます。 

 

 

② データ参照・印刷をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。受信した振

替結果データが受信日ごとに一覧表示されます。 

 

 

③ 照会する「受信日」のリンクをクリックしま

す。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。口座振替結

果が委託者ごとに一覧表示されます。 

 

④ 照会する「委託者コード／委託者名義人」の

リンクをクリックします。 

※ 取引明細をリッチテキストファイルで出力する場合

は、一覧印刷をクリックします。 

⇒ 「口座振替結果」画面が表示されます。クリックした

委託者の口座振替結果が表示されます。 

 

⑤ 内容を確認し、確認をクリックします。 

※ 振替明細が 20 件を超える場合は、プルダウンメニュー

から、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

※ 振替不能口座のみ表示する場合は、「振替不能口座のみ

表示する」にチェックを入れます。 

※ 振替不能データを抽出して再請求の振替データを作成

する場合は、エラー抽出・データ作成をクリックしま

す。 

参照 エラー抽出・データ作成については、後述の「(7)-4 受

信した振替結果データを元に振替データを作成する」

参照 
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(7)-3 受信した振替結果データの明細を印刷する 

受信した振替結果データの明細を印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

⇒ 「預金口座振替」画面が表示されます。 

 

 

② データ参照・印刷をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。受信した振

替結果データが受信日ごとに一覧表示されます。 

 

 

③ 印刷する「受信日」のリンクをクリックしま

す。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。口座振替結

果が委託者ごとに一覧表示されます。 

 

④ 印刷する「委託者コード／委託者名義人」の

リンクをクリックします。 

⇒ 「口座振替結果」画面が表示されます。クリックした

委託者の口座振替結果が表示されます。 

 

⑤ 内容を確認し、口座振替結果を印刷する場合

は、印刷をクリックします。 

※ 印刷を取り止めて「口座データ選択」画面に戻る場合

は、確認をクリックします。 
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(7)-4 受信した振替結果データを元に振替データを作成する 

受信した振替結果データから、振替不能データを抽出して再請求の振替データを作成します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

⇒ 「預金口座振替」画面が表示されます。 

 

 

② データ参照・印刷をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。受信した振

替結果データが受信日ごとに一覧表示されます。 

 

 

③ 元にするデータの「受信日」のリンクをクリ

ックします。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。口座振替結

果が委託者ごとに一覧表示されます。 

 

④ 元にするデータの「委託者コード／委託者名

義人」のリンクをクリックします。 

⇒ 「口座振替結果」画面が表示されます。クリックした

委託者の口座振替結果が表示されます。 

 

⑤ エラー抽出・データ作成をクリックします。 

⇒ 「引落指定日入力」画面が表示されます。振替結果が

「振替済」以外の結果が抽出され、振替データが再作

成されます。 

※ 振替不能口座のみ表示する場合は、「振替不能口座のみ

表示する」にチェックを入れます。 

 

参照 
 
◆ 以降の操作については、9.2「(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する」の手順⑤以降を参照 
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(7)-5 受信した振替結果データをダウンロードする 

受信した振替結果データを、全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルにダウンロードします。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

⇒ 「預金口座振替」画面が表示されます。 

 

 

② データ参照・印刷をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。受信した振

替結果データが受信日ごとに一覧表示されます。 

 

 

③ ダウンロードする「受信日」のリンクをクリ

ックします。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。口座振替結

果が委託者ごとに一覧表示されます。 

 

④ ファイル出力をクリックします。 

⇒ 「ファイル出力」画面が表示されます。 

 

⑤ プルダウンメニューから、全銀ファイル、

CSV ファイルを選択して、 ダウンロードを

クリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

⑥ 保存をクリックします。 
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(8) 委託者マスタを参照する 

登録されている委託者マスタを参照します。委託者の情報は、振替データ作成時に必要となります。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－預金口座振替をクリックし

ます。 

 

 

② 「委託者マスタ参照」をクリックします。 

⇒ 「委託者マスタ一覧」画面が表示されます。 

 

③ 参照する委託者の「委託者カナ名称／漢字名

称」欄をクリックします。 

⇒ 「委託者マスタ詳細情報」画面が表示されます。 

 

 

④ 委託者マスタの詳細を参照します。 
参照できる項目は以下のとおりです。 

・ 金融機関コード/枝番 

・ 金融機関カナ名称 

・ 金融機関漢字名称 

・ 支店コード 

・ 支店カナ名称 

・ 支店漢字名称 

・ 預金種目 

・ 口座番号 

・ 委託者コード 

・ 委託者カナ名称 

・ 委託者漢字名称 

・ コメント 

 

⑤ 確認をクリックします。 

⇒ 「委託者マスタ一覧」画面に戻ります。 
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8.5 入出金明細データの受信 
利用口座の入出金明細データの受信／照会／印刷／ダウンロードについて説明します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 入出金明細データを受信／再受信する 

 (2)-1 入出金明細データを受信する 

 (2)-2 入出金明細データを再受信する 

(3) 受信した入出金明細データの明細を照会／印刷する 

(4) 受信した入出金明細データをダウンロードする 

(5) 入出金明細データの受信結果を印刷する 

 

(1) 業務の流れ 

 

入出金明細データを受信する 

入出金明細データを再受信する 

→ (2)-1

→ (2)-2

入出金明細データを受信／再受信する 

受信した入出金明細データの明細を照会／印刷する 

受信した入出金明細データをダウンロードする 

→ (2)

→ (3)

→ (4)

入出金明細データの受信結果を印刷する → (5)
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(2) 入出金明細データを受信／再受信する 

(2)-1 入出金明細データを受信する 

入出金明細データを受信します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－入出金明細をクリックしま

す。 

 

② 「データ受信」をクリックします。 

⇒ 「契約情報選択」画面が表示されます。 
 

 

③ 受信する入出金明細データの「選択」欄にチ

ェックを入れ、受信をクリックします。 

※ 一度受信した情報を再受信する場合は、再受信をクリ

ックします。 

⇒ 「受信確認」画面が表示されます。 

 

④ 入出金明細データの内容を確認します。 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

※ サイクル番号は、受信する際に受信日の伝送の順番を

カウントアップして受信回数を識別するものです。 

⑥ 受信する場合は、実行をクリックします。 

※ 受信を取り止めて「契約情報選択」画面に戻る場合は、

キャンセルをクリックします。 

※ 実行をクリックした後にセキュリティ警告画面が表示

される場合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 
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⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、受信が開始されま

す。受信が終了すると、「受信結果」画面が表示され

ます。 

※ 受信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。受信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常受信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「受信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 受信が完了し、「契約情報選択」画面に戻ります。 

※ 受信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「入出金明細」などのファイル

伝送メニューをクリックすると、業務中断メッセージ

画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 
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(2)-2 入出金明細データを再受信する 

いったん受信した入出金明細データを再受信します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－入出金明細をクリックしま

す。 

 

② 「データ受信」をクリックします。 

⇒ 「契約情報選択」画面が表示されます。 
 

 

③ 受信する入出金明細データの「選択」欄にチ

ェックを入れ、再受信をクリックします。 

⇒ 「受信確認」画面が表示されます。 

 

以降の操作は、受信待の入出金明細データを受信する場合と同様です。 

参照 
 
◆ 以降の操作については、前述の「(2)-1 入出金明細データを受信する」の手順④以降を参照 
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(3) 受信した入出金明細データの明細を照会／印刷する 

受信した入出金明細データを照会し、必要に応じて印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－入出金明細をクリックしま

す。 

⇒ 「入出金明細」画面が表示されます。 

 

② 「データ参照・印刷」をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。 

 

③ 照会する受信データの「最終受信日」をクリ

ックします。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。 

 

④ 照会するデータの「預金種目／口座番号／口

座名義人」をクリックします。 

⇒ 「取引明細詳細」画面が表示されます。 

※ 取引明細をリッチテキストファイルで出力する場合

は、一覧印刷をクリックします。 

 

⑤ 内容を確認し、取引明細詳細を印刷する場合

は、印刷をクリックします。 

※ 印刷を取り止めて「口座データ選択」画面に戻る場合

は、確認をクリックします。 
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(4) 受信した入出金明細データをダウンロードする 

受信した入出金明細データを、全銀フォーマットのファイルまたは CSV ファイルでダウンロードし

ます。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－入出金明細をクリックしま

す。 

 

② 「データ参照・印刷」をクリックします。 

⇒ 「受信データ選択」画面が表示されます。 

 

③ ダウンロードする受信データの「最終受信

日」をクリックします。 

⇒ 「口座データ選択」画面が表示されます。 

 

④ ファイル出力をクリックします。 

⇒ 「ファイル出力」画面が表示されます。 

 

⑤ プルダウンメニューから、全銀ファイル、

CSV ファイルを選択して、ダウンロードを

クリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

⑥ 保存をクリックします。 
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(5) 入出金明細データの受信結果を印刷する 

期間を指定して、受信した入出金明細データの受信履歴を印刷します。 

 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－入出金明細をクリックし、

「通信結果報告書印刷」をクリックします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

 

② 印刷する範囲を指定して、印刷をクリックし

ます。 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 
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8.6 外部ファイルの送信 
（外部で作成した全銀フォーマットの振込・振

替データを送信する） 
送信テーブルを作成し、他のアプリケーションで作成した全銀フォーマットの振込・振替データを送

信する操作について説明します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 送信テーブルを作成する 

 (2)-1 送信テーブルを作成する 

 (2)-2 既存の送信テーブルを修正する 

 (2)-3 送信テーブルを削除する 

(3) 外部ファイルをアップロードし、送信する 

(4) 外部ファイルの送信結果を印刷する 

 

(1) 業務の流れ 

 

送信テーブルを作成する 

既存の送信テーブルを修正する 

→ (2)-1

→ (2)-2

送信テーブルを作成する 

外部ファイルをアップロードし、送信する 

→ (2)

→ (3)

送信テーブルを削除する → (2)-3

外部ファイルの送信結果を印刷する → (4)
 

 

補足 
 
◆ 事前に準備していただくこと 

業務を始める前に任意のフォルダに送信用ファイル（連携するソフトがある場合にはそれに従う）を作成

してください。 
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(2) 送信テーブルを作成する 

(2)-1 送信テーブルを作成する 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル送信」をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル作成」画面が表示されます。 

 

④ 必要な情報を入力し、登録をクリックします。 

設定項目 説 明 

金融機関接続情報の

枝番コード 
金融機関接続情報の枝番コー

ドを選択します。 
リンクをクリックすると、金

融機関接続情報の詳細が表示

されます。 

業務名称 プルダウンメニューから業務

名称を選択します。 

新しい論理ディスク

ファイルパス名 
送信するファイルの保存先を

設定します。※1 

レコード長 業務名称を設定すると、自動

的に入力されます。 ファイル名 

注釈（コメント） 必要に応じて、注釈（コメン

ト）を入力します。 
注釈（コメント）は、「送信テ

ーブル選択」画面に表示され

ます。 

※1 信頼済みサイトにインターネットバンキングの

URL を登録する必要があります。 

≪設定方法≫ 

ブラウザ→「ツール」→「インターネットオプション」

→「セキュリティ」→「信頼済みサイト」を選択し、

「サイト」ボタンをクリックして法人 IB の URL を追

加してください。 

 

https://houjin.shinkinbanking.com 

 

※ 登録を取り止めて「送信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

⇒ 「送信テーブル一覧」画面が表示されます。作成した

送信テーブルが一覧に追加されています。 
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(2)-2 既存の送信テーブルを修正する 

いったん作成した送信テーブルを修正します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル送信」をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

③ 修正する外部ファイルの「選択」欄にチェッ

クを入れ、修正をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル作成」画面が表示されます。 

 

④ 必要な情報を修正し、登録をクリックしま

す。 

参照 設定項目については、前述の「(2)-1 送信テーブルを

作成する」参照 

※ 修正を取り止めて「送信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

⇒ 「送信テーブル一覧」画面に戻ります。 
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(2)-3 送信テーブルを削除する 

送信テーブルを削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル送信」をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

③ 削除する外部ファイルの「業務名称」をクリ

ックします。 

⇒ 「送信テーブル詳細情報」画面が表示されます。 

 

④ 削除をクリックします。 

※ 削除せずに「送信テーブル選択」画面に戻る場合は、

確認をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

⑤ OK をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル選択」画面が表示されます。 

※ 削除しない場合は、キャンセルをクリックします。 
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(3) 外部ファイルをアップロードし、送信する 

外部ファイルをアップロードして、送信してください。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル送信」をクリックします。 

⇒ 「送信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

③ アップロードする外部ファイルの「選択」欄

にチェックを入れ、アップロードをクリック

します。 

※ 1 データしか選択できません。 

※ 「送信テーブル選択」画面で「業務名称」をクリック

すると、「送信テーブル詳細情報」画面が表示され、詳

細を確認することができます。 

 

 

⇒ 「ファイル転送」画面が表示され、転送が開始されま

す。転送が終了すると、「送信確認」画面が表示され

ます。 

※ ファイル転送中にブラウザの「戻る」ボタンをクリッ

クしないでください。転送が正しく終了しない場合が

あります。 
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④ 外部ファイルの内容を確認します。 

※ 送信データの事前チェックでエラーが検出された場合

は、画面下部に「事前チェックでエラーを検出しまし

た。」という内容が表示されます。この場合は、データ

の修正を行う必要があります。 

参照 事前チェックエラーの対処方法については、9.3「(1) 
事前チェックエラーの詳細を表示する」参照 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

※ サイクル番号は、送信する際に送信日の伝送の順番を

カウントアップして送信回数を識別するものです。 

※ 送信するファイルがマルチファイルの場合は、プルダ

ウンメニューでファイルを選択し、それぞれのファイ

ル内容を確認します。 

⑥ 送信する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、送信をクリックします。 

※ 再送信の場合は、送信の代わりに再送信が表示されま

す。 

※ 送信を取り止めて「送信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

※ 送信／再送信をクリックした後にセキュリティ警告

画面が表示される場合は、セキュリティの承認が必要

です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、送信が開始されま

す。送信が終了すると、「送信結果」画面が表示され

ます。 

※ 送信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。送信が正しく終了しない場合があります。 
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⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常送信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「送信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 送信が完了し、「送信テーブル選択」画面に戻ります。 

※ 送信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「外部ファイル送受信」などの

ファイル伝送メニューをクリックすると、業務中断メ

ッセージ画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 

 

(4) 外部ファイルの送信結果を印刷する 

外部ファイルの送信結果を印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックして、「通信結果報告書印刷」をクリッ

クします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

② 印刷する範囲を指定して印刷をクリックし

ます。 

 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 
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8.7 外部ファイルの受信 
（結果データを全銀フォーマットで受信する） 

受信テーブルを作成し、結果データを全銀フォーマットで受信する操作を説明します。 

 

(1) 業務の流れ 

(2) 受信テーブルを作成する 

 (2)-1 受信テーブルを作成する 

 (2)-2 既存の受信テーブルを修正する 

 (2)-3 受信テーブルを削除する 

(3) 結果データを全銀フォーマットで受信する 

(4) 外部ファイルの受信結果を印刷する 

 

(1) 業務の流れ 

 

受信テーブルを作成する 

既存の受信テーブルを修正する 

→ (2)-1

→ (2)-2

受信テーブルを作成する 

結果データを全銀フォーマットで受信する 

→ (2)

→ (3)

受信テーブルを削除する → (2)-3

外部ファイルの受信結果を印刷する → (4)
 

 

補足 
 
◆ 事前に準備していただくこと 

業務を始める前に任意のフォルダに受信用ファイル（連携するソフトがある場合にはそれに従う）を作成

してください。 
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(2) 受信テーブルを作成する 

(2)-1 受信テーブルを作成する 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル受信」をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル作成」画面が表示されます。 

 

④ 必要な情報を入力し、登録をクリックします。 

設定項目 説 明 

金融機関接続情報の

枝番コード 
金融機関接続情報の枝番コー

ドを選択します。 
リンクをクリックすると、金

融機関接続情報の詳細が表示

されます。 

業務名称 プルダウンメニューから業務

名称を選択します。 

新しい論理ディスク

ファイルパス名 
受信するファイルの保存先を

設定します。※1 

データ形式 プルダウンメニューからデー

タ形式を選択します。 

レコード長 業務名称を設定すると、自動

的に入力されます。 ファイル名 

注釈（コメント） 必要に応じて、注釈（コメン

ト）を入力します。 
注釈（コメント）は、「受信テ

ーブル選択」画面に表示され

ます。 

※1 信頼済みサイトにインターネットバンキングの

URL を登録する必要があります。 

≪設定方法≫ 

ブラウザ→「ツール」→「インターネットオプション」

→「セキュリティ」→「信頼済みサイト」を選択し、

「サイト」ボタンをクリックして法人 IB の URL を追

加してください。 

 

https://houjin.shinkinbanking.com 

 

※ 登録を取り止めて「受信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

⇒ 「受信テーブル一覧」画面が表示されます。作成した

受信テーブルが一覧に追加されています。 
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(2)-2 既存の受信テーブルを修正する 

いったん作成した受信テーブルを修正します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル受信」をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

③ 修正する外部ファイルの「選択」欄にチェッ

クを入れ、修正をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル作成」画面が表示されます。 

 

④ 必要な情報を修正し、登録をクリックしま

す。 

参照 設定項目については、前述の「(2)-1 受信テーブルを

作成する」参照 

※ 修正を取り止めて「受信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面に戻ります。 
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(2)-3 受信テーブルを削除する 

受信テーブルを削除します。 

 

① 利用者メニューで、 
ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル受信」をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

 

③ 削除する外部ファイルの「業務名称」をクリ

ックします。 

⇒ 「受信テーブル詳細情報」画面が表示されます。 

 

④ 削除をクリックします。 

※ 削除せずに「受信テーブル選択」画面に戻る場合は、

確認をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

⑤ OK をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面が表示されます。 

※ 削除しない場合は、キャンセルをクリックします。 
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(3) 結果データを全銀フォーマットで受信する 

外部で作成された結果データを全銀フォーマットで受信します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックします。 

 

② 「外部ファイル受信」をクリックします。 

⇒ 「受信テーブル選択」画面が表示されます。 

 

③ 受信する外部ファイルの「選択」欄にチェッ

クを入れ、選択をクリックします。 

※ 「受信テーブル選択」画面で「業務名称」をクリック

すると、「受信テーブル詳細情報」画面が表示され、詳

細を確認することができます。 

 

⇒ 「受信確認」画面が表示されます。 

 

④ 外部ファイルの内容を確認します。 

⑤ 必要に応じて、サイクル番号を入力します。 

※ サイクル番号が未入力の場合は、自動採番されます。 

※ サイクル番号は、受信する際に受信日の伝送の順番を

カウントアップして受信回数を識別するものです。 

⑥ 受信する場合は、「利用者確認暗証番号」を

入力し、受信をクリックします。 

※ 再受信の場合は、受信の代わりに再受信が表示されま

す。 

※ 受信を取り止めて「受信テーブル選択」画面に戻る場

合は、キャンセルをクリックします。 

※ 受信または再受信をクリックした後にセキュリティ

警告画面が表示される場合は、セキュリティの承認が

必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 
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 ※ 「パスワード入力」画面が表示された場合の対処 
「全銀パスワード」または「ファイルアクセスキー」

が未設定の場合は、「パスワード入力」画面が表示され

ます。 

 
法人 IB 申込書（控）に記載された「全銀パスワード」

および「ファイルアクセスキー」を、半角数字 6 桁で

入力し、了解をクリックします。 

なお、この後にセキュリティ警告画面が表示される場

合は、セキュリティの承認が必要です。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

 

 

 

⇒ 「ファイル伝送」画面が表示され、受信が開始されま

す。 
当金庫から IB センターを経由して、お客様のパソコ

ンにデータが取り込まれます。 
受信が終了すると、「受信結果」画面が表示されます。 

※ 受信中にブラウザの「戻る」ボタンをクリックしない

でください。受信が正しく終了しない場合があります。 

 

 

⑦ 内容を確認します。 

※ 特に「ステータス」欄が「正常受信」となっているこ

とを確認してください。 

※ 同時に、印刷画面も別ウィンドウで表示されます。 

 
「受信結果」画面を印刷する場合は印刷をクリックし

ます。 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 受信が完了し、「受信テーブル選択」画面に戻ります。 

※ 受信処理は、確認をクリックすることで完了します。

確認をクリックせずに「外部ファイル送受信」などの

ファイル伝送メニューをクリックすると、業務中断メ

ッセージ画面または再送信確認画面が表示されます。 

参照 業務中断メッセージ画面および再送信確認画面

の詳細については、9.3「(3) 送受信結果未確認／

ファイル伝送中断結果を確認する」参照 
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(4) 外部ファイルの受信結果を印刷する 

外部ファイルの受信結果を印刷します。 

 

① 利用者メニューで、 

ファイル伝送－外部ファイル送受信をクリ

ックして、「通信結果報告書印刷」をクリッ

クします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

② 印刷する範囲を指定して印刷をクリックし

ます。 

 

 

参照 
 
◆ 通信結果報告書の印刷についての詳細は、9.4「(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する」

参照 
 



 

第 9 章 

日常業務（ファイル伝送の共通操作） 
 
この章では、ファイル伝送の共通操作について説明します。 

  

9.1 受取人／従業員／支払人マスタ登録 ·································· 9-2 

(1) 検索グループ名称を登録する ··········································· 9-3 

(2) 金融機関・支店名称を検索する ········································ 9-4 

(3) マスタを修正／削除する ················································· 9-6 

(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する ··················· 9-9 

(5) マスタを CSV データでダウンロードする ························ 9-12 

9.2 振込／振替データの作成 ··············································· 9-13 

(1) 個別入力で振込／振替データを作成する ·························· 9-14 

(2) マスタを呼び出す ························································ 9-17 

(3) 外部データを利用して振込／振替データを一括作成する ····· 9-18 

(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する ···················· 9-20 

(5) 既存の振込／振替データを削除する ································ 9-22 

(6) 振込／振替データをダウンロードする ····························· 9-24 

9.3 振込／振替データの送信 ··············································· 9-25 

(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する ····························· 9-26 

(2) セキュリティ警告を確認する ········································· 9-27 

(3) 送受信結果未確認／ファイル伝送中断結果を確認する ········ 9-29 

9.4 マスタ／送受信結果の印刷 ············································ 9-30 

(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する ······················· 9-31 

(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する ····· 9-32 
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9.1 受取人／従業員／支払人マスタ登録 
ここでは、マスタ登録時の共通操作について説明します。 

 

(1) 検索グループ名称を登録する 
マスタを分類するための「グループ」を設定します。グループを設定しておくと、振込／振替

データなどの作成時にマスタ抽出に利用でき、便利です。 

(2) 金融機関・支店名称を検索する 
マスタの口座情報を設定するときに、金融機関および支店名称を検索します。 

(3) マスタを修正／削除する 
既存のマスタを選択して、修正／削除します。 

(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する 
全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルを取り込んで、マスタを一括登録します。 

(5) マスタを CSV データでダウンロードする 
マスタデータを CSV 形式のファイルにダウンロードします。 
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(1) 検索グループ名称を登録する 

マスタを分類するための「グループ」を設定します。グループを設定しておくと、振込／振替データ

などの作成時にマスタ抽出に利用でき、便利です。 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

② 「検索グループ名称登録」をクリックしま

す。 

⇒ 「検索グループ名称登録」画面が表示されます。 

 

③ 「グループ名称」に、マスタを分類するため

の検索グループ名称を、半角 12 文字（全角 6
文字）で入力します。 

※ グループ名称は、8 個まで登録できます。 

※ グループの内容が判断できるようなグループ名称をつ

けると便利です。 

④ 登録をクリックします。 

⇒ 「検索グループ名称登録確認」画面が表示されます。 

 

⑤ 登録内容を確認します。 

 

 



 

 9-4

９ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
の
共
通
操
作
） 

(2) 金融機関・支店名称を検索する 

マスタの口座情報を設定するときに、金融機関名と支店名を検索します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「受取人マスタ登録」画面 
・「従業員マスタ登録」画面 
・「支払人マスタ登録」画面 
・「個別入力」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」、9.2「(1) 個別入力で振込／振替データを作成する」 

 

※ 以下の画面は、総合振込の個別入力の場合の例です。 

 

① 「個別入力」画面などで、金融機関を検索し

ます。 

「金融機関コード」欄の右側の検索をクリッ

クします。 

⇒ 「金融機関名検索」画面が表示されます。 

 

 

② 金融機関の検索条件を選択します。 

設定項目 説 明 

金融機関種類 プルダウンメニューから、以下のいずれ

かを選択します。 

・銀行 
都市銀行、地方銀行、第二地方銀行、

外国銀行など 

・信用金庫 
信金中央金庫、信用金庫 

・信用組合・商工中金 
信用組合、商工組合中央金庫 

・ゆうちょ銀行・その他 
ゆうちょ銀行、労働金庫、農業協同組

合など 

頭文字 選択する金融機関名の頭文字を選択しま

す。 

ア～ワのいずれかをクリックします。 

 

※ 選択した頭文字に該当する金融機関

が存在しない場合、「該当する金融機

関がありません」というメッセージ

が表示されます。 

⇒ 「金融機関選択」画面が表示され、検索条件に該当す

る金融機関が一覧表示されます。 

 

③ 選択する金融機関の「選択」欄にチェックを

入れ、次へをクリックします。 

⇒ 元の画面（「個別入力」画面など）に戻ります。選択

した金融機関（金融機関コード、金融機関カナ名称、

金融機関漢字名称）の情報が自動入力されています。 
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④ 支店を検索します。 
「支店コード」欄の右側の検索をクリックし

ます。 

⇒ 「支店名検索」画面が表示されます。 

※ 金融機関を設定せずに「支店コード」欄の右側の 

検索をクリックすると、「金融機関名検索」画面が表示

されます。まず金融機関を設定してください。 

 

⑤ 支店の検索条件を選択します。 

設定項目 説 明 

頭文字 選択する支店名の頭文字を選択します。

ア～ワ／英数のいずれかをクリックし

ます。 

※ 選択した頭文字に該当する支店が存

在しない場合、「該当する支店があり

ません」というメッセージが表示さ

れます。 

⇒ 「支店選択」画面が表示され、選択した金融機関の支

店のうち、検索条件に該当する支店が一覧表示されま

す。 

 

⑥ 選択する支店の「選択」欄にチェックを入れ、

次へをクリックします。 

⇒ 元の画面（「個別入力」画面など）に戻ります。選択

した支店の情報（支店コード、支店カナ名称、支店漢

字名称）が自動入力されています。 
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(3) マスタを修正／削除する 

(3)-1 マスタを修正する 

既存のマスタデータを選択して、修正します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「受取人マスタ一覧」画面 
・「従業員マスタ一覧」画面 
・「支払人マスタ一覧」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」 

参照 
 
◆ 各マスタデータの修正可能な項目については、8.2「(2)-3 受取人マスタを修正／削除する」、 

8.3「(2)-3 従業員マスタを修正／削除する」、8.4「(2)-3 支払人マスタを修正／削除する」参照 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

② 以下のいずれかをクリックします。 
「受取人マスタ登録」／「従業員マスタ登録」

／「支払人マスタ登録」 

⇒ マスタ一覧画面が表示されます。 

 

③ 必要に応じて、マスタを検索します。 
検索種別と表示順を選択し、検索をクリック

します。 

設定項目 説 明 

検索種別 プルダウンメニューから、「全検索」「コー

ド」「検索用カナ名称」「検索グループ」の

いずれかを選択します。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マ

スタを呼び出す」参照 

表示順 マスタの表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれか

を選択します。 
 コード 1／コード 2／名称順／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも

反映されます。 

⇒ マスタ一覧に、該当するマスタデータが一覧表示されま

す。 

④ 修正するマスタデータの「選択」欄にチェッ

クを入れます。 

※ マスタデータが 20 件を超える場合は、プルダウンメニ

ューから、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

⑤ 修正をクリックします。 

⇒ 登録画面が表示されます。 
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⑥ 必要に応じて項目を修正し、登録をクリック

します。 

 

(3)-2 マスタを削除する 

既存のマスタデータを選択して、削除します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「受取人マスタ一覧」画面 
・「従業員マスタ一覧」画面 
・「支払人マスタ一覧」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」 
なお、一括削除については 5.8「マスタデータの一括削除」を参照願います。 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

② 以下のいずれかをクリックします。 
「受取人マスタ登録」／「従業員マスタ登録」

／「支払人マスタ登録」 

⇒ マスタ一覧画面が表示されます。 

 

③ 必要に応じて、マスタを検索します。 

検索種別と表示順を選択し、検索をクリック

します。 

設定項目 説 明 

検索種別 プルダウンメニューから、「全検索」「コー

ド」「検索用カナ名称」「検索グループ」の

いずれかを選択します。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マ

スタを呼び出す」参照 

表示順 マスタの表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれか

を選択します。 
 コード 1／コード 2／名称順／口座順 

※ ここで設定した表示順は、印刷時にも

反映されます。 

⇒ マスタ一覧に、該当するマスタデータが一覧表示されま

す。 
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 ④ 削除するマスタデータの「選択」欄にチェッ

クを入れます。 

※ 複数選択も可能です。ただし、ページをまたいで複数

選択することはできません。 

※ 一覧のすべての口座を選択する場合は、全選択をクリ

ックします。 

※ マスタデータが 20 件を超える場合は、プルダウンメニ

ューから、表示する範囲を選択します。 

＞＞または＜＜をクリックして、次の範囲に表示を切

り替えることもできます。 

⑤ 削除をクリックします。 

⇒ 削除確認画面が表示されます。 

※ マスタの詳細を確認してから削除する場合は、「受取人

マスタ一覧」画面などで、「カナ名称／漢字名称」のリ

ンクをクリックします。受取人マスタの場合、この方

法で削除できるのは、種別が「総振」の場合のみです。 

 

 

⑥ 内容を確認し、削除をクリックします。 

⇒ 確認メッセージが表示されます。 

 

⑦ OK をクリックします。 
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(4) 外部ファイルを利用してマスタを一括登録する 

全銀ファイルまたは CSV 形式のファイルを取り込んで、マスタを一括登録します。 

補足 
 
◆ マスタへのアップロードは、1 回につき最大 500 件まで可能です。 

◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 
・「受取人マスタ一覧」画面 
・「従業員マスタ一覧」画面 
・「支払人マスタ一覧」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」 

 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 ① 取込みファイルを準備します。 

参照 取込可能な CSV ファイルの仕様については、後述の

「● 取込可能な CSV ファイル仕様」参照 

 

② 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

③ 以下のいずれかをクリックします。 
「受取人マスタ登録」／「従業員マスタ登録」

／「支払人マスタ登録」 

⇒ マスタ一覧画面が表示されます。 

 

④ 外部ファイル入力をクリックします。 

⇒ 「外部ファイル入力」画面が表示されます。 
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⑤ 取込みファイルを選択し、アップロードをク

リックします。 

設定項目 説 明 

ファイル種

別 
ファイル種別を選択します。 
プルダウンメニューから、「全銀ファイル」

または「CSV ファイル」のいずれかを選択

します。 

ファイルパ

ス名 
参照をクリックして、アップロードするフ

ァイルを選択します。 

※ 受取人マスタ登録の場合は、「全銀ファイル」が「全銀

ファイル（手数料区分：当方負担）」「全銀ファイル（手

数料区分：先方負担）」の 2 種類に分かれます。 

※ 取り込める CSV ファイルの仕様については、後述の 
「● 取込可能な CSV ファイル仕様」 

※ アップロードをクリックした後にセキュリティ警告画

面が表示される場合は、セキュリティの承認が必要で

す。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

⇒ 「外部ファイル入力結果」画面が表示されます。 

 

⑥ 取込みファイルの内容を確認します。 
画面上部には、入力結果が表示されます。 

・ 入力件数 
入力ファイルのデータ件数 

・ 正常処理件数 
正常に処理された件数 

・ 異常処理件数 
正しく処理できなかった件数 

・ 登録処理件数 
マスタに登録された件数 

 画面下部には、異常処理件数が 1 件以上あっ

た場合のエラー詳細が表示されます。 

⑦ 次へをクリックします。 

⇒ 元の画面（「受取人マスタ一覧」画面など）に戻りま

す。アップロードした外部ファイルの内容が反映され

ています。 

 

● 取込可能な CSV ファイル仕様 

一括登録に使用できる CSV ファイルの仕様は、以下のとおりです。 
 

＜受取人マスタ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 
No 項目 タイプ／桁数 区分 備考 入力例 

1 金融機関コード※ 数字－半角 4 桁 必須  0126 

2 金融機関カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ﾄｳﾎｳ 

3 金融機関漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  東邦 

4 支店コード※ 数字－半角 3 桁 必須  212 

5 支店カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ｺｵﾘﾔﾏｵﾛｼﾏﾁ 

6 支店漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  郡山卸町 

7 預金種目 数字－半角 1 桁 必須 1:普通預金／2:当座預金／ 
4:貯蓄預金／9:その他 

1 

8 口座番号※ 数字－半角 7 桁 必須  1000001 
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No 項目 タイプ／桁数 区分 備考 入力例 

9 受取人カナ名 英数カナ－半角 30 桁まで 必須  ｶ)ｱｲｽﾞｼﾁﾌｸｼﾖｳｼﾞ 

10 受取人漢字名 漢字－全角 48 桁まで 任意  会津七福商事 

11 顧客コード 1※ 数字－半角 10 桁まで 任意  0000000001 

12 顧客コード 2※ 数字－半角 10 桁まで 任意  0000000002 

13 振込指定区分 数字－半角 1 桁（「7」または「8」） 必須 7:電信振込／8:文書振込 7 

14 手数料区分 数字－半角 1 桁（「0」または「1」） 必須 0:当方／1:先方 0 

15 検索グループ 数字－半角 8 桁（「0」または「1」） 任意  10000000 
 

＜従業員マスタ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 
No 項目 タイプ／桁数 区分 備考 入力例 

1 金融機関コード※ 数字－半角 4 桁 必須  1111 

2 金融機関カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ｱｲｳｴｵ 

3 金融機関漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  あいうえお銀行 

4 支店コード※ 数字－半角 3 桁 必須  001 

5 支店カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ﾎﾝﾃﾝ 

6 支店漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  本店 

7 預金種目 数字－半角 1 桁 必須 1:普通預金／2:当座預金 1 

8 口座番号※ 数字－半角 7 桁 必須  0000006 

9 従業員カナ名 英数カナ－半角 30 桁まで 必須  ｼﾝｷﾝﾊﾅｺ 

10 従業員漢字名 漢字－全角 48 桁まで 任意  信金花子 

11 従業員コード 1※ 数字－半角 10 桁 任意  0000000002 

12 従業員コード 2※ 数字－半角 10 桁 任意  0000000006 

13 検索グループ 数字－半角 8 桁（「0」または「1」） 任意  10000000 
 

＜支払人マスタ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 
No 項目 タイプ／桁数 区分 備考 入力例 

1 委託者コード 数字－半角 10 桁 任意 ファイル出力時は、設定されませ

ん。 
0000000001 

2 金融機関コード

※ 
数字－半角 4 桁 必須  1111 

3 金融機関カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ｼﾝｷﾝ 

4 金融機関漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  デモ信用金庫 

5 支店コード※ 数字－半角 3 桁 必須  001 

6 支店カナ名 英数カナ－半角 15 桁まで 任意  ﾎﾝﾃﾝ 

7 支店漢字名 漢字－全角 30 桁まで 任意  本店 

8 預金種目 数字－半角 1 桁 必須 1:普通預金／2:当座預金／3:納税

準備預金／9:その他 
1 

9 口座番号※ 数字－半角 7 桁 必須  1111111 

10 支払人カナ名 英数カナ－半角 30 桁まで 必須  ｶ)ｼﾝｷﾝｼﾖｳｼﾞ 

11 支払人漢字名 漢字－全角 48 桁まで 任意  (株) しんきん商事 

12 支払人コード※ 数字－半角 20 桁 任意  12345678901234567890

13 検索グループ 数字－半角 8 桁（「0」または「1」） 任意  10000000 

 

補足 
 
◆ ※の付いた項目は、桁数に満たなくてもかまいません。検索処理時に、不足の桁数分の「0」が冒頭に付与さ

れて処理されます。 
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(5) マスタを CSV データでダウンロードする 

受取人／従業員／支払人マスタを CSV 形式のファイルでダウンロードします。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「受取人マスタ一覧」画面 
・「従業員マスタ一覧」画面 
・「支払人マスタ一覧」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」 

 

※ 以下の画面は、受取人マスタの場合の例です。 

 

① 「受取人マスタ一覧」画面などで、 
ファイル出力をクリックします。 

⇒ 「ファイル出力」画面が表示されます。 

 

 

② ダウンロードをクリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

 

③ 保存をクリックします。 
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9.2 振込／振替データの作成 
ここでは、振込／振替データ作成時の共通操作について説明します。 

 

(1) 個別入力で振込／振替データを作成する 
受取人／従業員／支払人情報と支払（振替）金額情報を個別に入力して、振込／振替データを

作成します。 

(2) マスタを呼び出す 
受取人／従業員／支払人マスタに登録されている情報を呼び出します。 

(3) 外部データを利用して振込／振替データを一括作成する 
CSV 形式のファイルを取り込んで、振込／振替データを一括作成します。 

(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する 
未送信の振込／振替データを修正します。また、送信済の振込／振替データを再利用して、新

しい振込／振替データを作成することもできます。 

(5) 既存の振込／振替データを削除する 
既存の振込／振替データを削除します。 

(6) 振込／振替データをダウンロードする 
振込／振替データを全銀フォーマットのファイルでダウンロードします。 

補足 
 
◆ 振込・・・総合振込、給与・賞与振込のことをさします。 

◆ 振替（請求）・・・預金口座振替のことをさします。 
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(1) 個別入力で振込／振替データを作成する 

マスタに登録されていない受取人／従業員／支払人情報と支払金額情報を個別に入力して、振込／振

替データを作成します。 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

以下は、総合振込を例に解説します。 

給与、賞与振込の場合は、【給】、預金口座振替の場合は、【預】

の記号の解説を参照してください。 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」画面が表示されます。 

【給】「振込データ選択」 
【預】「振替データ選択」画面になります。 

 

③ 新規をクリックします。 

⇒ 「振込指定日入力」画面が表示されます。 

【給】「振込指定日入力」画面になります。 
【預】「引落指定日入力」画面になります。 

 

 

④ 振込データについて設定し、次へをクリック

します。 

⇒ 「振込金額入力」画面が表示されます。画面中央に、

マスタ情報が一覧表示されます。 
画面上部には、依頼人情報が表示されます。 

【給】同様の手順になります。 

【預】「振替金額入力」画面となり、委託者情報が表示され 
   ます。 

 

⑤ 「振込金額入力」画面などで、個別入力をク

リックします。 

⇒ 「個別入力」画面が表示されます。 

【給】同様の手順になります。 
【預】「振替金額入力」画面になります。 
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⑥ 受取人／従業員／支払人情報と支払／振込

／請求金額情報を入力します。 

● マスタに未登録のデータの場合 

受取人／従業員／支払人情報と支払／振込／請求金
額情報を設定し、設定内容をマスタへ登録します。 

1. 受取人／支払金額情報を入力し、登録を

クリックします。 

参照 設定項目については、後述の「● 「個別入力」

画面の設定項目」参照 

⇒ マスタ登録確認画面が表示されます。 

【給】従業員／振込金額情報 

【預】支払人／請求金額情報 

 

2. 登録をクリックします。 

⇒ マスタへ登録されます。 

※ 登録を取り止める場合はキャンセルをクリック

します。 

 

 

 

● マスタに登録済のデータの場合 

受取人／従業員／支払人情報と支払／振込／請
求金額情報を設定し、振込／振替データの作成を
行います。 

1. 受取人／支払金額情報を入力し、登録を

クリックします。 

【給】従業員／振込金額情報 

【預】支払人／請求金額情報 

参照 設定項目については、後述の「● 「個別入力」

画面の設定項目」参照 

引き続き、振込／振替データの作成を行います。 

 

 

● マスタからデータを呼び出す場合 

登録済のマスタから受取人／従業員／支払人情報を
呼び出して、振込／振替データの作成を行います。 

1. マスタ呼出をクリックします。 

⇒ マスタ呼出画面が表示されます。 

2. 振込／振替先の条件（対象マスタおよび

検索種別）を指定し、検索をクリックし

ます。 

参照 マスタの検索については、9.2「(2) マスタを呼

び出す」参照 

⇒ 「個別入力」画面に戻ります。検索条件に合っ

た受取人／従業員／支払人情報が自動入力され

ています。 

3. 登録をクリックします。 

引き続き、振込／振替データの作成を行います。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 

※ 「振込金額一覧」／「振替金額一覧」画面に戻る場合

は、一覧入力をクリックします。 
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● 「個別入力」画面の設定項目 
*の付いた項目は任意項目です。必要に応じて設定してください。 

設定項目 説 明 

金融機関コード 金融機関コードを入力して検索をクリックすると、「金融機関カナ名称」と「金融機関漢

字名称」が自動表示されます。 

金融機関コードが不明な場合は、検索をクリックすると、金融機関名称を頭文字から検

索することができます。 

参照 金融機関名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

支店コード 支店コードを入力して検索をクリックすると、「支店カナ名称」と「支店漢字名称」が自

動表示されます。 

支店コードが不明な場合は、検索をクリックすると、支店名称を頭文字から検索するこ

とができます。 

参照 支店名称の検索については、9.1「(2) 金融機関・支店名称を検索する」参照 

預金種目 プルダウンメニューから、以下のいずれかを選択します。 

・総合振込の場合 
普通／当座／貯蓄／その他 

・給与・賞与振込の場合 
普通／当座 

・預金口座振替の場合 
普通／当座／納税準備／その他 

口座番号 口座番号を半角数字 7 文字以内で入力します。 

受取人／従業員／支払人カナ名称 カナ名称を、半角カナ／半角英数字 30 文字以内で入力します。 

受取人／従業員／支払人漢字名称 
* 

必要に応じて、漢字名称を全角文字 48 文字以内で入力します。漢字名称を入力すると、

「マスタ一覧」画面などに表示されるようになります。 

顧客／従業員／支払人コード 1*、

顧客／従業員／支払人コード 2 * 

「マスタ一覧」画面などで、マスタを特定の順番で並べたい場合、コードを指定しておき

ます。コードを指定する場合は、「コード 1」と「コード 2」の組み合わせで、重複しな

い番号を半角数字 10 文字でそれぞれ入力してください。 
コードを登録しておくと、振込／振替データ作成時などにマスタを抽出することができま

す。 

振込指定区分 プルダウンメニューから、「電信振込」または「文書振込」を選択します。 
総合振込の場合のみ設定できます。 

手数料区分 手数料の負担先を設定します。 
プルダウンメニューから、「当方負担」または「先方負担」を選択します。 
受取人マスタの場合のみ設定できます。 

参照 手数料の自動計算については、5.7「(3) 手数料計算方法について」参照 

検索用カナ名称 「受取人／従業員／支払人カナ名称」に入力した名称が、法人略語（「カ)」「ユ)」など）

を除いて自動表示されます。変更することもできます。変更する場合は、半角カナ／半角

英数字 30 文字以内で入力してください。 

グループ指定 指定するグループにチェックを入れます。 

※ 「グループ」とは、振込先／振替先を分類するための項目です。グループを設定し

ておくと、振込／振替データ作成時にマスタ抽出に利用でき、便利です。 

※ 「条件」は複数選択できます。その場合は、AND 検索となります。 

参照 グループの登録については、9.1「(1) 検索グループ名称を登録する」参照 

支払／振込／請求金額 金額を入力します。 

手数料 手数料の負担先と金額を入力します。※総合振込の場合のみ設定できます。 

EDI 情報 * 必要に応じて、EDI 情報を、半角英数字または半角カナ 20 文字以内で入力します。※総

合振込の場合のみ設定できます。 
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(2) マスタを呼び出す 

受取人／従業員／支払人マスタに登録されている情報を呼び出します。 

補足 
 
◆ 振込／振替データのアップロードは、1 回につき最大 500 件まで可能です。 

◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・ 「受取人マスタ呼出」画面 
既存の振込データ修正時に「受取人／従業員マスタ」から呼び出します。 
この画面は、「振込金額入力」画面の受取人マスタ呼出をクリックすると表示されます。 

・ 「従業員マスタ呼出」画面 
既存の振込データ修正時に「従業員マスタ」から呼び出します。 
この画面は、「振込金額入力」画面の従業員マスタ呼出をクリックすると表示されます。 

・ 「支払人マスタ呼出」画面 
既存の振替データ修正時に「支払人マスタ」から呼び出します。 
この画面は、「振替金額入力」画面の支払人マスタ呼出をクリックすると表示されます。 

・ 「振込指定日入力」画面 
総合振込データ作成時に「受取人／従業員マスタ」から呼び出します。 
給与・賞与振込データ作成時に「従業員マスタ」から呼び出します。 

・ 「引落指定日入力」画面 
預金口座振替データ作成時に「支払人マスタ」から呼び出します。 

・ 「個別入力」画面 
振込／振替データの個別入力時に「受取人／従業員／支払人マスタ」から呼び出します。 

 

参照 8.2「(3) 振込データを作成する」、8.3「(3) 振込データを作成する」、 
8.4「(3) 振替データを作成する」 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

 

① 「受取人マスタ呼出」画面などで、対象マス

タを選択します。 
「対象マスタ」のプルダウンメニューから、

「受取人マスタ」または「従業員マスタ」を

選択します。 

※ 給与・賞与振込データの場合は「従業員マスタ」、預金

口座振替データの場合は「支払人マスタ」のみが対象

マスタとなり、変更できません。 
※ オンラインの資金移動時に登録された受取人も検索対

象とする場合は「オンライン都度／事前登録の受取人

も検索対象」にチェックを入れます。 

② 検索種別を選択します。 
プルダウンメニューから、「全検索」「コード」

「検索用カナ名称」「検索グループ」のいず

れかを選択します。 

選択肢 説 明 

全検索 選択した対象マスタの全検索を行います。 

コード コードを指定して検索します。「条件」で、検

索するコードの範囲を入力します。 
「受取人マスタ」を選択した場合は受取人コ

ード、「従業員マスタ」を選択した場合は従業

員コード、支払人マスタを選択した場合は、

支払人コードで検索します。 

検索用 
カ ナ 名

称 

口座名義人（カナ）で検索します。「条件」で、

口座名義人の名称（カナ）を入力します。一

部のみ入力して検索することもできます。 

検索 
グ ル ー

プ 

あらかじめ登録されたグループを指定して検

索します。「条件」で、検索対象とする条件を

選択します。 

※ 「条件」は複数選択できます。その場合

は、AND 検索となります。 

③ 検索／次へをクリックします。 

⇒ 検索条件に合致するマスタデータが呼び出されます。 
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(3) 外部データを利用して振込／振替データを一括作成する 

CSV 形式のファイルを取り込んで、振込／振替データを一括作成します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「振込金額入力」画面 
・「振替金額入力」画面 

参照 8.2「(3) 振込データを作成する」、8.3「(3) 振込データを作成する」、 
8.4「(3) 振替データを作成する」 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 ① 取り込むファイルを準備します。 

参照 取り込める CSV ファイルの仕様については、後

述の「● 取込可能な CSV ファイル仕様」参照 

 

② 「振込／請求金額入力」画面などで、 

外部データ入力をクリックします。 

⇒ 「外部データ入力」画面が表示されます。 

 

 

③ 参照をクリックして、取り込むファイルを選

択します。 

 

④ アップロードをクリックします。 

※ アップロードをクリックした後にセキュリティ警告画

面が表示される場合は、セキュリティの承認が必要で

す。 

参照 セキュリティの承認については、9.3「(2)セキュ

リティ警告を確認する」参照 

⇒ 「外部データ入力結果」画面が表示されます。 

 

⑤ 外部データの内容を確認します。 
画面上部には、入力結果が表示されます。 

・ 入力件数 
入力ファイルのデータ件数 

・ 正常処理件数 
正常に処理された件数 

・ 異常処理件数 
正しく処理できなかった件数 

・ 登録処理件数 
振込／振替明細として登録された件数 

 画面下部には、異常処理件数が 1 件以上あっ

た場合のエラー詳細が表示されます。 

 

⑥ 次へをクリックします。 

⇒ 元の画面（「振込金額入力」画面など）に戻ります。

アップロードした外部ファイルの内容が反映されて

います。 
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● 取込可能な CSV ファイル仕様 

一括作成に使用できる CSV ファイルの仕様は、以下のとおりです。 

 

＜総合振込データ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 

受取人マスタに登録している顧客コード 1、顧客コード 2、受取人カナ名称を入力します。 
「顧客コード 1」「顧客コード 2」の 2 項目、または「受取人カナ名称」のいずれかの入力が必要で

す。 

 顧客コード 1  顧客コード 2  受取人カナ名称  支払金額 EDI 情報 

必須／任意 必須 ※1 必須 ※2 任意 任意 

タイプ 数字 数字 英数カナ 数字 英数カナ 

桁数 半角 10 桁 半角 10 桁 半角 30 桁以内 半角 10 桁以内 半角 20 桁以内 

例 1234567890 1234567890  10000 EDIJOUHOU01 

  ﾅｺﾞﾔﾎﾃｲｼﾖｳｼﾞ(ﾕ 20000  

10 10 ｷﾞﾌﾍﾞﾝﾃﾝﾊﾝﾊﾞｲ 30000 EDIJOUHOU03 

 

＜給与（賞与）振込データ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 

従業員マスタに登録している従業員コード 1、従業員コード 2、従業員カナ名称を入力します。 
「従業員コード 1」「従業員コード 2」の 2 項目、または「従業員カナ名称」のいずれかの入力が必

要です。 

 従業員コード 1  従業員コード 2  従業員カナ名称  振込金額 

必須／任意 必須 ※1 必須 ※2 任意 

タイプ 数字 数字 英数カナ 数字 

桁数 半角 10 桁 半角 10 桁 半角 30 桁以内 半角 10 桁以内 

例 1234567890 1234567890  10000 

  ﾍﾞﾝｻﾞｲﾃﾝ ﾊﾅｺ 20000 

10 10 ﾎﾃｲ ﾀｸﾐ 30000 

 

＜預金口座振替データ用の取込可能な CSV ファイル仕様＞ 

支払人マスタに登録している支払人コード 1、支払人コード 2、支払人カナ名称を入力します。 
「支払人コード 1」「支払人コード 2」の 2 項目、または「支払人カナ名称」のいずれかの入力が必

要です。 

 支払人コード 1  支払人コード 2  支払人カナ名称  請求金額 

必須／任意 必須 ※1 必須 ※2 任意 

タイプ 数字 数字 英数カナ 数字 

桁数 半角 10 桁 半角 10 桁 半角 30 桁以内 半角 10 桁以内 

例 1234567890 1234567890  10000 

  ﾅｺﾞﾔﾍﾞﾝﾃﾝｼﾖｳｶｲ 20000 

10 10 ﾊﾏﾏﾂﾍﾞﾝﾃﾝｾｲｻｸｼﾞﾖ 30000 

 

補足 
 
◆ ※1（「顧客コード」「従業員コード」「支払人コード」）を指定する場合は、各コード 1、2 の両方の入力が必

要です。「受取人カナ名称」「従業員カナ名称」「支払人カナ名称」の入力は不要です。 

◆ ※2（「受取人カナ名称」「従業員カナ名称」「支払人カナ名称」）を指定する場合は、「顧客コード 1、2」「従

業員コード 1、2」「支払人コード 1、2」の入力は不要です。 

◆ 太線で囲まれた部分のようなデータを、CSV ファイルとして作成します。 

◆ 「顧客コード」「従業員コード」「支払人コード」は、桁数に満たなくてもかまいません。検索処理時に、不

足の桁数分の「0」が冒頭に付与されて処理されます。 
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(4) 既存の振込／振替データを修正／再利用する 

作成途中の振込／振替データを修正します。また、送信済の振込／振替データを再利用して、新しい

振込／振替データを作成することもできます。 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」／「振替データ選択」画面が表示

されます。 

 

③ 修正／再利用する振込／振替データの「選

択」欄にチェックを入れます。 

④ 修正する場合は修正、再利用して新規作成す

る場合は送信済データ利用をクリックしま

す。 

※ 修正できるのは、「状態」が「作成中」「承認待」「送信

待」のデータのみです。 

※ 再利用できるのは、「状態」が「送信済」のデータのみ

です。 

⇒ 「振込指定日入力」／「引落指定日入力」画面が表示

されます。 

 

⑤ 振込／振替データを修正し、次へをクリック

します。 

※ 「依頼人」／「委託者」は選択できません。 

※ 「表示順」で「入力順」を選択すると、元となる振込

／振替データの作成順に表示されます。 

⇒ 「振込金額入力」／「振替金額入力」画面が表示され

ます。 
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⑥ 明細を修正し、作成完了をクリックします。 

⇒ 「作成完了確認」画面が表示されます。 

※ 手数料は自動で再計算されますが、最初のデータ作成

時に手入力された手数料については、再計算されませ

ん。 

 

⑦ 振込／振替データの修正が完了し、承認待ち

とする場合は「承認待」を選択します。 
振込／振替データが作成途中の場合は「作成

中」を選択します。 

⑧ 確認をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」／「振替データ選択」画面に戻り

ます。 

※ 支払／振込／請求金額が 0 円の明細がある場合、承認

時に一括削除される旨のメッセージが表示されます。

一括削除する場合は OK をクリックします。 

 

参照 
 
◆ 振込／振替データの修正可能な項目については、8.2「(3)-2 既存の振込データを修正／再利用する」、 

8.3「(3)-2 既存の振込データを修正／再利用する」、8.4「(3)-2 既存の振替データを修正／再利用する」参照
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(5) 既存の振込／振替データを削除する 

(5)-1 振込／振替データを削除する 

既存の振込／振替データを削除します。 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、以下のいずれかをクリックします。 

総合振込／給与・賞与振込／預金口座振替  

 

 

② 「データ作成」をクリックします。 

⇒ 「振込データ選択」／「振替データ選択」画面が表示

されます。 

 

③ 削除する振込／振替データの「データコメン

ト／依頼人名」／「データコメント／委託者

名」欄のリンクをクリックします。 

⇒ 「振込データ詳細情報」／「振替データ詳細情報」画

面が表示されます。 

 

 

④ 内容を確認し、削除をクリックします。 

⇒ 削除の確認メッセージが表示されます。 

※ 削除せずに「振込データ選択」／「振替データ選択」

画面に戻る場合は、確認をクリックします。 

 

 

 

⑤ 削除する場合は、OK をクリックします。 

⇒ 「振込データ詳細情報」画面／「振替データ詳細情報」

画面に戻ります。振込／振替データが一覧から削除さ

れています。 

※ 削除を取り止める場合は、キャンセルをクリックしま

す。 

 



 

 9-23

９ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
の
共
通
操
作
） 

(5)-2 明細を削除する 

明細を削除します。明細を削除するには、2 通りの方法があります。 

 

＜振込／振替データから受取人／従業員／支払人情報を外す方法＞ 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 「振込金額入力」／「振替金額入力」画面で、

削除する振込／振替明細の「受取人名」／「従

業員名」／「支払人名」欄のリンクをクリッ

クします。 

⇒ 「受取人詳細情報」／「従業員詳細情報」／「支払人

詳細情報」画面が表示されます。 

 

② 内容を確認し、削除する場合は削除をクリッ

クします。 

※ 削除を取り止めて前画面に戻る場合は、確認をクリッ

クします。 

 

 

③ 削除する場合は、OK をクリックします。 

⇒ 「受取人詳細情報」／「従業員詳細情報」／「支払人

詳細情報」画面に戻ります。受取人／従業員／支払人

詳細情報が一覧から削除されています。 

※ 削除を取り止める場合は、キャンセルをクリックしま

す。 

 

＜支払金額をゼロに設定する方法＞ 

 

① 「振込金額入力」／「振替金額入力」画面で、

不要な振込／振替明細の「支払金額」／「振

込金額」／「引落金額」欄を空欄または「0」

と入力します。 
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(6) 振込／振替データをダウンロードする 

振込／振替データを全銀フォーマットのファイルでダウンロードします。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「振込データ選択」画面 
・「振替データ選択」画面 

 

参照 8.2「(3)-1 振込データを新規作成する」、8.3「(3)-1 振込データを新規作成する」、 
8.4「(3)-1 振替データを新規作成する」 

※ 以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 「振込データ選択」画面などで、 

ファイル出力をクリックします。 

⇒ 「ファイル出力」画面が表示されます。 

 

 

② 内容を確認し、ダウンロードをクリックしま

す。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 
 

  

 

③ 保存をクリックします。 
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9.3 振込／振替データの送信 
ここでは、振込／振替データ送信時の共通操作について説明します。 

 

(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する 
ファイル伝送の際に行われる事前チェック時に発生するエラーについて、詳細を説明します。 

(2) セキュリティ警告を確認する 
ファイル伝送の際に必要なセキュリティの承認について説明します。 

(3) 送受信結果未確認／ファイル伝送中断結果を確認する 
送信結果画面／受信結果画面で伝送を中断した場合の処理について説明します。 
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(1) 事前チェックエラーの詳細を表示する 

ファイル伝送の際、送信確認画面で、送信データの事前チェックを行っています。送信データにエラ

ーが生じた場合、エラーコードおよびエラー詳細が表示されます。 

 

 

 

エラーコードの構成と意味は、以下のとおりです。エラーの内容と詳細にしたがって、データを修正

してください。 

コード名 意味 

ファイル番号 エラーのあるファイル番号が表示されます。 
シングルファイル：‘01’が固定で表示 マルチファイル：‘01’～‘99’でファイル番号を表示 

レコード区分 エラーのあるレコード区分が表示されます。 
ヘッダ：ヘッダレコード／データ：データレコード／トレーラ：トレーラレコード／エンド：エンドレコー

ド 

レコード番号 エラーのあるレコード番号が表示されます。 
レコード区分がデータレコードの場合のみレコード番号が表示されます。 
レコード区分がデータレコード以外の場合は、「000000」が表示されます。 
マルチファイルの場合は、ファイル単位でのレコード番号になります。 

ロケーション エラーとなった項目が、レコードの先頭から数えて何バイト目から始まる項目かが表示されます。 

エラーコード エラーの内容に応じたエラーコードが表示されます。 

口座名義人 レコード区分がデータレコードの場合のみ、口座名義人が表示されます。 

振込・引落金額 レコード区分がデータレコードの場合のみ、振込・引落金額が表示されます。 

エラーメッセージ エラー内容を示すメッセージが表示されます。 

エラー項目内容 エラーとなった項目の値が表示されます。 

 注：表示項目がない場合は、「－」表示します。 

 

補足 
 
◆ レコード番号は「入力順」に統一して表示されます。「振込金額入力」画面／「振替金額入力」画面で入力順

を選択してから修正してください。 
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(2) セキュリティ警告を確認する 

ファイル伝送の際、セキュリティ警告が表示されます。正常にファイル伝送を行うには、セキュリテ

ィの承認を行う必要があります。 

 ① 発行者が「 The Shinkin Banks Information 
System Center Co.,Ltd.」であることを確認し

ます。 

② 次回以降にセキュリティ警告を表示させずに

正常にファイル伝送を行うには、以下のように

設定します。 

・ 「この発行者からのコンテンツを常に信頼し

ます」にチェックを入れ、実行をクリックしま

す。 

※ 取消しをクリックすると、ファイル伝送画面にグ

レーの四角が表示され、正常に送信／受信結果画面

が表示されません。 

参照 後述の「● セキュリティを承認しなかった場

合」参照 

 



 

 9-28

９ 

日
常
業
務
（
フ
ァ
イ
ル
伝
送
の
共
通
操
作
） 

● セキュリティを承認しなかった場合 

取消しをクリックすると、ファイル伝送画面にグレーの四角が表示され、正常に送信／受信結果画

面が表示されません。次回以降のファイル伝送時にも同様の事象が発生します。 

改めてセキュリティの承認を行うには、パソコン上でお使いのすべてのブラウザを終了させ、再度本

システムにログオンしなおす必要があります。 

補足 
 
◆ この事象が発生した場合も、当金庫へのデータの送信は行われています。該当データが送信されたかどうか、

当金庫に確認してください。 

 

 

① 利用者メニューで、ファイル伝送をクリック

し、サブメニューのいずれかをクリックしま

す。 

⇒ 再送信確認画面が表示されます。 

 

 

② 確認をクリックします。 

⇒ 送信結果画面が表示されます。 
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(3) 送受信結果未確認／ファイル伝送中断結果を確認する 

送信結果画面／受信結果画面で確認をクリックせずにファイル伝送のサブメニューのいずれかをク

リックすると、再送信確認画面またはファイル伝送中断メッセージが表示されます。 

 

● 外部ファイル送受信以外のサブメニューをクリックした場合 

※以下の画面は、総合振込で発生した場合の例です。 

 

⇒ 再送信確認画面が表示されます。 

 

 

① 確認をクリックします。 

⇒ 送信結果画面に戻ります。 

 

② 確認をクリックします。 

⇒ 総合振込メインメニューが表示され、以降、再送信確

認画面／ファイル伝送中断メッセージは表示されな

くなります。 

 

● 外部ファイル送受信をクリックした場合 

※以下の画面は、外部ファイル送信以外のファイル伝送で発生した場合の例です。 

 

⇒ ファイル伝送中断メッセージが表示されます。 

 

 

① サブメニューの外部ファイル送受信以外を

クリックします。 

⇒ 再送信確認画面が表示されます。 

 

② 確認をクリックします。 

⇒ 送信結果画面に戻ります。 

 

③ 確認をクリックします。 

⇒ 総合振込メインメニューが表示され、以降、再送信確

認画面／ファイル伝送中断メッセージは表示されな

くなります。 
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9.4 マスタ／送受信結果の印刷 
ここでは、マスタの印刷および送受信結果の印刷について説明します。 

 

(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する 
登録済みのマスタを印刷します。 

(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する 
期間を指定して、送受信した振込／振替／入出金明細データの送受信履歴を印刷します。 
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(1) 受取人／従業員／支払人マスタを印刷する 

登録済みのマスタを印刷します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「受取人マスタ一覧」画面 
・「従業員マスタ一覧」画面 
・「支払人マスタ一覧」画面 

参照 8.2「(2) 受取人マスタを登録する」、8.3「(2) 従業員マスタを登録する」、 
8.4「(2) 支払人マスタを登録する」 

※以下の画面は、受取人マスタの場合の例です。 

 

① 「受取人マスタ一覧」画面などで、必要に応

じて、検索種別、表示順を選択します。 
プルダウンメニューから、以下のいずれかを

選択します。 
検索種別：全検索／コード／検索用カナ名称

／検索グループ 
表示順：コード 1／コード 2／名称順／口座

順 

② 印刷をクリックします。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

 

③ 保存をクリックします。 

④ ダウンロードしたファイルを Microsoft Word
またはワードパッドで開いて、印刷します。 
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(2) 振込／振替／入出金明細データの送受信結果を印刷する 

期間を指定して、送受信した振込／振替／入出金明細データの送受信履歴を印刷します。 

補足 
 
◆ この機能を使用する画面は以下のとおりです。 

・「総合振込」画面 
・「給与・賞与振込」画面 
・「預金口座振込」画面 
・「入出金明細」画面 

※以下の画面は、総合振込の場合の例です。 

 

① 「総合振込」画面などで、「通信結果報告書

印刷」をクリックします。 

⇒ 「通信結果報告書印刷範囲指定」画面が表示されま

す。 

 

② 印刷する範囲を指定して、印刷をクリックし

ます。 

⇒ ダイアログボックスが表示されます。 

※ お客様の環境によっては、ブラウザに結果が表示され

ます。 

 

 

③ 保存をクリックします。 

④ ダウンロードしたファイルを Microsoft Word
またはワードパッドで開いて、印刷します。 
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10.1 利用者情報の変更 
自分の「利用者暗証番号」「利用者確認暗証番号」「利用者 E メールアドレス」を変更します。 

 

(1) 自分の利用者暗証番号を変更する 

自分の利用者暗証番号を変更します。 

補足 
 
◆ セキュリティの向上のため、利用者暗証番号は定期的に変更することをお勧めします。 

 

 

① 利用者メニューで、 

利用者情報変更－利用者暗証番号変更をク

リックします。 

⇒ 「利用者暗証番号変更」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

② 「現在の利用者暗証番号」は、ソフトウェア

キーボードを開くをクリックして入力しま

す。 

参照 ソフトウェアキーボードの使い方ついては、

1.2「(3) ソフトウェアキーボードについて」

参照 

※ キーボードで入力する場合は、 
「キーボードで入力する」にチェックを入れます。 

③ 「新しい利用者暗証番号」は、ソフトウェア

キーボードを開くをクリックして入力し、確

認のために「新しい利用者暗証番号再入力」

にソフトウェアキーボードを開くからもう

一度入力します。 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「利用者暗証番号変更完了」画面が表示されます。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 
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(2) 自分の利用者確認暗証番号を変更する 

自分の利用者確認暗証番号を変更します。 

補足 
 
◆ セキュリティの向上のため、利用者確認暗証番号は定期的に変更することをお勧めします。 

 

 

① 利用者メニューで、 

利用者情報変更－確認暗証番号変更をクリ

ックします。 

⇒ 「利用者確認暗証番号変更」画面が表示されます。 

 

 

 

 

 

② 「現在の利用者確認暗証番号」を入力しま

す。 

③ 「新しい利用者確認暗証番号」を入力し、確

認のために「新しい利用者確認暗証番号再入

力」にもう一度入力します。 

④ OK をクリックします。 

⇒ 「利用者確認暗証番号変更完了」画面が表示されま

す。 

※ 変更を取り止める場合はキャンセルをクリックしま

す。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 
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(3) 自分の利用者 E メールアドレスを設定／変更する 

自分の利用者 E メールアドレスを設定／変更します。 

 

① 利用者メニューで、 

利用者情報変更－Ｅメールアドレス変更を

クリックします。 

⇒ 「利用者Ｅメールアドレス変更」画面が表示されま

す。 

 

 

 

 

 

② 「新しい利用者Ｅメールアドレス」を入力

し、確認のために「新しい利用者 E メールア

ドレス再入力」にもう一度入力します。 

③ OK をクリックします。 

⇒ 「利用者 E メールアドレス変更完了」画面が表示さ

れます。 

※ 設定／変更を取り止める場合はキャンセルをクリック

します。 

※ 入力値をすべてクリアする場合は、クリアをクリック

します。 
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10.2 現在の状況の確認 
現在の自分の利用状況を確認します。 

 

(1) 利用者情報を照会する 

以下の利用者情報と利用状況を確認できます。 

・ ご契約先名、利用者名 
ご契約先名およびログオン処理を行った利用者名が表示されます。 

・ 前回ログオン日時 
前回ログオン処理を行った日時が表示されます。 

・ ご利用履歴 
管理者・利用者のご利用履歴が過去 3 回分まで表示されます。 

・ 承認待・送信待案件数 
ファイル伝送ご利用業務の承認待・送信待の件数が表示されます。 

補足 
 
◆ 承認待・送信待案件数は、ファイル伝送をご契約の場合に表示されます。 

 

・ Ｅメールアドレス 
登録されている E メールアドレスが表示されます。 

・ 代表口座残高情報 
ご契約先代表口座の現時点の残高が表示されます。 
表示されない場合は、当金庫の設定により表示しないようにしています。 

・ 代表口座入出金明細情報 
ご契約先代表口座の直近 5 件の入出金明細が表示されます。 
表示されない場合は、当金庫の設定により表示しないようにしています。 

 

① 利用者メニューで、 
利用者情報照会－利用者ステータス表示を

クリックします。 

⇒ 「利用者ステータス」画面が表示されます。 

 

 

② 利用者情報を確認します。 
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第 11 章 

電子証明書の更新 
 
この章では、電子証明書の更新について説明します。 

  

11.1 電子証明書を更新する ·················································· 11-2 

(1) 電子証明書の更新案内 ·················································· 11-2 

(2) 電子証明書を更新する ·················································· 11-3 

(3) 古い電子証明書を削除する ··········································· 11-13 
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11.1 電子証明書を更新する 
電子証明書の有効期限は、取得後 1 年間です。電子証明書の更新は、有効期限 30 日前から有効期限

日より最大 180 日間は操作可能です。有効期限が過ぎた電子証明書では、法人 IB サービスをご利用

できません。 

更新期間を過ぎた場合は、電子証明書を再発行して再取得する必要があります。再発行後、有効期限

切れの古い電子証明書を削除してください。 

 

補足 ◆ 電子証明書の再発行の手続きは、以下のとおりです。 
・管理者の方：当金庫に電子証明書の再発行を申請してください。 
・利用者の方：管理者の方に電子証明書の再発行を依頼してください。 

 

 期限切れ 30 日前

期限切れ 10 日前

ステータス画面 
による通知 

古い電子証明書の削除 

電子証明書の更新 → (2)

→ (3)

メールによる通知

メールによる通知

有効期限 

更 
新 
案 
内 

→ (1)

期限切れ 180 日後

 

 

(1) 電子証明書の更新案内 

電子証明書の更新が必要な管理者および利用者に、以下の方法で更新案内が通知されます。 
更新案内が通知されたら、すみやかに電子証明書の更新を行ってください。 

 

・ Ｅメールによるお知らせ 
法人 IB サービスにＥメールアドレスを設定している管理者および利用者には、電子証明書の

有効期限 30 日前、10 日前にＥメールによる更新案内が通知されます。 

・ ステータス画面によるお知らせ 
法人 IB サービスのログオン後に表示される「ご契約先ステータス」画面、「利用者ステータ

ス」画面に、電子証明書の有効期限 30 日前から更新案内が表示されます。 

● 管理者の場合 ● 利用者の場合 

 

＜「ご契約先ステータス」画面＞ 

 

＜「利用者ステータス」画面＞ 
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(2) 電子証明書を更新する 

有効期限の 30 日前から有効期限後 180 日以内の間に、電子証明書を更新してください。 

 

● 管理者の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 電子証明書方式当金庫の法人インターネッ

トバンキングのトップページを開きます。 

② 電子証明書方式→電子証明書更新をクリッ

クします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新実行」画面が表示されます。 

※ ご利用のパソコン環境によっては、「電子証明書更新 

更新実行」画面が表示される前に 、ActiveX のダウン

ロードを促すメッセージが表示される場合がありま

す。 

参照 ActiveX のダウンロードについては、後述の

「◆ActiveX をダウンロードする」参照 

 

③ 更新をクリックします。 

⇒ 「Digital ID の選択」ダイアログが表示されます。 

※ 電子証明書の更新を中止する場合は、閉じるをクリッ

クします。 

 

 

④ 更新する電子証明書を選択し、更新をクリッ

クします。 

※ 更新可能な電子証明書が複数ある場合は、名前欄（「利

用者番号（ご契約先 ID）」＋「金融機関コード」）と期

限切れ（「有効期限日」）を確認してください。 

 

＜Windows 7、Windows Vista の場合＞ 
「秘密署名キーを使ってデータに署名しています」ダ

イアログが表示されますので、ＯＫをクリックします。 
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＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑤ はいをクリックします。 

⇒ 「新しい RSA 交換キーを作成します」ダイアログが表

示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の更新が中止されます。 
ブラウザをいったん閉じ、手順①から操作し直してく

ださい。 

 

 

 

 

⑥ セキュリティレベルが「中」であることを確

認し、OK をクリックします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新処理中」画面が表示され、電

子証明書の更新処理が始まります。 

※ 更新処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの中止ま

たは更新をクリックしないでください。 

※ 更新処理速度によっては、「電子証明書更新 更新処理

中」画面が表示されない場合があります。 
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＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑦ 更新する場合は、はいをクリックします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新完了」画面が表示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の更新が中止されます。 
この場合は電子証明書の再発行が必要となるため、当

金庫に電子証明書の再発行を申請してください。 

 

 

⑧ 更新された電子証明書の内容を確認します。 
「電子証明書情報」の Common Name が「利

用者番号（ご契約先 ID）」＋「金融機関コー

ド」になっていることを確認します。 

⑨ 閉じるをクリックします。 

※ この画面は参考画面です。 

⑩ 電子証明書が登録されていることを確認し

ます。 
ブラウザの「ツール」－「インターネットオ

プション」の順にクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 
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⑪ 「コンテンツ」タブを選択し、証明書をクリ

ックします。 

⇒ 「証明書」画面が表示されます。 

⑫ 新しい電子証明書の有効期限を確認します。 

⑬ 確認が終わったら、閉じるをクリックしま

す。 

 

引き続き、古い電子証明書を削除する必要があります。 

参照 ◆ 11.1「(3) 古い電子証明書を削除する」参照 
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補足 
 
◆ ActiveX をダウンロードする 

ご利用のパソコン環境によっては、「電子証明書更新 更新実行」画面が表示される前に、ActiveX
のダウンロードを促すメッセージが表示される場合があります。 
次の手順に従って ActiveX をダウンロードしてください。 
なお、手順はご利用のパソコン環境によって異なります。 

 

＜Windows 7、Windows Vista の場合＞ 

 

① 表示されている場所をク

リックし、「ActiveX コン

トロールのインストー

ル」をクリックします。 

⇒ 「セキュリティの警告」ダイアログ

が表示されます。 

 

② インストールするをクリッ

クします。 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

① 「情報バー」ダイアログ

の OK をクリックします。 

⇒ 画面上部に「このサイトは、次の

ActiveX コントロールが必要な可能

性があります。」と表示されます。 

 

 

② 「VBScript」ダイアログの

OK をクリックします。 

⇒ 画面上部に「このサイトは、次

の ActiveX コントロールが必要

な可能性があります。」と表示さ

れます。 

③ 表示されている場所をク

リックし、「ActiveX コン

トロールのインストー

ル」をクリックします。 

⇒ 「セキュリティの警告」ダイアログ

が表示されます。 

 

④ インストールするをクリッ

クします。 
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● 利用者の場合 

 
※ この画面は参考画面です。 

① 当金庫の法人インターネットバンキングの

トップページを開きます。 

② 電子証明書方式→電子証明書更新をクリッ

クします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新実行」画面が表示されます。 

※ ご利用のパソコン環境によっては、「電子証明書更新 

更新実行」画面が表示される前に 、ActiveX のダウン

ロードを促すメッセージが表示される場合がありま

す。 

参照 ActiveX のダウンロードについては、後述の

「◆ActiveX をダウンロードする」参照 

 

③ 更新をクリックします。 

⇒ 「Digital ID の選択」ダイアログが表示されます。 

※ 電子証明書の更新を中止する場合は、閉じるをクリッ

クします。 

 

 

④ 更新する電子証明書を選択し、更新をクリッ

クします。 

※ 更新可能な電子証明書が複数ある場合は、「利用者番号

（ご契約先 ID）」＋「利用者 ID」＋「金融機関コード」

を確認してください。 

 

＜Windows 7、Windows Vista の場合＞ 
「秘密署名キーを使ってデータに署名しています」ダ

イアログが表示されますので、ＯＫをクリックします。 
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＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑤ はいをクリックします。 

⇒ 「新しい RSA 交換キーを作成します」ダイアログが表

示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の更新が中止されます。 
ブラウザをいったん閉じ、手順①から操作し直してく

ださい。 

 

 

 

 

⑥ セキュリティレベルが「中」であることを確

認し、OK をクリックします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新処理中」画面が表示され、電

子証明書の更新処理が始まります。 

※ 更新処理中にブラウザを閉じたり、ブラウザの中止ま

たは更新をクリックしないでください。 

※ 更新処理速度によっては、「電子証明書更新 更新処理

中」画面が表示されない場合があります。 
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＜Windows 7 の場合＞ 

 

＜Windows Vista の場合＞ 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

⑦ 更新する場合は、はいをクリックします。 

⇒ 「電子証明書更新 更新完了」画面が表示されます。 

※ いいえをクリックした場合は、処理が中断され、電子

証明書の更新が中止されます。 
この場合は電子証明書の再発行が必要となるため、管

理者に電子証明書の再発行を依頼してください。 

 

⑧ 更新された電子証明書の内容を確認します。 
「電子証明書情報」の Common Name が「利

用者番号（ご契約先 ID）」＋「利用者 ID」＋

「金融機関コード」になっていることを確認

します。 

⑨ 閉じるをクリックします。 

※ この画面は参考画面です。 

⑩ 電子証明書が登録されていることを確認し

ます。 
ブラウザの「ツール」－「インターネットオ

プション」の順にクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 
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⑪ 「コンテンツ」タブを選択し、証明書をクリ

ックします。 

⇒ 「証明書」画面が表示されます。 

 

⑫ 新しい電子証明書の有効期限を確認します。 

⑬ 確認が終わったら、閉じるをクリックしま

す。 

 

 

引き続き、古い電子証明書を削除する必要があります。 

参照 ◆ 11.1「(3) 古い電子証明書を削除する」参照 
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補足 
 
◆ ActiveX をダウンロードする 

ご利用のパソコン環境によっては、「電子証明書更新 更新実行」画面が表示される前に、ActiveX
のダウンロードを促すメッセージが表示される場合があります。 
次の手順に従って ActiveX をダウンロードしてください。 
なお、手順はご利用のパソコン環境によって異なります。 

 

＜Windows 7、Windows Vista の場合＞ 

 

① 表示されている場所をク

リックし、「ActiveX コン

トロールのインストー

ル」をクリックします。 

⇒ 「セキュリティの警告」ダイアログ

が表示されます。 

 

② インストールするをクリッ

クします。 

 

＜Windows XP の場合＞ 

 

① 「情報バー」ダイアログ

の OK をクリックします。 

⇒ 画面上部に「このサイトは、次の

ActiveX コントロールが必要な可能

性があります。」と表示されます。 

 

 

② 「VBScript」ダイアログの

OK をクリックします。 

⇒ 画面上部に「このサイトは、次

の ActiveX コントロールが必要

な可能性があります。」と表示さ

れます。 

③ 表示されている場所をク

リックし、「ActiveX コン

トロールのインストー

ル」をクリックします。 

⇒ 「セキュリティの警告」ダイアログ

が表示されます。 

 

④ インストールするをクリッ

クします。 

  



 

 11-13

 

電
子
証
明
書
の
更
新 

11

(3) 古い電子証明書を削除する 

新しい電子証明書が正常に設定されたことが確認できたら、古い電子証明書を削除してください。 

 

※ この画面は参考画面です。 

① ブラウザの「ツール」－「インターネットオ

プション」の順にクリックします。 

⇒ 「インターネットオプション」画面が表示されます。 

 

② 「コンテンツ」タブを選択し、証明書をクリ

ックします。 

⇒ 「証明書」画面が表示されます。 

 

③ 削除する電子証明書を選択し、削除をクリッ

クします。 

⇒ 「証明書の削除確認」画面が表示されます。 

※ 有効期限の日付が古い電子証明書を選択してくださ

い。 

※ 誤って他の金融機関の電子証明書や更新後の電子証明

書を削除しないようにご注意ください。 

 

 

④ はいをクリックします。 

⇒ 古い証明書が削除されます。 
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